
監

事

小
林　

英
夫　

角
川　

賢
二

寺
澤　
　

悠

顧

問

新
井
さ
き
ほ　

杉
山　

夫

外
山　

勝
志　

蛯
原　
　

弘

岡
崎　

正
継　

安
蘇
谷
正
彦

坂
口　

𠮷
一

評
議
員

木
村　

好
成　

栗
生　

守
男

植
木　

良
一　

栗
本　

俊
雄

稲
葉　

久
雄　

蒲
池
廉
一
郎

廣
井　

武
司　

田
中
安
比
呂

上
村　

好
生　

大
塚　
　

勤

岡
部　

定
征　

廣
井　

公
明

中
島
精
太
郎　

小
川　

勇
治

坂
入　
　

益　

佐
栁　

正
三

熊
嵜　

歳
介　

田
中　

恆
清

夏
井　

邦
男　

中
村　

直
紀

喜
多
山
健
二　

近
藤　
　

篤

赤
井　

益
久　

坂
倉　

良
一

橋
本
憲
市
郎　

百
瀬　

敏
記

藤
井　

秀
嗣　

宮
西　

修
治

西
川　

実
希

理

事

秦　
　

信
行　

菅
野　

雅
雄

大
鳥
居
信
史　

吉
田　

源
彦

塙　
　

東
男　

近
藤　

正
臣

松
山　

文
彦　

中
山　

高
嶺

岡
田　

幹
雄　

黒
田　

眞
子

利
根　

康
教　

大
平　
　

実

大
村　

秀
司　

坂
本
眞
佐
人

中
西
三
千
代　

秋
元　

善
行

古
屋　

真
弘　

白
川　

博
一

湯
谷　

昌
生　

九
條　

道
成

参

与

船
田　

君
子　

河
原
崎　

弘

宇
井　

克
彦　

玉
井　

浩
二

会

長

𠮷
田　

茂
穗

常
務
理
事

加
藤　

元
茂

副
会
長

今
井　
　

亮　

佐
藤　

美
穗

石
川　

則
夫

一般財団法人
國學院大學院友会あけましておめでとうございます

世界ジュニア柔道選手権大会世界ジュニア柔道選手権大会
66kg級66kg級

全日本学生柔道体重別選手権大会全日本学生柔道体重別選手権大会
73kg級73kg級

武岡毅（日文２年）選手 島田隆志郎（健体４年）選手

講道館杯全日本柔道体重別選手権大会講道館杯全日本柔道体重別選手権大会
66kg級66kg級 相田勇司（法２年）選手國學院柔道

　

令
和
元
年
十
月
十
四
日
（
月

　

令
和
元
年
十
月
十
四
日
（
月

・
体
育
の
日
）
に
、
出
雲
市
で

・
体
育
の
日
）
に
、
出
雲
市
で

開
催
さ
れ
た
第

開
催
さ
れ
た
第
3131
回
出
雲
全
日

回
出
雲
全
日

本
大
学
選
抜
駅
伝
競
走
に
、
七

本
大
学
選
抜
駅
伝
競
走
に
、
七

年
ぶ
り
三
度
目
の
出
場
と
な
っ

年
ぶ
り
三
度
目
の
出
場
と
な
っ

た
母
校
の
陸
上
競
技
部
。
出
雲

た
母
校
の
陸
上
競
技
部
。
出
雲

大
社
前
の
１
区
か
ら
ゴ
ー
ル
の

大
社
前
の
１
区
か
ら
ゴ
ー
ル
の

６
区
出
雲
ド
ー
ム
ま
で
の

６
区
出
雲
ド
ー
ム
ま
で
の
4545
・

1
㎞ 
を
、
選
手
た
ち
は
力
強
い

㎞ 
を
、
選
手
た
ち
は
力
強
い

走
り
で
襷
を
つ
な
い
だ
。

走
り
で
襷
を
つ
な
い
だ
。
6

区
、
ト
ッ
プ
と

区
、
ト
ッ
プ
と
3737
秒
差
の

秒
差
の
4
位

で
襷
を
受
取
っ
た
主
将
の
土

で
襷
を
受
取
っ
た
主
将
の
土

方
英
和
（
健
体

方
英
和
（
健
体
4
年
）
選

年
）
選

手
は
、
ト
ッ
プ
を
猛

手
は
、
ト
ッ
プ
を
猛

追
。
ゴ
ー
ル

追
。
ゴ
ー
ル
700700
ｍ
手
前

ｍ
手
前

で
駒
大
の
選
手
に
並
ぶ

で
駒
大
の
選
手
に
並
ぶ

と
一
気
に
抜
き
去
り
、

と
一
気
に
抜
き
去
り
、

そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
へ
飛
び

そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
へ
飛
び

込
ん
だ
。
学
生
三
大
駅
伝
で
の

込
ん
だ
。
学
生
三
大
駅
伝
で
の

初
優
勝
を
、
劇
的
な
大
逆
転
で

初
優
勝
を
、
劇
的
な
大
逆
転
で

國
學
院
大
學
が
勝
ち
取
っ
た
。

國
學
院
大
學
が
勝
ち
取
っ
た
。

記
録
は
２
時
間

記
録
は
２
時
間
0909
分
5858
秒
。
秒
。

目指せ世界を！目指せ世界を！

準
優
勝
！

優
勝
！

２区　中西大翔（健体１年）２区　中西大翔（健体１年）

３区　浦野雄平（経営４年）３区　浦野雄平（経営４年）

１区　藤木宏太（神文２年）１区　藤木宏太（神文２年）

4区　青木祐人（経ネ４年）4区　青木祐人（経ネ４年）

５区　茂原大悟（史４年）５区　茂原大悟（史４年）

６区　
土方英和（健体４年）

©國學院大學広報©國學院大學広報課課

優
勝
！

1 令和２年１月１日（水）　No.373 院 友 会 報 新年号

　このたびの台風等　このたびの台風等
自然災害により被災自然災害により被災
された皆さまに、衷された皆さまに、衷
心よりお見舞を申し心よりお見舞を申し
上げます。一日も早上げます。一日も早
い復興と日常が戻らい復興と日常が戻ら
れますことを祈念いれますことを祈念い
たします。たします。 

一般財団法人一般財団法人
國學院大學院友会國學院大學院友会



学
校
法
人

國
學
院
大
學

東
京
都
渋
谷
区
東
四
丁
目
十
番
二
十
八
号

　

電
話 

〇
三

五
四
六
六

〇
一
一
一

 

（
代
表
）

橋
本　

憲
市
郎

法

人

事
務
局
長

佐
栁　

正
三

理
事
長

大
村　

秀
司

常
務
理
事

石
川　

則
夫

理

事

小
林　

英
夫

同

今
井　

寛
人

同

尾
近　

裕
幸

同

木
村　

知
躬

同

千
家　

尊
祐

同

中
島　

精
太
郎

同

針
本　

正
行

同

植
村　

勝
慶

同

鎌
田  　
　

薫

同

木
村　

好
成

同

津
田  　
　

栄

同

橋
本　

憲
市
郎

同

中
村  　
　

陽

同

𠮷
田　

茂
穗

同

玉
井　

浩
二

同

稲
葉　

久
雄

監

事

國
學
院
大
學

東
京
都
渋
谷
区
東
四
丁
目
十
番
二
十
八
号

　

電
話 

〇
三

五
四
六
六

〇
一
一
一

 

（
代
表
）

武
智　

浩
二

大

学

事
務
局
長

根
岸　

茂
夫

大
学
院

委
員
長

野
呂　
　

  

健

教
育
開
発
推
進

機

構

長

武
田　

秀
章

研
究
開
発
推
進

機

構

長

成
田　

信
子

人
間
開
発

学
部
長

西
岡　

和
彦

神
道
文
化

学
部
長

一
木　

孝
之

法
学
部
長

橋
元　

秀
一

経
済
学
部
長

石
川　

則
夫

文
学
部
長

針
本　

正
行

学

長

石
川　

則
夫

副
学
長

植
村　

勝
慶

副
学
長

成
田　

信
子

副
学
長

謹 賀 新 年

　

明
け
ま
し

　

明
け
ま
し

て
お
め
で
と

て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

う
ご
ざ
い
ま

す
。
す
。

　

院
友
の
皆
さ
ま
に
は
、
新

　

院
友
の
皆
さ
ま
に
は
、
新

し
き
よ
き
年
を
お
迎
え
に
な

し
き
よ
き
年
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
い
た
し

ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
い
た
し

ま
す
。
併
せ
て
、
皆
さ
ま
と

ま
す
。
併
せ
て
、
皆
さ
ま
と

と
も
に
、
謹
ん
で
皇
室
の
弥

と
も
に
、
謹
ん
で
皇
室
の
弥

栄
と
国
家
の
繁
栄
、
世
界
の

栄
と
国
家
の
繁
栄
、
世
界
の

安
寧
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

安
寧
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

　

ま
た
発
生
し
た
自
然
災
害

　

ま
た
発
生
し
た
自
然
災
害

は
年
々
そ
の
脅
威
を
増
し
、

は
年
々
そ
の
脅
威
を
増
し
、

全
国
各
地
に
残
し
た
大
き
な

全
国
各
地
に
残
し
た
大
き
な

爪
痕
は
、
未
だ
私
ど
も
に
強

爪
痕
は
、
未
だ
私
ど
も
に
強

い
痛
み
を
与
え
て
お
り
ま

い
痛
み
を
与
え
て
お
り
ま

す
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
、

す
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
、

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
衷
心

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
衷
心

よ
り
お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま

よ
り
お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま

す
。
一
日
も
早
く
皆
さ
ま
の

す
。
一
日
も
早
く
皆
さ
ま
の

日
常
が
戻
り
ま
す
こ
と
を
、

日
常
が
戻
り
ま
す
こ
と
を
、

祈
念
い
た
し
ま
す
。

祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
の
御
代
と
な
っ
て
初

　

令
和
の
御
代
と
な
っ
て
初

め
て
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と

め
て
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
十
月
二
十

と
な
り
ま
し
た
。
十
月
二
十

二
日
の
「
即
位
礼
正
殿
の

二
日
の
「
即
位
礼
正
殿
の

儀
」
に
お
い
て
、
陛
下
は
ご

儀
」
に
お
い
て
、
陛
下
は
ご

即
位
を
宣
明
遊
ば
さ
れ
、

即
位
を
宣
明
遊
ば
さ
れ
、

「
国
民
の
幸
せ
と
世
界
の
平

「
国
民
の
幸
せ
と
世
界
の
平

和
を
常
に
願
い
、
国
民
に
寄

和
を
常
に
願
い
、
国
民
に
寄

り
添
い
な
が
ら
」
と
述
べ
ら

り
添
い
な
が
ら
」
と
述
べ
ら

れ
た
お
こ
と
ば
は
、
私
ど
も

れ
た
お
こ
と
ば
は
、
私
ど
も

の
心
に
深
く
染
入
り
ま
し

の
心
に
深
く
染
入
り
ま
し

た
。
た
。

　

「
令
和
」
の
幕
が
開
け
る

　

「
令
和
」
の
幕
が
開
け
る

と
母
校
等
で
は
、
学
生
た
ち

と
母
校
等
で
は
、
学
生
た
ち

の
活
躍
が
続
き
ま
し
た
。
皆

の
活
躍
が
続
き
ま
し
た
。
皆

さ
ま
ご
存
知
の
よ
う
に
五
月

さ
ま
ご
存
知
の
よ
う
に
五
月

に
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が

に
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が

「
関
東
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

「
関
東
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

春
季
リ
ー
グ
戦
・
男
子
１

春
季
リ
ー
グ
戦
・
男
子
１

部
」
で
初
優
勝
。
夏
に
は
法

部
」
で
初
優
勝
。
夏
に
は
法

人
傘
下
の
國
學
院
大
學
久
我

人
傘
下
の
國
學
院
大
學
久
我

山
高
校
野
球
部
が
甲
子
園
で

山
高
校
野
球
部
が
甲
子
園
で

念
願
の
初
勝
利
。
甲
子
園
球

念
願
の
初
勝
利
。
甲
子
園
球

場
に
校
歌
が
流
れ
ま
し
た
。

場
に
校
歌
が
流
れ
ま
し
た
。

十
月
の
第

十
月
の
第
3131
回
出
雲
駅
伝
で

回
出
雲
駅
伝
で

は
、
陸
上
競
技
部
が

は
、
陸
上
競
技
部
が
7
年
ぶ
年
ぶ

り
３
度
目
の
出
場
で
劇
的
な

り
３
度
目
の
出
場
で
劇
的
な

初
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し

初
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
文
字
通
り
乱
舞
の
喜
び

た
。
文
字
通
り
乱
舞
の
喜
び

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
涙
が
出
ま
し

ん
で
し
た
。
涙
が
出
ま
し

た
。
十
一
月
三
日
の
第

た
。
十
一
月
三
日
の
第
5151
回

全
日
本
大
学
駅
伝
で
は
総
合

全
日
本
大
学
駅
伝
で
は
総
合

第
７
位
で
、
２
年
連
続
の
シ

第
７
位
で
、
２
年
連
続
の
シ

ー
ド
権
を
獲
得
し
て
く
れ
ま

ー
ド
権
を
獲
得
し
て
く
れ
ま

し
た
。
柔
道
部
も
十
一
月
二

し
た
。
柔
道
部
も
十
一
月
二

日
の
「
講
道
館
杯
全
日
本
柔

日
の
「
講
道
館
杯
全
日
本
柔

道
体
重
別
選
手
権
大
会
」
男

道
体
重
別
選
手
権
大
会
」
男

子
6666
ｋ
ｇ
級
で
、
相
田
勇
司

ｋ
ｇ
級
で
、
相
田
勇
司

（
法
２
年
）
選
手
が
優
勝
す

（
法
２
年
）
選
手
が
優
勝
す

る
な
ど
、
院
友
、
学
生
と
も

る
な
ど
、
院
友
、
学
生
と
も

に
、
日
の
丸
に
ど
ん
ど
ん
近

に
、
日
の
丸
に
ど
ん
ど
ん
近

づ
い
て
お
り
ま
す
。
硬
式
野

づ
い
て
お
り
ま
す
。
硬
式
野

球
部
、
卓
球
部
、
ス
キ
ー
部

球
部
、
卓
球
部
、
ス
キ
ー
部

も
、
新
し
い
強
い
芽
が
伸

も
、
新
し
い
強
い
芽
が
伸

び
、
一
気
に
成
長
し
よ
う
と

び
、
一
気
に
成
長
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま

す
。
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

す
。
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

資
金
で
応
援
し
て
い
る
６
団

資
金
で
応
援
し
て
い
る
６
団

体
の
み
な
ら
ず
、
学
生
や
母

体
の
み
な
ら
ず
、
学
生
や
母

校
の
活
躍
、
発
展
ほ
ど
う
れ

校
の
活
躍
、
発
展
ほ
ど
う
れ

し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
た
な
誇
り
や
勇
気
を
も
ら

新
た
な
誇
り
や
勇
気
を
も
ら

い
ま
す
。
あ
る
先
輩
の
弁
で

い
ま
す
。
あ
る
先
輩
の
弁
で

す
。
万
葉
集
か
ら
「
令
和
」

す
。
万
葉
集
か
ら
「
令
和
」

が
生
ま
れ
た
と
き
、
國
學
院

が
生
ま
れ
た
と
き
、
國
學
院

の
時
代
だ
と
思
っ
た
よ
、

の
時
代
だ
と
思
っ
た
よ
、

と
。
と
。

　

十
月
に
母
校
で
開
催
さ
れ

　

十
月
に
母
校
で
開
催
さ
れ

た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で

た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で

は
、台
風
等
の
余
波
で
降
雨

は
、台
風
等
の
余
波
で
降
雨

が
心
配
で
し
た
が
、曇
空
の

が
心
配
で
し
た
が
、曇
空
の

な
か
子
供
連
れ
の
方
々
も
目

な
か
子
供
連
れ
の
方
々
も
目

立
ち
、千
二
百
名
余
が
渋
谷

立
ち
、千
二
百
名
余
が
渋
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
、た
ま
プ
ラ
ー

キ
ャ
ン
パ
ス
、た
ま
プ
ラ
ー

ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
校
。私

ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
校
。私

ど
も
院
友
の
仲
間
で
あ
る
、

ど
も
院
友
の
仲
間
で
あ
る
、

さ
だ
ま
さ
し
客
員
教
授
の
特

さ
だ
ま
さ
し
客
員
教
授
の
特

別
講
演
に
参
加
で
き
た
方
々

別
講
演
に
参
加
で
き
た
方
々

は
口
を
そ
ろ
え
て
興
奮
気
味

は
口
を
そ
ろ
え
て
興
奮
気
味

に
、す
ご
く
よ
か
っ
た
、や
っ

に
、す
ご
く
よ
か
っ
た
、や
っ

ぱ
り
國
學
院
だ
よ
、と
お
っ

ぱ
り
國
學
院
だ
よ
、と
お
っ

し
ゃ
っ
て
お
り
ま
し
た
。國

し
ゃ
っ
て
お
り
ま
し
た
。國

學
院
で
し
か
で
き
な
い
話

學
院
で
し
か
で
き
な
い
話

が
、随
分
出
た
よ
う
で
す
。院

が
、随
分
出
た
よ
う
で
す
。院

友
会
の

友
会
の
1111
支
部
、滝
川
市
、生

支
部
、滝
川
市
、生

協
な
ど
が
軒
を
連
ね
た
今
年

協
な
ど
が
軒
を
連
ね
た
今
年

の
支
部
物
産
展
も
、大
好
評

の
支
部
物
産
展
も
、大
好
評

で
し
た
。私
も
毎
年
楽
し
み

で
し
た
。私
も
毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ

に
し
て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ

ベ
ル
の
お
酒
は
、今
年
は
焼

ベ
ル
の
お
酒
は
、今
年
は
焼

酎
で
し
た
。鹿
児
島
の
若
潮

酎
で
し
た
。鹿
児
島
の
若
潮

酒
造
の
院
友

酒
造
の
院
友
下さ

げ
さ
げ

戸と

氏
の
ご
協

氏
の
ご
協

力
で
、「
令
和
」と
い
う
ラ
ベ

力
で
、「
令
和
」と
い
う
ラ
ベ

ル
で
し
た
が
、こ
れ
も
完
売

ル
で
し
た
が
、こ
れ
も
完
売

し
た
と
伺
い
ま
し
た
。

し
た
と
伺
い
ま
し
た
。

　

庚か
の
え

か
の
え

子ね

。
成
長
に
む
か
っ
て

。
成
長
に
む
か
っ
て

種
子
が
膨
ら
み
は
じ
め
て
い

種
子
が
膨
ら
み
は
じ
め
て
い

く
年
の
よ
う
で
す
。
子
孫
繁

く
年
の
よ
う
で
す
。
子
孫
繁

栄
。
学
生
と
院
友
が
よ
り
繋

栄
。
学
生
と
院
友
が
よ
り
繋

が
る
よ
う
、
院
友
の
ス
ク
ラ

が
る
よ
う
、
院
友
の
ス
ク
ラ

ム
が
よ
り
大
き
く
強
く
な
り

ム
が
よ
り
大
き
く
強
く
な
り

ま
す
よ
う
、
母
校
の
皆
さ

ま
す
よ
う
、
母
校
の
皆
さ

ま
、
若
木
育
成
会
の
皆
さ
ま

ま
、
若
木
育
成
会
の
皆
さ
ま

と
も
ど
も
手
を
携
え
、「
令

と
も
ど
も
手
を
携
え
、「
令

和
」
で
の
種
子
を
膨
ら
ま
せ

和
」
で
の
種
子
を
膨
ら
ま
せ

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

母
校
へ
の
想
い
を
広
げ
つ

　

母
校
へ
の
想
い
を
広
げ
つ

つ
、
皆
さ
ま
の
よ
き
一
年
を

つ
、
皆
さ
ま
の
よ
き
一
年
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

祈
念
い
た
し
ま
す
。

令
和
の
よ
き
年
に

令
和
の
よ
き
年
に

一
般
財
団
法
人
國
學
院
大
學
院
友
会

　

会
長　

𠮷
田 

茂
穗

（
よ
し
だ
・
し
げ
ほ
／
73
政
・
74
神
専
攻
）

　
『
一
筆
啓

　
『
一
筆
啓

上 

火
の
用

火
の
用

心 

お
仙
泣

お
仙
泣

か
す
な

か
す
な 

馬

肥
や
せ
』
こ
れ
は
、
た
っ
た

肥
や
せ
』
こ
れ
は
、
た
っ
た

十
八
文
字
に
し
た
た
め
、
陣

十
八
文
字
に
し
た
た
め
、
陣

中
か
ら
本
多
重
次
が
家
族
宛

中
か
ら
本
多
重
次
が
家
族
宛

て
に
送
っ
た
手
紙
で
す
。
簡

て
に
送
っ
た
手
紙
で
す
。
簡

潔
明
瞭
に
用
件
を
伝
え
た
こ

潔
明
瞭
に
用
件
を
伝
え
た
こ

の
日
本
一
短
い
手
紙
は
、
手

の
日
本
一
短
い
手
紙
は
、
手

紙
の
書
き
方
の
お
手
本
と
し

紙
の
書
き
方
の
お
手
本
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
仙

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
仙

と
は
越
前
丸
岡
藩
の
初
代
藩

と
は
越
前
丸
岡
藩
の
初
代
藩

主
本
多
成
重
の
こ
と
で
、
こ

主
本
多
成
重
の
こ
と
で
、
こ

の
書
簡
碑
が
重
要
文
化
財
丸

の
書
簡
碑
が
重
要
文
化
財
丸

岡
城
の
麓
に
立
っ
て
い
ま

岡
城
の
麓
に
立
っ
て
い
ま

す
。
丸
岡
城
と
言
え
ば
現
存

す
。
丸
岡
城
と
言
え
ば
現
存

十
二
天
守
の
一
つ
で
、
日
本

十
二
天
守
の
一
つ
で
、
日
本

一
古
い
様
式
を
持
つ
お
城
。

一
古
い
様
式
を
持
つ
お
城
。

こ
う
し
た
二
つ
の
日
本
一
に

こ
う
し
た
二
つ
の
日
本
一
に

因
み
、
手
紙
の
コ
ン
ク
ー
ル

因
み
、
手
紙
の
コ
ン
ク
ー
ル

と
し
て
平
成
五
年
に
全
国
に

と
し
て
平
成
五
年
に
全
国
に

発
信
し
た
の
が
「
一
筆
啓
上

発
信
し
た
の
が
「
一
筆
啓
上

賞
」。
全
国
の
自
治
体
が
主

賞
」。
全
国
の
自
治
体
が
主

催
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
の
中
で

催
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
の
中
で

も
こ
れ
ほ
ど
長
く
続
い
て
い

も
こ
れ
ほ
ど
長
く
続
い
て
い

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過

去
に
は
一
回
に
十
万
通
を
超

去
に
は
一
回
に
十
万
通
を
超

え
る
応
募
が
三
回
も
あ
り
、

え
る
応
募
が
三
回
も
あ
り
、

全
国
に
一
筆
啓
上
賞
フ
ァ
ン

全
国
に
一
筆
啓
上
賞
フ
ァ
ン

が
多
数
い
る
と
共
に
、
学
校

が
多
数
い
る
と
共
に
、
学
校

ぐ
る
み
で
取
り
組
む
県
も
た

ぐ
る
み
で
取
り
組
む
県
も
た

日
本
一
短
い
手
紙

日
本
一
短
い
手
紙

「
一
筆
啓
上
賞
」

「
一
筆
啓
上
賞
」

一
筆
啓
上
日
本
一
短
い
手
紙
の
館 

館
長

（
む
そ
う
・
も
と
ゆ
き
／
86
神
２
）

武
曽 

素
行

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
だ

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
だ

け
長
く
続
く
一
筆
啓
上
賞
の

け
長
く
続
く
一
筆
啓
上
賞
の

魅
力
は
何
で
し
ょ
う
。
考
え

魅
力
は
何
で
し
ょ
う
。
考
え

ら
れ
る
の
は
、
毎
回
テ
ー
マ

ら
れ
る
の
は
、
毎
回
テ
ー
マ

が
違
う
こ
と
、
四
十
文
字
に

が
違
う
こ
と
、
四
十
文
字
に

限
定
し
て
い
る
こ
と
、
著
名

限
定
し
て
い
る
こ
と
、
著
名

な
選
考
委
員
が
い
る
こ
と
等

な
選
考
委
員
が
い
る
こ
と
等

々
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し

々
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
当
初
は
ち
ょ
う
ど
携
帯

て
、
当
初
は
ち
ょ
う
ど
携
帯

電
話
が
普
及
し
て
メ
ー
ル
が

電
話
が
普
及
し
て
メ
ー
ル
が

流
行
り
だ
し
た
時
で
も
あ

流
行
り
だ
し
た
時
で
も
あ

り
、
旧
郵
政
省
が
手
紙
文
化

り
、
旧
郵
政
省
が
手
紙
文
化

に
危
機
感
を
持
ち
全
面
的
に

に
危
機
感
を
持
ち
全
面
的
に

支
援
、
ま
た
旧
住
友
財
閥
の

支
援
、
ま
た
旧
住
友
財
閥
の

家
祖
が
越
前
丸
岡
の
出
身
と

家
祖
が
越
前
丸
岡
の
出
身
と

い
う
縁
で
住
友
グ
ル
ー
プ
広

い
う
縁
で
住
友
グ
ル
ー
プ
広

報
委
員
会
の
特
別
支
援
も
受

報
委
員
会
の
特
別
支
援
も
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
支
援
は
現
在
も
続

こ
れ
ら
の
支
援
は
現
在
も
続

き
、
継
続
す
る
た
め
の
大
き

き
、
継
続
す
る
た
め
の
大
き

な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
第

な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
第

一
回
か
ら
の
応
募
数
は
百
四

一
回
か
ら
の
応
募
数
は
百
四

十
万
通
に
な
り
、
平
成
二
十

十
万
通
に
な
り
、
平
成
二
十

七
年
、
念
願
で
あ
っ
た
坂
井

七
年
、
念
願
で
あ
っ
た
坂
井

市
立
の
一
筆
啓
上
日
本
一
短

市
立
の
一
筆
啓
上
日
本
一
短

い
手
紙
の
館
が
丸
岡
城
の
下

い
手
紙
の
館
が
丸
岡
城
の
下

に
オ
ー
プ
ン
し
、
入
賞
し
た

に
オ
ー
プ
ン
し
、
入
賞
し
た

手
紙
を
展
示
で
は
な
く
心
で

手
紙
を
展
示
で
は
な
く
心
で

見
て
い
た
だ
き
、
手
紙
文
化

見
て
い
た
だ
き
、
手
紙
文
化

に
浸
っ
て
も
ら
え
る
場
所
に

に
浸
っ
て
も
ら
え
る
場
所
に

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
二
年

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
二
年

一
月
二
十
三
日
、
春
夏
秋
冬

一
月
二
十
三
日
、
春
夏
秋
冬

の
最
終
選
考
会
で
各
賞
が
決

の
最
終
選
考
会
で
各
賞
が
決

ま
り
、
そ
し
て
、
四
月
に
は

ま
り
、
そ
し
て
、
四
月
に
は

第
二
十
八
回
の
テ
ー
マ
も
決

第
二
十
八
回
の
テ
ー
マ
も
決

ま
り
ま
す
。
令
和
二
年
は
オ

ま
り
ま
す
。
令
和
二
年
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
も
あ

リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
も
あ

り
、
テ
ー
マ
に
関
係
す
る
か

り
、
テ
ー
マ
に
関
係
す
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
お

も
知
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
お

楽
し
み
に
。

楽
し
み
に
。

　

新
し
い
年
。
皆
さ
ん
も
思

新
し
い
年
。
皆
さ
ん
も
思

い
を
文
字
に
し
て
み
ま
せ
ん

い
を
文
字
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
筆
不
精
の
方
も
、
一
日

か
。
筆
不
精
の
方
も
、
一
日

一
筆
、
自
分
自
身
に
啓
上
す

一
筆
、
自
分
自
身
に
啓
上
す

る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ん
。

が
で
き
な
い
。だ
か
ら
、名
前

が
で
き
な
い
。だ
か
ら
、名
前

と
は
、親
た
ち
の「
願
い
」の

と
は
、親
た
ち
の「
願
い
」の

か
た
ち
な
の
で
あ
る
。

か
た
ち
な
の
で
あ
る
。

　

「
願
い
」、
そ
れ
ほ
ど
虚

　

「
願
い
」、
そ
れ
ほ
ど
虚

し
い
も
の
は
な
い
。
誰
が
未

し
い
も
の
は
な
い
。
誰
が
未

来
を
保
証
し
て
く
れ
る
と
い

来
を
保
証
し
て
く
れ
る
と
い

う
の
か
―
―
。
が
、
し
か

う
の
か
―
―
。
が
、
し
か

し
。
願
わ
な
け
れ
ば
、
希
望

し
。
願
わ
な
け
れ
ば
、
希
望

と
い
う
も
の
は
実
現
し
な

と
い
う
も
の
は
実
現
し
な

い
。
願
わ
な
け
れ
ば
叶
う
こ

い
。
願
わ
な
け
れ
ば
叶
う
こ

と
は
な
い
の
で
あ
る
。

と
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

恩
師
・
桜
井
満
先
生
は
、い

　

恩
師
・
桜
井
満
先
生
は
、い

つ
も
こ
う
言
っ
て
い
た
。「
私

つ
も
こ
う
言
っ
て
い
た
。「
私

の
名
前
は
、桜
が
満
開
だ
よ
。

の
名
前
は
、桜
が
満
開
だ
よ
。

桜
が
満
開
な
ら
、よ
い
こ
と

桜
が
満
開
な
ら
、よ
い
こ
と

が
あ
る
よ
。予
祝
だ
ね
」と
。

が
あ
る
よ
。予
祝
だ
ね
」と
。

私
は
、お
正
月
が
め
ぐ
っ
て

私
は
、お
正
月
が
め
ぐ
っ
て

来
る
た
び
に
、先
生
の
こ
の

来
る
た
び
に
、先
生
の
こ
の

決
め
ゼ
リ
フ
を
聞
い
た
。

決
め
ゼ
リ
フ
を
聞
い
た
。

　

桜
井
先
生
の
願
い
は
、
キ

　

桜
井
先
生
の
願
い
は
、
キ

ャ
ン
パ
ス
に
万
葉
の
小
径
を

ャ
ン
パ
ス
に
万
葉
の
小
径
を

作
り
、
万
葉
花
の
会
に
受
け

作
り
、
万
葉
花
の
会
に
受
け

継
が
れ
て
い
る
。
私
も
、
国

継
が
れ
て
い
る
。
私
も
、
国

民
の
ひ
と
り
と
し
て
、
風
和

民
の
ひ
と
り
と
し
て
、
風
和

ら
ぐ
令
和
の
時
代
が
や
っ
て

ら
ぐ
令
和
の
時
代
が
や
っ
て

来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
―

来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
―

―
。
―
。

令
和
の
大
御
代
を
生
き
る

令
和
の
大
御
代
を
生
き
る

奈
良
大
学
文
学
部
教
授

（
う
え
の
・
ま
こ
と
／

 

92
文
・
94
博
前
文
・
98
博
後
文
）

上
野 

誠

　

明
け
ま
し

　

明
け
ま
し

て
お
め
で
と

て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

う
ご
ざ
い
ま

す
。
す
。

　

本
年
も
院
友
の
皆
さ
ま
に

　

本
年
も
院
友
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な

り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お

り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お

祈
り
致
し
ま
す
。

祈
り
致
し
ま
す
。

　

私
は

　

私
は
109109
期
経
済
学
部
経
済

期
経
済
学
部
経
済

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
学
科
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
学
科
を

卒
業
し
ま
し
た
。
学
生
時
代

卒
業
し
ま
し
た
。
学
生
時
代

は
、
勉
強
、
部
活
、
遊
び
と

は
、
勉
強
、
部
活
、
遊
び
と

充
実
し
た
毎
日
で
し
た
が
、

充
実
し
た
毎
日
で
し
た
が
、

中
で
も
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動

中
で
も
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動

は
生
活
の
中
心
に
な
っ
て
お

は
生
活
の
中
心
に
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。
部
活
で
は
、
少

り
ま
し
た
。
部
活
で
は
、
少

し
で
も
良
い
成
績
を
残
す
た

し
で
も
良
い
成
績
を
残
す
た

め
、
仲
間
と
日
々
精
進
し
て

め
、
仲
間
と
日
々
精
進
し
て

お
り
ま
し
た
。

お
り
ま
し
た
。

　

今
社
会
に
出
て
み
る
と
、

　

今
社
会
に
出
て
み
る
と
、

当
時
厳
し
い
と
感
じ
た
サ
ッ

当
時
厳
し
い
と
感
じ
た
サ
ッ

カ
ー
部
に
代
々
伝
わ
る
し
き

カ
ー
部
に
代
々
伝
わ
る
し
き

た
り
も
、
今
の
私
を
形
成
し

た
り
も
、
今
の
私
を
形
成
し

て
く
れ
て
い
る
貴
重
な
経
験

て
く
れ
て
い
る
貴
重
な
経
験

で
す
。
サ
ッ
カ
ー
部
も
関
東

で
す
。
サ
ッ
カ
ー
部
も
関
東

リ
ー
グ
へ
昇
格
を
目
指
し
て

リ
ー
グ
へ
昇
格
を
目
指
し
て

お
り
、
私
も
微
力
な
が
ら
サ

お
り
、
私
も
微
力
な
が
ら
サ

ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
大
学
を
卒
業
後
、

　

私
は
、
大
学
を
卒
業
後
、

服
飾
専
門
学
校
の
文
化
服
装

服
飾
専
門
学
校
の
文
化
服
装

学
院
へ
通
い
、
卒
業
後
ア
パ

学
院
へ
通
い
、
卒
業
後
ア
パ

レ
ル
商
社
勤
務
を
経
て
、
２

レ
ル
商
社
勤
務
を
経
て
、
２

０
０
６
（
平
成

０
０
６
（
平
成
1818
）
年
に
起

）
年
に
起

業
し
、
新
し
い
と
楽
し
い
を

業
し
、
新
し
い
と
楽
し
い
を

創
造
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン

創
造
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン

ド
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

ド
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

【
Ｓス

ボ

ル

メ

ス

ボ

ル

メ

Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｍ
Ｅ

Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｍ
Ｅ
】
と
い
う

】
と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
ま
し

ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
サ
ッ
カ
ー
、
フ
ッ
ト
サ

た
。
サ
ッ
カ
ー
、
フ
ッ
ト
サ

ル
を
中
心
に
販
売
を
ス
タ
ー

ル
を
中
心
に
販
売
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
２
０
１
６
（
平
成

ト
さ
せ
、
２
０
１
６
（
平
成

2828
）
年
よ
り
ラ
ン
ニ
ン
グ
カ

）
年
よ
り
ラ
ン
ニ
ン
グ
カ

テ
ゴ
リ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
、

テ
ゴ
リ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
、

ウ
エ
ア
ー
、
シ
ュ
ー
ズ
等
々

ウ
エ
ア
ー
、
シ
ュ
ー
ズ
等
々

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
の
Ｓ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｍ
Ｅ

　

私
ど
も
の
Ｓ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｍ
Ｅ

は
２
０
１
９
（
平
成

は
２
０
１
９
（
平
成
3131
）
年
）
年

４
月
よ
り
、
ご
縁
が
あ
っ
て

４
月
よ
り
、
ご
縁
が
あ
っ
て

國
學
院
大
學
陸
上
競
技
部
を

國
學
院
大
學
陸
上
競
技
部
を

サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
頂
い
て
お

サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
チ
ー
ム
の
ユ
ニ
フ

り
ま
す
。
チ
ー
ム
の
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
や
ウ
エ
ア
ー
、
そ
し

ォ
ー
ム
や
ウ
エ
ア
ー
、
そ
し

て
「
襷
」
も
、
私
が
デ
ザ
イ

て
「
襷
」
も
、
私
が
デ
ザ
イ

ン
、
製
作
さ
せ
て
頂
き
ま
し

ン
、
製
作
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
た
。
1010
月
に
行
わ
れ
た
出
雲

月
に
行
わ
れ
た
出
雲

駅
伝
の
初
優
勝
は
記
憶
に
新

駅
伝
の
初
優
勝
は
記
憶
に
新

し
く
、
在
学
生
の
み
な
ら
ず

し
く
、
在
学
生
の
み
な
ら
ず

院
友
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

院
友
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
大
変
う
れ
し
い
出

し
て
も
、
大
変
う
れ
し
い
出

来
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

来
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
が
チ
ー
ム
と
一
緒
に

私
ど
も
が
チ
ー
ム
と
一
緒
に

手
が
け
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と

手
が
け
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と

襷
が
無
事
に
繋
が
り
、
ト
ッ

襷
が
無
事
に
繋
が
り
、
ト
ッ

プ
で
ゴ
ー
ル
へ
駆
け
込
ん
で

プ
で
ゴ
ー
ル
へ
駆
け
込
ん
で

く
れ
た
こ
と
は
、
無
上
の
喜

く
れ
た
こ
と
は
、
無
上
の
喜

び
で
し
た
。（
一
面
写
真
）

び
で
し
た
。（
一
面
写
真
）

全
日
本
大
学
駅
伝
で
の
７
位

全
日
本
大
学
駅
伝
で
の
７
位

シ
ー
ド
権
も
同
様
で
す
。

シ
ー
ド
権
も
同
様
で
す
。

　

こ
の
１
月
２
日
〜
３
日
の

　

こ
の
１
月
２
日
〜
３
日
の

箱
根
駅
伝
で
は
Ａ
Ｌ
Ｌ
國
學

箱
根
駅
伝
で
は
Ａ
Ｌ
Ｌ
國
學

院
で
過
去
最
高
成
績
と
な
る

院
で
過
去
最
高
成
績
と
な
る

往
路
優
勝
が
目
標
で
す
。
ぜ

往
路
優
勝
が
目
標
で
す
。
ぜ

ひ
後
輩
た
ち
へ
エ
ー
ル
を
お

ひ
後
輩
た
ち
へ
エ
ー
ル
を
お

く
り
ま
し
ょ
う
。
遠
方
の
方

く
り
ま
し
ょ
う
。
遠
方
の
方

も
テ
レ
ビ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、

も
テ
レ
ビ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、

母
校
を
い
っ
し
ょ
に
応
援
し

母
校
を
い
っ
し
ょ
に
応
援
し

ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
。

　

日
本
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、

　

日
本
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、

母
校
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

母
校
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

事
に
感
謝
し
て
院
友
の
皆
さ

事
に
感
謝
し
て
院
友
の
皆
さ

ま
に
も
愛
さ
れ
る
ブ
ラ
ン

ま
に
も
愛
さ
れ
る
ブ
ラ
ン

ド
、
会
社
を
目
指
し
て
参
り

ド
、
会
社
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。
國
學
院
大
學
久
我
山

ま
す
。
國
學
院
大
學
久
我
山

高
校
か
ら
数
え
て
７
年
間
を

高
校
か
ら
数
え
て
７
年
間
を

國
學
院
で
過
ご
し
て
き
て
、

國
學
院
で
過
ご
し
て
き
て
、

素
晴
ら
し
い
出
会
い
、
経
験

素
晴
ら
し
い
出
会
い
、
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
母
校
、
後
輩
た
ち

れ
か
ら
も
母
校
、
後
輩
た
ち

の
サ
ポ
ー
ト
を
皆
さ
ま
と
と

の
サ
ポ
ー
ト
を
皆
さ
ま
と
と

も
に
進
め
て
参
り
た
い
と
思

も
に
進
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

在
学
生
、
院
友
の
皆
さ
ま

　

在
学
生
、
院
友
の
皆
さ
ま

の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
多
幸

の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
多
幸

を
重
ね
て
お
祈
り
申
し
上
げ

を
重
ね
て
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

オ
ー
ル
國
學
院
で
サ
ポ
ー
ト
を

オ
ー
ル
國
學
院
で
サ
ポ
ー
ト
を

株
式
会
社
S
V
O
L
M
E
代
表
取
締
役

（
わ
た
な
べ
・
ゆ
う
じ
／
109
経
ネ
）

渡
邉 

祐
二

新年に想う

初
春
令
月

初
春
令
月

気
淑
風
和

気
淑
風
和

　

ど
ん
な
時

　

ど
ん
な
時

代
も
、
そ
の
時
代
の
苦
悩
と

代
も
、
そ
の
時
代
の
苦
悩
と

い
う
も
の
が
あ
る
。
有
史
以

い
う
も
の
が
あ
る
。
有
史
以

来
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

来
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
苦
難
を
生
き
て
き
た
。
い

の
苦
難
を
生
き
て
き
た
。
い

や
生
き
抜
い
て
き
た
。
だ
か

や
生
き
抜
い
て
き
た
。
だ
か

ら
、
せ
め
て
、
友
と
の
梅
見

ら
、
せ
め
て
、
友
と
の
梅
見

の
日
は
、
天
気
も
よ
く
、
風

の
日
は
、
天
気
も
よ
く
、
風

和
ら
ぐ
日
で
あ
っ
て
ほ
し
い

和
ら
ぐ
日
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
、
天
平
二
年
（
七
三
〇
）

と
、
天
平
二
年
（
七
三
〇
）

正
月
十
三
日
に
、
筑
紫
大
宰

正
月
十
三
日
に
、
筑
紫
大
宰

府
の
大
伴
旅
人
邸
に
集
っ
た

府
の
大
伴
旅
人
邸
に
集
っ
た

人
び
と
は
、
願
っ
た
の
で
あ

人
び
と
は
、
願
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
人
び
と
の
さ

る
。
そ
し
て
、
人
び
と
の
さ

さ
や
か
な
願
い
は
、
叶
っ
た

さ
や
か
な
願
い
は
、
叶
っ
た

の
で
あ
っ
た
。「
令
月
」
す

の
で
あ
っ
た
。「
令
月
」
す

な
わ
ち
お
め
で
た
い
月
に
、

な
わ
ち
お
め
で
た
い
月
に
、

天
気
も
よ
く
て
、
風
が
和
ら

天
気
も
よ
く
て
、
風
が
和
ら

い
だ
。
な
ん
と
い
う
す
ば
ら

い
だ
。
な
ん
と
い
う
す
ば
ら

し
い
日
だ
と
、
梅
見
の
日
の

し
い
日
だ
と
、
梅
見
の
日
の

天
気
を
言
祝
い
だ
の
で
あ

天
気
を
言
祝
い
だ
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
、『
万
葉
集
』

る
。
こ
れ
が
、『
万
葉
集
』

巻
五
の
い
わ
ゆ
る
「
梅
花
宴

巻
五
の
い
わ
ゆ
る
「
梅
花
宴

序
」
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら

序
」
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら

「
令
和
」
の
年
号
の
二
文
字

「
令
和
」
の
年
号
の
二
文
字

が
採
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

が
採
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

私
は
、か
ね
が
ね
年
号
と

　

私
は
、か
ね
が
ね
年
号
と

は
、時
代
を
生
き
る
人
間
の

は
、時
代
を
生
き
る
人
間
の

願
い
を
か
た
ち
に
し
て
い
る

願
い
を
か
た
ち
に
し
て
い
る

も
の
だ
と
言
っ
て
い
る
。人

も
の
だ
と
言
っ
て
い
る
。人

は
子
供
が
生
ま
れ
る
と
名
前

は
子
供
が
生
ま
れ
る
と
名
前

を
つ
け
る
。美
し
く
あ
れ
と

を
つ
け
る
。美
し
く
あ
れ
と

「
美
子
」さ
ん
。剛
く
あ
れ
と

「
美
子
」さ
ん
。剛
く
あ
れ
と

「
剛
」さ
ん
と
名
前
を
つ
け

「
剛
」さ
ん
と
名
前
を
つ
け

る
。し
か
し
、そ
の
子
供
が
美

る
。し
か
し
、そ
の
子
供
が
美

し
い
人
生
を
送
れ
る
か
、剛

し
い
人
生
を
送
れ
る
か
、剛

い
人
間
に
な
れ
る
か
、そ
れ

い
人
間
に
な
れ
る
か
、そ
れ

は
本
人
の
努
力
次
第
で
あ

は
本
人
の
努
力
次
第
で
あ

る
。す
べ
て
は
、未
知
な
る
未

る
。す
べ
て
は
、未
知
な
る
未

来
の
こ
と
で
あ
っ
て
、誰
も

来
の
こ
と
で
あ
っ
て
、誰
も

そ
の
将
来
を
予
想
す
る
こ
と

そ
の
将
来
を
予
想
す
る
こ
と
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も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う

―
公
益
目
的
事
業
を
全
国
で
展
開

―
公
益
目
的
事
業
を
全
国
で
展
開
――

　

福
島
県
浜
通
り
支
部
で

　

福
島
県
浜
通
り
支
部
で

は
、
令
和
元
年
七
月
二
十
七

は
、
令
和
元
年
七
月
二
十
七

日
（
土
）
い
わ
き
新
舞
子
ハ

日
（
土
）
い
わ
き
新
舞
子
ハ

イ
ツ
に
お
い
て
、
鎮
魂
・
慰

イ
ツ
に
お
い
て
、
鎮
魂
・
慰

霊
の
伝
統
行
事
「
放
生
会
再

霊
の
伝
統
行
事
「
放
生
会
再

考
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
支

考
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
支

部
で
は
、
こ
れ
ま
で
流
鏑

部
で
は
、
こ
れ
ま
で
流
鏑

馬
、
獅
子
舞
、
田
植
踊
り
、

馬
、
獅
子
舞
、
田
植
踊
り
、

口
琴
等
を
取
り
上
げ
て
き
ま

口
琴
等
を
取
り
上
げ
て
き
ま

し
た
が
、
今
回
は
放
生
会
で

し
た
が
、
今
回
は
放
生
会
で

行
わ
れ
て
い
る
相
撲
に
注
目

行
わ
れ
て
い
る
相
撲
に
注
目

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
被
災
地
支
援

　

大
規
模
災
害
被
災
地
支
援

事
業
と
し
て
、
中
通
り
支
部

事
業
と
し
て
、
中
通
り
支
部

と
合
同
で
、
國
學
院
大
學
相

と
合
同
で
、
國
學
院
大
學
相

撲
部
三
名
も
加
わ
り
、
同
時

撲
部
三
名
も
加
わ
り
、
同
時

に
「
古
事
記
ア
ー
ト
コ
ン
テ

に
「
古
事
記
ア
ー
ト
コ
ン
テ

ス
ト
受
賞
作
品
巡
回
展
示
」

ス
ト
受
賞
作
品
巡
回
展
示
」

も
行
わ
れ
、
院
友
と
一
般
聴

も
行
わ
れ
、
院
友
と
一
般
聴

講
者
約
百
五
十
名
が
参
加
し

講
者
約
百
五
十
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

一
部
と
二
部
で
進
行
し
、

　

一
部
と
二
部
で
進
行
し
、

一
部
は
、
𠮷
田
茂
穗
院
友
会

一
部
は
、
𠮷
田
茂
穗
院
友
会

長
、
吉
野
正
芳
衆
議
院
議
員

長
、
吉
野
正
芳
衆
議
院
議
員

（
元
復
興
大
臣
）、
仙
北
谷

（
元
復
興
大
臣
）、
仙
北
谷

穂
高
氏
（
國
學
院
大
學
教
学

穂
高
氏
（
國
學
院
大
學
教
学

事
務
部
長
・

事
務
部
長
・
9898
史
）
の
挨
拶

史
）
の
挨
拶

　

神
奈
川
県
支
部
で
は
、
令

　

神
奈
川
県
支
部
で
は
、
令

和
元
年
六
月
二
十
二
日

和
元
年
六
月
二
十
二
日

（
土
）
に
鶴
岡
八
幡
宮
・
直

（
土
）
に
鶴
岡
八
幡
宮
・
直

会
殿
を
会
場
に
公
益
事
業
・

会
殿
を
会
場
に
公
益
事
業
・

公
開
講
演
会
を
開
催
し
た
。

公
開
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
「
宮
中
祭
祀
の
伝

　

今
回
は
「
宮
中
祭
祀
の
伝

統
と
皇
位
継
承
儀
礼
」
を
テ

統
と
皇
位
継
承
儀
礼
」
を
テ

ー
マ
に
、
國
學
院
大
學
神
道

ー
マ
に
、
國
學
院
大
學
神
道

文
化
学
部
教
授
の
茂
木
貞
純

文
化
学
部
教
授
の
茂
木
貞
純

（
8282
神
・
神
・
8484
修
神
・

修
神
・
8888
博
後
博
後

神
）
先
生
を
お
迎
え
し
、
様

神
）
先
生
を
お
迎
え
し
、
様

々
な
資
料
を
見
せ
て
頂
き
な

々
な
資
料
を
見
せ
て
頂
き
な

が
ら
、
大
嘗
祭
を
中
心
と
し

が
ら
、
大
嘗
祭
を
中
心
と
し

た
皇
位
継
承
儀
礼
に
つ
い
て

た
皇
位
継
承
儀
礼
に
つ
い
て

お
話
頂
い
た
。

お
話
頂
い
た
。

　

そ
の
昔
、
天
照
大
御
神
の

　

そ
の
昔
、
天
照
大
御
神
の

　

天
皇
陛
下
御
即
位
に
伴
う

　

天
皇
陛
下
御
即
位
に
伴
う

行
事
（
神
事
）
で
、
最
も
大

行
事
（
神
事
）
で
、
最
も
大

切
な
「
大
嘗
祭
」。
し
か
し

切
な
「
大
嘗
祭
」。
し
か
し

な
が
ら
、
一
代
に
一
度
の
神

な
が
ら
、
一
代
に
一
度
の
神

事
は
、
国
民
に
は
あ
ま
り
詳

事
は
、
国
民
に
は
あ
ま
り
詳

し
く
知
ら
れ
る
事
は
無
い
よ

し
く
知
ら
れ
る
事
は
無
い
よ

う
で
す
。
令
和
元
年
十
月
二

う
で
す
。
令
和
元
年
十
月
二

十
二
日
に
行
わ
れ
た
即
位
の

十
二
日
に
行
わ
れ
た
即
位
の

礼
と
共
に
、
皇
位
継
承
の
重

礼
と
共
に
、
皇
位
継
承
の
重

義
で
あ
る
「
大
嘗
祭
」
を
知

義
で
あ
る
「
大
嘗
祭
」
を
知

っ
て
頂
く
べ
く
、
公
開
講
座

っ
て
頂
く
べ
く
、
公
開
講
座

と
し
て
開
催
（
十
月
五
日
）

と
し
て
開
催
（
十
月
五
日
）

い
た
し
ま
し
た
。

い
た
し
ま
し
た
。

　

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
が

　

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
が

新
た
に
世
界
文
化
遺
産
に
登

新
た
に
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
令
和
元
年
、
鳥
取

録
さ
れ
た
令
和
元
年
、
鳥
取

県
支
部
で
は
八
月
二
十
五
日

県
支
部
で
は
八
月
二
十
五
日

（
日
）
に
、
と
り
ぎ
ん
文
化

（
日
）
に
、
と
り
ぎ
ん
文
化

会
館
に
お
い
て
古
代
の
土
木

会
館
に
お
い
て
古
代
の
土
木

技
術
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開

技
術
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開

講
演
会
を
開
催
し
た
。
こ
う

講
演
会
を
開
催
し
た
。
こ
う

し
た
技
術
は
、
当
時
の
日
本

し
た
技
術
は
、
当
時
の
日
本

列
島
の
中
央
だ
け
で
発
展
し

列
島
の
中
央
だ
け
で
発
展
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
鳥

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
鳥

取
県
に
お
い
て
も
、
弥
生
時

取
県
に
お
い
て
も
、
弥
生
時

代
の
国
史
跡
青
谷
上
寺
地
遺

代
の
国
史
跡
青
谷
上
寺
地
遺

跡
に
お
け
る
木
製
矢
板
に
よ

跡
に
お
け
る
木
製
矢
板
に
よ

る
護
岸
工
事
な
ど
が
発
掘
調

る
護
岸
工
事
な
ど
が
発
掘
調

査
で
次
々
と
明
ら
か
に
な
っ

査
で
次
々
と
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
か
ら

て
い
る
か
ら

だ
。
考
古
学
か

だ
。
考
古
学
か

ら
み
た
土
木
技

ら
み
た
土
木
技

術
の
解
明
に
取

術
の
解
明
に
取

り
組
む
國
學
院

り
組
む
國
學
院

大
學
文
学
部
考

大
學
文
学
部
考

古
学
研
究
室
の

古
学
研
究
室
の

青
木
敬
（

青
木
敬
（
106106
史

・
108108
博
前
史
・

博
前
史
・

111111
博
後
史
）
准

博
後
史
）
准

教
授
は
、
表
題

教
授
は
、
表
題

の
講
演
に
お
い

の
講
演
に
お
い

て
古
墳
築
造
に

て
古
墳
築
造
に

用
い
ら
れ
た
土

用
い
ら
れ
た
土

嚢
・
土
塊
積
み

嚢
・
土
塊
積
み

技
術
、
古
代
官

技
術
、
古
代
官

道
の
構
築
に
お

道
の
構
築
に
お

け
る
敷
葉
・
敷

け
る
敷
葉
・
敷

　

群
馬
県
支
部
で
は
、
令
和

　

群
馬
県
支
部
で
は
、
令
和

元
年
九
月
七
日
（
土
）「
ホ

元
年
九
月
七
日
（
土
）「
ホ

ワ
イ
ト
イ
ン
高
崎
」
に
お
い

ワ
イ
ト
イ
ン
高
崎
」
に
お
い

て
、
公
開
講
演
会
を
総
会
に

て
、
公
開
講
演
会
を
総
会
に

合
わ
せ
て
実
施
し
た
。
本
年

合
わ
せ
て
実
施
し
た
。
本
年

度
も
、
院
友
会
の
「
も
っ
と

度
も
、
院
友
会
の
「
も
っ
と

日
本
を
学
ぼ
う
」
と
い
う
テ

日
本
を
学
ぼ
う
」
と
い
う
テ

ー
マ
の
も
と
公
益
事
業
の
文

ー
マ
の
も
と
公
益
事
業
の
文

化
講
演
会
を
開
催
し
、
院
友

化
講
演
会
を
開
催
し
、
院
友

会
・
若
木
育
成
会
の
会
員
、

会
・
若
木
育
成
会
の
会
員
、

県
内
外
の
一
般
聴
講
者
な
ど

県
内
外
の
一
般
聴
講
者
な
ど

六
十
名
が
参
加
し
た
。

六
十
名
が
参
加
し
た
。

　

本
年
度
は
、
群
馬
県
立
女

　

本
年
度
は
、
群
馬
県
立
女

子
大
学
群
馬
学
セ
ン
タ
ー
の

子
大
学
群
馬
学
セ
ン
タ
ー
の

簗
瀬
大
輔
（

簗
瀬
大
輔
（
9696
史
・
史
・

119119
博
後
史
）
准
教
授

博
後
史
）
准
教
授

を
講
師
に
迎
え
、
三

を
講
師
に
迎
え
、
三

年
目
と
な
る
一
般
公

年
目
と
な
る
一
般
公

開
の
講
演
会
を
実
施

開
の
講
演
会
を
実
施

し
た
。

し
た
。

　

簗
瀬
氏
は
パ
ワ
ー

　

簗
瀬
氏
は
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
駆
使
し

ポ
イ
ン
ト
を
駆
使
し

て
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
解

て
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
解

説
と
、
著
書
『
上
野

説
と
、
著
書
『
上
野

の
戦
国
地
侍
』
を
使

の
戦
国
地
侍
』
を
使

っ
た
講
演
は
興
味
深

っ
た
講
演
は
興
味
深

か
っ
た
。
特
に
映
画

か
っ
た
。
特
に
映
画

「
の
ぼ
う
の
城
」
の

「
の
ぼ
う
の
城
」
の

出
演
者
を
ス
ク
リ
ー

出
演
者
を
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
し
て
行
っ

ン
に
映
し
て
行
っ

報　告

鎮
魂
・
慰
霊
の
伝
統
行
事「
放
生
会
再
考
」

鎮
魂
・
慰
霊
の
伝
統
行
事「
放
生
会
再
考
」

講
演「
相
撲
と
神
事
」を
開
催

講
演「
相
撲
と
神
事
」を
開
催

 
福
島
県
浜
通
り
支
部

福
島
県
浜
通
り
支
部

報　告

公
開
講
演
会

公
開
講
演
会

「
宮
中
祭
祀
の
伝
統
と
皇
位
継
承
儀

「
宮
中
祭
祀
の
伝
統
と
皇
位
継
承
儀

礼
」を
開
催

礼
」を
開
催 

神
奈
川
県
支
部

神
奈
川
県
支
部

報　告

も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う

も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う

「
宮
中
祭
祀
の
伝
統
と
即
位
大
嘗
祭
」

「
宮
中
祭
祀
の
伝
統
と
即
位
大
嘗
祭
」

を
開
催

を
開
催 

石
川
県
支
部

石
川
県
支
部

報　告

歴
史
文
化
講
演
会

歴
史
文
化
講
演
会

「
土
木
技
術
か
ら
見
た
古
代
の
鳥
取
」

「
土
木
技
術
か
ら
見
た
古
代
の
鳥
取
」

を
開
催

を
開
催 

鳥
取
県
支
部

鳥
取
県
支
部

報　告

公
開
講
演

公
開
講
演

「
上
野
の
戦
国
地
侍
」―
村
の
自
力
救

「
上
野
の
戦
国
地
侍
」―
村
の
自
力
救

済
―
を
開
催

済
―
を
開
催 

群
馬
県
支
部

群
馬
県
支
部

に
続
き
、
山
名
隆
弘
（

に
続
き
、
山
名
隆
弘
（
7272
史

・
123123
博
後
史
）
支
部
長
が

博
後
史
）
支
部
長
が

「
放
生
会
再
考
」
の
趣
旨
な

「
放
生
会
再
考
」
の
趣
旨
な

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

二
部
で
は
、
元
大
相
撲
力

　

二
部
で
は
、
元
大
相
撲
力

士
の
大
至
伸
行
氏
が
「
相
撲

士
の
大
至
伸
行
氏
が
「
相
撲

と
神
事
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

と
神
事
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

た
、「
地
侍
」
と
「
足
軽
」

た
、「
地
侍
」
と
「
足
軽
」

と
の
比
較
説
明
は
実
に
わ
か

と
の
比
較
説
明
は
実
に
わ
か

り
や
す
く
面
白
か
っ
た
。
ま

り
や
す
く
面
白
か
っ
た
。
ま

た
、「
戦
国
時
代
」
と
「
江

た
、「
戦
国
時
代
」
と
「
江

戸
時
代
」
の
社
会
状
況
や
人

戸
時
代
」
の
社
会
状
況
や
人

間
関
係
の
相
違
に
つ
い
て
も

間
関
係
の
相
違
に
つ
い
て
も

会
場
の
関
心
を
引
い
て
い

会
場
の
関
心
を
引
い
て
い

た
。
正
に
「
目
か
ら
鱗
が
落

た
。
正
に
「
目
か
ら
鱗
が
落

ち
る
」
思
い
の
九
十
分
で
あ

ち
る
」
思
い
の
九
十
分
で
あ

っ
た
。

っ
た
。

　

平
成
の
活
動
目
的
を
令
和

　

平
成
の
活
動
目
的
を
令
和

も
引
き
継
ぎ
、
地
域
文
化
へ

も
引
き
継
ぎ
、
地
域
文
化
へ

の
広
く
深
い
理
解
に
向
け
た

の
広
く
深
い
理
解
に
向
け
た

文
化
講
演
会
を
実
施
し
て
い

文
化
講
演
会
を
実
施
し
て
い

き
た
い
。
母
校
・
院
友
会
と

き
た
い
。
母
校
・
院
友
会
と

連
携
し
、
県
内
院
友
の
発
掘

連
携
し
、
県
内
院
友
の
発
掘

と
親
睦
に
向
け
更
な
る
活
動

と
親
睦
に
向
け
更
な
る
活
動

を
展
開
し
た
い
と
思
う
。

を
展
開
し
た
い
と
思
う
。

　
　

支
部
長　

渡
辺
正
一
（
88
文
）
記

講
師
の
大
至
伸
行
氏

講
師
の
大
至
伸
行
氏

お
言
葉
で
皇
孫
の
瓊
瓊
杵
尊

お
言
葉
で
皇
孫
の
瓊
瓊
杵
尊

が
日
向
国
高
千
穂
の
峰
に
天

が
日
向
国
高
千
穂
の
峰
に
天

降
り
、
地
上
の
生
活
を
始
め

降
り
、
地
上
の
生
活
を
始
め

ら
れ
た
。
三
代
を
経
て
神
武

ら
れ
た
。
三
代
を
経
て
神
武

天
皇
が
誕
生
さ
れ
初
代
天
皇

天
皇
が
誕
生
さ
れ
初
代
天
皇

に
即
位
さ
れ
て
以
来
、
歴
代

に
即
位
さ
れ
て
以
来
、
歴
代

の
天
皇
は
天
照
大
御
神
の
祭

の
天
皇
は
天
照
大
御
神
の
祭

祀
を
大
切
に
さ
れ
、
今
日
に

祀
を
大
切
に
さ
れ
、
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
神
話
に
は
我

至
っ
て
い
る
。
神
話
に
は
我

国
の
原
点
由
来
が
伝
え
ら
れ

国
の
原
点
由
来
が
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
度
の
皇
位
継

て
お
り
、
こ
の
度
の
皇
位
継

承
に
当
た
っ
て
も
大
嘗
祭
が

承
に
当
た
っ
て
も
大
嘗
祭
が

行
わ
れ
、
御
代
の
平
安
と
国

行
わ
れ
、
御
代
の
平
安
と
国

民
の
安
寧
を
祈
ら
れ
る
。
皇

民
の
安
寧
を
祈
ら
れ
る
。
皇

位
継
承
儀
礼
に
つ
い
て
、
本

位
継
承
儀
礼
に
つ
い
て
、
本

講
演
会
を
通
じ
て
理
解
を
広

講
演
会
を
通
じ
て
理
解
を
広

め
深
め
る
こ
と
が
開
催
の
目

め
深
め
る
こ
と
が
開
催
の
目

的
で
あ
っ
た
。

的
で
あ
っ
た
。

　

会
場
に
は
県
内
院
友
の
み

　

会
場
に
は
県
内
院
友
の
み

な
ら
ず
一
般
参
加
者
を
合
わ

な
ら
ず
一
般
参
加
者
を
合
わ

せ
約
百
名
が
訪
れ
、
そ
れ
ぞ

せ
約
百
名
が
訪
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
こ
の
度
の
御
代
替
り
を
国

れ
こ
の
度
の
御
代
替
り
を
国

民
と
し
て
理
解
し
、
奉
祝
す

民
と
し
て
理
解
し
、
奉
祝
す

る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。

る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。

 

支
部
事
務
局
・
記

　

講
師
に
は
、
母
校
神
道
文

　

講
師
に
は
、
母
校
神
道
文

化
学
部
教
授
で
、
宮
中
祭
祀

化
学
部
教
授
で
、
宮
中
祭
祀

や
皇
室
に
つ
い
て
詳
し
い
茂

や
皇
室
に
つ
い
て
詳
し
い
茂

木
貞
純
（

木
貞
純
（
8282
神
・
神
・
8484
修
神
・

修
神
・

8888
博
後
神
）
先
生
を
お
迎
え

博
後
神
）
先
生
を
お
迎
え

し
ま
し
た
。
会
場
の
金
沢
ニ

し
ま
し
た
。
会
場
の
金
沢
ニ

ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

は
、
院
友
は
元
よ
り
一
般
の

は
、
院
友
は
元
よ
り
一
般
の

方
々
も
参
加
さ
れ
、
四
十
名

方
々
も
参
加
さ
れ
、
四
十
名

程
が
参
加
。
十
一
月
に
行
わ

程
が
参
加
。
十
一
月
に
行
わ

れ
る
「
大
嘗
祭
」
に
つ
い
て

れ
る
「
大
嘗
祭
」
に
つ
い
て

の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

粗
朶
工
法
、
寺
院
基
壇
に
み

粗
朶
工
法
、
寺
院
基
壇
に
み

る
版
築
な
ど
、
県
下
の
古
代

る
版
築
な
ど
、
県
下
の
古
代

遺
跡
に
み
ら
れ
る
土
木
技
術

遺
跡
に
み
ら
れ
る
土
木
技
術

の
特
徴
を
詳
し
く
解
説
さ
れ

の
特
徴
を
詳
し
く
解
説
さ
れ

た
。
た
。

　

会
場
に
は
百
名
を
超
え
る

　

会
場
に
は
百
名
を
超
え
る

一
般
参
加
者
が
集
ま
り
、
現

一
般
参
加
者
が
集
ま
り
、
現

代
の
よ
う
な
重
機
や
コ
ン
ク

代
の
よ
う
な
重
機
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
な
く
と
も
、
古
代

リ
ー
ト
は
な
く
と
も
、
古
代

に
は
優
れ
た
土
木
技
術
が
発

に
は
優
れ
た
土
木
技
術
が
発

揮
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知

揮
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知

り
、
古
代
人
の
智
恵
と
工
夫

り
、
古
代
人
の
智
恵
と
工
夫

に
感
動
す
る
楽
し
い
講
演
会

に
感
動
す
る
楽
し
い
講
演
会

と
な
っ
た
。　
　
　

と
な
っ
た
。　
　
　

　
　

支
部
事
務
局

中
原　

斉
（
91
史
）
記

し
、
自
身
の
力
士
人
生
、
相

し
、
自
身
の
力
士
人
生
、
相

撲
の
楽
し
み
方
、
神
事
と
し

撲
の
楽
し
み
方
、
神
事
と
し

て
の
側
面
な
ど
を
紹
介
し
な

て
の
側
面
な
ど
を
紹
介
し
な

が
ら
、
相
撲
甚
句
「
七
福

が
ら
、
相
撲
甚
句
「
七
福

神
」
の
披
露
で
締
め
括
り
大

神
」
の
披
露
で
締
め
括
り
大

盛
況
で
し
た
。

盛
況
で
し
た
。

　

な
お
、
飯
野
八
幡
宮
所
藏

　

な
お
、
飯
野
八
幡
宮
所
藏

の
「
奉
納
相
撲
絵
馬
」
も
展

の
「
奉
納
相
撲
絵
馬
」
も
展

観
に
供
さ
れ
、
注
目
を
受
け

観
に
供
さ
れ
、
注
目
を
受
け

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
　

副
支
部
長

齋
藤
庸
生
（
86
経
）
記

　

茂
木
先
生
は
、「
大
嘗

　

茂
木
先
生
は
、「
大
嘗

祭
」
を
知
る
に
は
ま
ず
神
話

祭
」
を
知
る
に
は
ま
ず
神
話

か
ら
と
、『
古
事
記
』『
日
本

か
ら
と
、『
古
事
記
』『
日
本

書
紀
』
の
お
話
か
ら
始
め
、

書
紀
』
の
お
話
か
ら
始
め
、

天
照
大
御
神
さ
ま
の
ご
神
勅

天
照
大
御
神
さ
ま
の
ご
神
勅

か
ら
、
永
遠
に
続
く
天
皇
の

か
ら
、
永
遠
に
続
く
天
皇
の

心
を
受
け
継
ぐ
大
嘗
祭
と
し

心
を
受
け
継
ぐ
大
嘗
祭
と
し

て
、
古
儀
の
ま
ま
に
行
わ
れ

て
、
古
儀
の
ま
ま
に
行
わ
れ

て
い
る
と
紹
介
。
斎
主
の
天

て
い
る
と
紹
介
。
斎
主
の
天

皇
陛
下
の
ご
様
子
に
つ
い
て

皇
陛
下
の
ご
様
子
に
つ
い
て

も
お
話
さ
れ
、
見
る
事
は
適

も
お
話
さ
れ
、
見
る
事
は
適

わ
な
い
秘
儀
の
一
部
を
お
聞

わ
な
い
秘
儀
の
一
部
を
お
聞

き
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

き
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
　
　

支
部
事
務
局

山
下
裕
嗣
（
94
法
・

95
神
専
攻
）
記

令和元年度　國學院大學院友学術振興会　公開講座

國 學 院 の 古 典

院友会館　３階　大会議室
〔國學院大學に隣接…120周年１号館隣〕講演会場

國學院大學後　　援

各日75名定　　員 １日…1,000円（税込）受 講 料
國學院大學院友学術振興会
一般財団法人國學院大學院友会主催・共催

　國學院大學で学位を得た先生方の会である「院友学術振興
会」が、古事記・万葉集・源氏物語・国語学・神道学・中国文
学・国学・民俗学と、様々な分野から【國學院の古典】とは何
か、を講義します。今年で23回目。

お電話・FAX・Eメールでお申込みください。お申込みが済
み次第、本会から「受講券」と「受講料納付用振込用紙」を
お送りいたします。なお、既に定員に達している講座もあり
ますので、あらかじめご了承ください。
　①お名前（ふりがな）②お電話番号③ご住所④受講希望日
を明記してください。

お申込み方法

一般財団法人　國學院大學院友会
〒150-0011　東京都渋谷区東4-12-8
 E-メール：inyuukai@kokugakuin.or.jp
TEL：03-3400-7781／ FAX：03-3400-7996

お 申 込 み
お問合せ先 

※それぞれが独立した講座です。

1月 13：00～14：30 14：50～16：20

14日
(火)

古事記
古事記と日本書紀と

国　学
国学―江戸時代の書籍から―

院友学術振興会 会長
菅野 雅雄 氏

國學院大學 兼任講師
中澤 伸弘 氏

15日
(水)

万葉集
梅の花の歌－初春令月、気淑風和－

中国文学
『詩経』に見える庶民生活（秋という季節）

大妻女子大学 准教授
倉住 　薫 氏

元國學院大學 教授
松田 　稔 氏

16日
(木)

古事記
仁徳天皇と石之日売命

古事記
日本書紀編纂1300年

國學院大學 兼任講師
山﨑かおり氏

國學院大學 准教授
渡邉 　卓 氏

17日
(金)

国語学
かぐや姫とくらもちの皇子の正体
－『竹取物語』を読み直す－

源氏物語
夕霧大学に学ぶ

首都大学東京 教授
浅川 哲也 氏

國學院大學栃木短期大学副学長・教授
林田 孝和 氏

18日
(土)

神道学
筧克彦の未公刊書籍『惟神大道』にふれる
－筧は満州国皇帝溥儀に何を語ったのか？－

民俗学
万葉集と祭り

出雲大社大社國學館 講師
中道 豪一 氏

國學院大學 教授
大石 泰夫 氏

謹 賀 新 年
國
學
院
大
學
部
課
長
会

事
務
局
長

武
智　

浩
二

神
道
研
修
事
務
部

部
長
兼
神
道
研
修
事
務
課
長

大
野　

靖
仁

国
際
交
流
事
務
部

次
長
兼
国
際
交
流
課
長

石
山　

昭
彦

財
務
部

管
財
課
長

細
島　

洋
紀

部
長
兼
経
理
課
長

中
村　

大
介

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部

次
長
兼
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
長

島
村　

昌
利

部
長

城
所　

俊
哉

学
生
事
務
部

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
長

木
村　
　

都

学
生
生
活
課
長

前
田　

浩
司

部
長

藤
形　

正
俊

学
生
生
活
課
担
当
課
長

古
澤　
　

繁

教
学
事
務
部

教
育
開
発
推
進
機
構
事
務
課
教
職
担
当
課
長

人
見　
　

剛

教
育
開
発
推
進
機
構
担
当
次
長

兼
教
育
開
発
推
進
機
構
事
務
課
長

原
田　

佳
昌

教
務
課
長

松
本　

忠
和

大
学
院
事
務
課
長

石
田　

智
子

部
長

仙
北
谷
穂
高

法
人
事
務
局
部
長

北
澤　
　

薫

法
人
事
務
局
長

橋
本
憲
市
郎

総
務
部

安
西　

晴
美

総
務
課
担
当
課
長

小
林　

博
毅

人
事
課
長

長
谷
川
顕
子

人
事
担
当
部
長

城
所　

俊
哉

部
長

次
長
兼
総
務
課
長

謡
口　

秀
見

次
長
兼
校
友
課
長

山
口　

耕
司

総
合
企
画
部

企
画
課
長

後
藤　
　

匠

入
学
課
長

鵜
澤　

英
子

広
報
課
長

原
口　
　

章

部
長

滝
田　

忠
之

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
課
長

田
中　

裕
巳

研
究
開
発
推
進
機
構
担
当
次
長

山
口　

輝
幸

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
次
長

堀
内　

弘
行

部
長

及
川　
　

聡

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長

後
藤　

幸
雄

研
究
開
発
推
進
機
構
事
務
課
長

飯
塚　

陽
子

図
書
館
事
務
課
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
担
当
課
長

澤
井　
　

隆

図
書
館
事
務
課
長

安
達　
　

匠

柴
田　

克
之

図
書
館
担
当
部
長

簗瀬氏の講演簗瀬氏の講演

盛会であった公開講演会盛会であった公開講演会

大嘗祭について語る茂木教授大嘗祭について語る茂木教授

3 院 友 会 報令和２年１月１日（水）　No.373 新年号



　

令
和
元
年
八
月
二
十
五
日

　

令
和
元
年
八
月
二
十
五
日

（
日
）、社
会
貢
献
活
動
の
一

（
日
）、社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て「
國
學
院
大
學
院

環
と
し
て「
國
學
院
大
學
院

友
会
落
語
会
」を
大
分
市
の

友
会
落
語
会
」を
大
分
市
の

春
日
神
社
参
集
殿（
宮
本
隆

春
日
神
社
参
集
殿（
宮
本
隆

之
宮
司
・

之
宮
司
・
9191
神
）に
お
い
て
開

神
）に
お
い
て
開

催
、そ
の
後
に
は
会
場
を
移

催
、そ
の
後
に
は
会
場
を
移

動
し
、支
部
総
会
を
行
っ
た
。

動
し
、支
部
総
会
を
行
っ
た
。

　

今
回
は
従
来
の
講
演
会
の

　

今
回
は
従
来
の
講
演
会
の

形
で
な
く
、
院
友
の
み
な
ら

形
で
な
く
、
院
友
の
み
な
ら

ず
広
く
一
般
市
民
や
小
中
学

ず
広
く
一
般
市
民
や
小
中
学

生
の
方
々
に
も
参
加
を
呼
び

生
の
方
々
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
、
日
本
伝
統
芸
能
文
化

か
け
、
日
本
伝
統
芸
能
文
化

に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
落
語
の
会
を
催
す
こ
と

的
に
落
語
の
会
を
催
す
こ
と

と
し
た
。
当
日
は
会
場
い
っ

と
し
た
。
当
日
は
会
場
い
っ

ぱ
い
約
二
百
人
が
参
加
し

ぱ
い
約
二
百
人
が
参
加
し

た
。
出
演
者
は
落
語
界
で
活

た
。
出
演
者
は
落
語
界
で
活

躍
が
期
待
さ
れ
、
注
目
を
あ

躍
が
期
待
さ
れ
、
注
目
を
あ

つ
め
て
い
る
女
性
噺
家
三
名

つ
め
て
い
る
女
性
噺
家
三
名

　

秋
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た

　

秋
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た

母
校
國
學
院
大
學
の
ホ
ー
ム

母
校
國
學
院
大
學
の
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
、
令
和
元

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
、
令
和
元

年
十
月
十
九
日
（
土
）
に
渋

年
十
月
十
九
日
（
土
）
に
渋

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
、
た
ま
プ
ラ

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
、
た
ま
プ
ラ

ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

東
京
で
は
雨
模
様
が
懸
念
さ

東
京
で
は
雨
模
様
が
懸
念
さ

れ
る
あ
い
に
く
の
空
模
様
で

れ
る
あ
い
に
く
の
空
模
様
で

し
た
が
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に

し
た
が
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
合
わ
せ
て
約
千
四
百
名
余

は
合
わ
せ
て
約
千
四
百
名
余

の
院
友
・
ご
家
族
等
が
来

の
院
友
・
ご
家
族
等
が
来

場
、
ま
た
、
若
木
育
成
会
の

場
、
ま
た
、
若
木
育
成
会
の

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
も
同
日

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
も
同
日

お
こ
な
わ
れ
、
約
八
百
名
程

お
こ
な
わ
れ
、
約
八
百
名
程

の
会
員
の
方
々
も
、
一
日
こ

の
会
員
の
方
々
も
、
一
日
こ

の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を

の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

楽
し
み
ま
し
た
。
2020
代
〜
代
〜
3030

代
の
ご
家
族
、
小
さ
な
お
子

代
の
ご
家
族
、
小
さ
な
お
子

　

沖
縄
県
支
部
で
は
令
和
元

　

沖
縄
県
支
部
で
は
令
和
元

年
七
月
六
日
に
、
パ
シ
フ
ィ

年
七
月
六
日
に
、
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄
に
て
、
院

ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄
に
て
、
院

友
会
の
「
も
っ
と
日
本
を
学

友
会
の
「
も
っ
と
日
本
を
学

ぼ
う
」
と
い
う
統
一
テ
ー
マ

ぼ
う
」
と
い
う
統
一
テ
ー
マ

の
も
と
、
公
益
事
業
の
文
化

の
も
と
、
公
益
事
業
の
文
化

講
演
会
と
し
て
開
催
し
、
院

講
演
会
と
し
て
開
催
し
、
院

友
、
一
般
聴
講
者
約
六
十
五

友
、
一
般
聴
講
者
約
六
十
五

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
沖
縄
県

　

講
演
に
先
立
ち
、
沖
縄
県

神
道
青
年
会
雅
楽
同
好
会
が

神
道
青
年
会
雅
楽
同
好
会
が

雅
楽
の
演
奏
を
行
い
ま
し

雅
楽
の
演
奏
を
行
い
ま
し

た
。
曲
目
は
、「
越
殿
楽
」

た
。
曲
目
は
、「
越
殿
楽
」

と
「
陪
臚
」
の
二
曲
。
楽
器

と
「
陪
臚
」
の
二
曲
。
楽
器

と
曲
の
簡
単
な
説
明
も
あ
り

と
曲
の
簡
単
な
説
明
も
あ
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

公
開
講
演
で
は
、
今
年
が

　

公
開
講
演
で
は
、
今
年
が

天
皇
陛
下
の
御
即
位
、
御
代

天
皇
陛
下
の
御
即
位
、
御
代

報　告

日
本
伝
統
芸
能
の
話
芸
を
楽
し
む

日
本
伝
統
芸
能
の
話
芸
を
楽
し
む

 

大
分
県
支
部

大
分
県
支
部

報　告
『
御
代
替
わ
り
の
諸
祭
儀
』を
開
催

『
御
代
替
わ
り
の
諸
祭
儀
』を
開
催

 

沖
縄
県
支
部

沖
縄
県
支
部

と
春
風
亭
朝
之
助
（

と
春
風
亭
朝
之
助
（
117117
経

ネ
）
氏
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持

ネ
）
氏
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持

ち
味
を
生
か
し
た
古
典
落
語

ち
味
を
生
か
し
た
古
典
落
語

を
熱
演
、
そ
の
話
芸
を
十
二

を
熱
演
、
そ
の
話
芸
を
十
二

分
に
堪
能
で
き
大
好
評
で
あ

分
に
堪
能
で
き
大
好
評
で
あ

っ
た
。
参
加
者
の
小
学
生
か

っ
た
。
参
加
者
の
小
学
生
か

ら
「
は
じ
め
て
本
物
の
落
語

ら
「
は
じ
め
て
本
物
の
落
語

が
聴
け
、
最
高
に
楽
し
か
っ

が
聴
け
、
最
高
に
楽
し
か
っ

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

た
。
ま
た
仲
入
り
に
は
、
母

た
。
ま
た
仲
入
り
に
は
、
母

校
か
ら
出
席
さ
れ
た
及
川
聰

校
か
ら
出
席
さ
れ
た
及
川
聰

氏
と
口
演
家
の
矢
野
大
和

氏
と
口
演
家
の
矢
野
大
和

（
8888
経
）
氏
に
よ
る
大
学
紹

経
）
氏
に
よ
る
大
学
紹

介
で
は
、
軽
快
で
巧
み
な
語

介
で
は
、
軽
快
で
巧
み
な
語

り
口
調
で
笑
い
を
誘
い
な
が

り
口
調
で
笑
い
を
誘
い
な
が

ら
母
校
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

ら
母
校
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
な
ど
、
有
意
義
で
成
果

す
る
な
ど
、
有
意
義
で
成
果

の
あ
る
落
語
会
と
な
っ
た
。

の
あ
る
落
語
会
と
な
っ
た
。

　
　

副
支
部
長

工
藤
恒
彦
（
75
経
）
記

替
わ
り
の
年
で
あ
る
こ
と
か

替
わ
り
の
年
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
沖
縄
県
神
社
庁
長
、
波

ら
、
沖
縄
県
神
社
庁
長
、
波

上
宮　

渡
慶
次
馨
（

上
宮　

渡
慶
次
馨
（
8585
神
）
神
）

宮
司
が
「
御
代
替
わ
り
の
諸

宮
司
が
「
御
代
替
わ
り
の
諸

祭
儀
」
と
題
し
て
講
演
を
行

祭
儀
」
と
題
し
て
講
演
を
行

い
ま
し
た
。「
退
位
礼
」
か

い
ま
し
た
。「
退
位
礼
」
か

ら
は
じ
ま
り
、「
即
位
後
朝

ら
は
じ
ま
り
、「
即
位
後
朝

見
の
儀
」「
期
日
奉
告
の

見
の
儀
」「
期
日
奉
告
の

儀
」「
即
位
礼
」「
大
嘗
祭
」

儀
」「
即
位
礼
」「
大
嘗
祭
」

な
ど
、
御
代
替
わ
り
の
主
な

な
ど
、
御
代
替
わ
り
の
主
な

祭
儀
と
そ
の
説
明
を
、
ス
ラ

祭
儀
と
そ
の
説
明
を
、
ス
ラ

イ
ド
を
交
え
な
が
ら
解
説
い

イ
ド
を
交
え
な
が
ら
解
説
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
政
府
作

た
し
ま
し
た
。
ま
た
政
府
作

成
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
天
皇
陛
下　

成
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
天
皇
陛
下　

御
即
位
か
ら
三
十
年
―
常
に

御
即
位
か
ら
三
十
年
―
常
に

国
民
と
と
も
に
―
」
も
上
映

国
民
と
と
も
に
―
」
も
上
映

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

　

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答
は
お
お
む
ね
好
評
で
し
た

答
は
お
お
む
ね
好
評
で
し
た

が
、「
一
般
の
人
へ
も
っ
と

が
、「
一
般
の
人
へ
も
っ
と

周
知
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

周
知
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

意
見
が
い
く
つ
か
あ
り
、
次

意
見
が
い
く
つ
か
あ
り
、
次

回
開
催
す
る
場
合
は
告
知
方

回
開
催
す
る
場
合
は
告
知
方

法
を
工
夫
し
た
い
と
思
い
ま

法
を
工
夫
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
す
。

　

支
部
事
務
局

奥
原
隆
良
（
114114
文
２
）
記

県神道青年会による雅楽演奏県神道青年会による雅楽演奏

様
と
い
っ
し
ょ
の
方
々
も
目

様
と
い
っ
し
ょ
の
方
々
も
目

立
ち
ま
し
た
。

立
ち
ま
し
た
。

　

ひ
と
き
わ
大
き
な
声
援
と

　

ひ
と
き
わ
大
き
な
声
援
と

拍
手
が
お
こ
っ
た
の
は
、
陸

拍
手
が
お
こ
っ
た
の
は
、
陸

上
競
技
部
で
し
た
。
つ
い
数

上
競
技
部
で
し
た
。
つ
い
数

日
前
に
七
年
ぶ
り
三
度
目
の

日
前
に
七
年
ぶ
り
三
度
目
の

出
場
で
劇
的
な
優
勝
を
果
た

出
場
で
劇
的
な
優
勝
を
果
た

し
、
そ
の
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ

し
、
そ
の
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ

登
場
と
な
っ
た
出
雲
駅
伝
報

登
場
と
な
っ
た
出
雲
駅
伝
報

告
会
・
全
日
本
大
学
駅
伝
壮

告
会
・
全
日
本
大
学
駅
伝
壮

行
会
。
勝
負
に
望
む
強
い
決

行
会
。
勝
負
に
望
む
強
い
決

意
に
、
拍
手
と
声
援
が
キ
ャ

意
に
、
拍
手
と
声
援
が
キ
ャ

ン
パ
ス
に
大
き
く
響
き
渡
り

ン
パ
ス
に
大
き
く
響
き
渡
り

ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
対
応
も

ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
対
応
も

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
全
學

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
全
學

應
援
團
の
太
鼓
と
エ
ー
ル
が

應
援
團
の
太
鼓
と
エ
ー
ル
が

誇
ら
し
く
心
に
響
き
ま
し

誇
ら
し
く
心
に
響
き
ま
し

た
。
た
。

　

「
さ
だ
ま
さ
し
客
員
教

　

「
さ
だ
ま
さ
し
客
員
教

授
」
に
よ
る
「
特
別
講

授
」
に
よ
る
「
特
別
講

演
」。
無
事
に
申
し
込
み
が

演
」。
無
事
に
申
し
込
み
が

完
了
し
た
方
四
百
五
十
八
名

完
了
し
た
方
四
百
五
十
八
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
國
學
院

が
参
加
し
ま
し
た
。
國
學
院

で
し
か
で
き
な
い
話
の
数
々

で
し
か
で
き
な
い
話
の
数
々

に
、
や
っ
ぱ
り
國
學
院
は
い

に
、
や
っ
ぱ
り
國
學
院
は
い

い
な
、
と
参
加
さ
れ
た
方
は

い
な
、
と
参
加
さ
れ
た
方
は

口
々
に
感
想
を
述
べ
て
お
り

口
々
に
感
想
を
述
べ
て
お
り

ま
し
た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ま
し
た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
種
目
で
あ
る
ボ
ッ
チ
ャ

の
種
目
で
あ
る
ボ
ッ
チ
ャ

や
、
招
待
期
の
方
々
百
三
十

や
、
招
待
期
の
方
々
百
三
十

八
名
が
集
っ
た
サ
ン
セ
ッ
ト

八
名
が
集
っ
た
サ
ン
セ
ッ
ト

懇
親
会
、
懐
か
し
さ
を
探
し

懇
親
会
、
懐
か
し
さ
を
探
し

て
大
人
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア

て
大
人
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア

ー
も
人
気
で
し
た
。

ー
も
人
気
で
し
た
。

　

大
き
な
楽
し
み
の
一
つ
と

　

大
き
な
楽
し
み
の
一
つ
と

な
っ
た
院
友
会
全
国
支
部
物

な
っ
た
院
友
会
全
国
支
部
物

産
展
に
は
、
北
海
道
か
ら
道

産
展
に
は
、
北
海
道
か
ら
道

北
、
道
央
、
道
東
、
道
南
の

北
、
道
央
、
道
東
、
道
南
の

４
支
部
、
岩
手
県
支
部
、
栃

４
支
部
、
岩
手
県
支
部
、
栃

木
県
支
部
、
千
葉
県
支
部
、

木
県
支
部
、
千
葉
県
支
部
、

埼
玉
県
北
支
部
、
石
川
県
支

埼
玉
県
北
支
部
、
石
川
県
支

部
、
佐
賀
県
支
部
、
長
崎
県

部
、
佐
賀
県
支
部
、
長
崎
県

支
部
の
計

支
部
の
計
1111
支
部
が
。
加
え

支
部
が
。
加
え

て
北
海
道
は
滝
川
市
・
北
海

て
北
海
道
は
滝
川
市
・
北
海

道
短
期
大
学
部
同
窓
会
あ
り

道
短
期
大
学
部
同
窓
会
あ
り

す
会
、
國
學
院
大
學
生
活
協

す
会
、
國
學
院
大
學
生
活
協

同
組
合
の
合
計

同
組
合
の
合
計
1313
ブ
ー
ス
が

ブ
ー
ス
が

軒
を
連
ね
ま
し
た
。

軒
を
連
ね
ま
し
た
。

　

更
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一

　

更
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一

角
で
は
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の

角
で
は
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の

協
力
に
よ
り
「
オ
ク
ト
ー
バ

協
力
に
よ
り
「
オ
ク
ト
ー
バ

ー
フ
ェ
ス
ト
」
が
開
か
れ
ま

ー
フ
ェ
ス
ト
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
お
つ
ま
み
は
物
産
展

し
た
。
お
つ
ま
み
は
物
産
展

参
加
支
部
か
ら
自
慢
の
一
品

参
加
支
部
か
ら
自
慢
の
一
品

を
提
供
し
て
も
ら
い
、
仲
間

を
提
供
し
て
も
ら
い
、
仲
間

と
の
会
話
も
加
わ
っ
て
何
度

と
の
会
話
も
加
わ
っ
て
何
度

令
和
最
初
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

母
校
で
の
思
い
出
を
辿
っ
て

も
乾
杯
す
る
風
景
が
見
ら
れ

も
乾
杯
す
る
風
景
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
第
２
回
と
な
る

ま
し
た
。
第
２
回
と
な
る

「
お
つ
ま
み
グ
ラ
ン
プ
リ
」

「
お
つ
ま
み
グ
ラ
ン
プ
リ
」

で
は
、
グ
ラ
ン
プ
リ
が
千
葉

で
は
、
グ
ラ
ン
プ
リ
が
千
葉

県
支
部
の
「
く
じ
ら
の
大
和

県
支
部
の
「
く
じ
ら
の
大
和

煮
」
が
、
準
優
勝
は
佐
賀
県

煮
」
が
、
準
優
勝
は
佐
賀
県

支
部
の
「
ポ
ー
ク
ジ
ャ
ー
キ

支
部
の
「
ポ
ー
ク
ジ
ャ
ー
キ

ー
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

ー
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

は
、
実
施
準
備
委
員
会
を
中

は
、
実
施
準
備
委
員
会
を
中

心
に
、
母
校
総
出
で
私
ど
も

心
に
、
母
校
総
出
で
私
ど
も

を
迎
え
て
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
迎
え
て
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
て
お

を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
て
お

り
ま
す
。
是
非
来
年
も
お
誘

り
ま
す
。
是
非
来
年
も
お
誘

い
あ
わ
せ
で
、
沢
山
の
思
い

い
あ
わ
せ
で
、
沢
山
の
思
い

出
を
探
し
に
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

出
を
探
し
に
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

お
運
び
く
だ
さ
い
。
母
校
の

お
運
び
く
だ
さ
い
。
母
校
の

今
に
ふ
れ
、
後
輩
た
ち
の
活

今
に
ふ
れ
、
後
輩
た
ち
の
活

躍
や
母
校
國
學
院
の
未
来

躍
や
母
校
國
學
院
の
未
来

を
、
応
援
支
援
し
て
い
き
た

を
、
応
援
支
援
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

い
も
の
で
す
。

　

十
七
時
を
廻
る
こ
ろ
に

　

十
七
時
を
廻
る
こ
ろ
に

は
、
新
し
く
様
変
わ
り
し
た

は
、
新
し
く
様
変
わ
り
し
た

渋
谷
の
街
へ
と
、
来
校
者
は

渋
谷
の
街
へ
と
、
来
校
者
は

三
々
五
々
、
ス
テ
ー
ジ
を
移

三
々
五
々
、
ス
テ
ー
ジ
を
移

し
て
い
き
ま
し
た
。

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

明
年
は
令
和
二
年
十
月
十

　

明
年
は
令
和
二
年
十
月
十

七
日（
土
）が
予
定
さ
れ
て
い

七
日（
土
）が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、今
後
の
ご
案
内
を

ま
す
が
、今
後
の
ご
案
内
を

楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

12月４日から新サービスコンビニで証明書発行
　國學院大學は、在学生や院友の便宜を図るため各種証明書を一部のコンビニエンスストアで発行できるサービスを
12月４日からスタートさせました。スマートフォンなどの端末から証明書の発行申請・決済を行えば24時間の発行が
可能となり、最短では即日入手も可能です（※）。現在は、渋谷・たまプラーザ両キャンパスに設置された証明書自動
発行機を使って即日発行も可能ですが、種類によっては１週間ほど要するものもあります。また、発行機は事務室の開
室時間（渋谷：月～土曜日９時～21時、たまプラーザ：月・火・木・金曜日９時～18時、水・土曜日９時～16時30
分）のみの稼働で、来校が難しい地方在住者は郵送での手続きとなっています。
　新たなサービスではキャンパス外から時間の制限なく発
行申請ができるようになり、そのまま最寄りのコンビニ
（国内のセブンーイレブン、ファミリーマート、ローソン
のマルチコピー機設置店舗）で証明書を受け取ることが可
能です。全国の院友の皆さまには、地元で速やかに証明書
発行を受けることができます。手数料などの詳細は、國學
院大學HPをご確認ください。
※ 当面の間は、平成11年度以前卒業の院友については、インター
ネットでの証明書発行申請・決済は行えますが、証明書の発行
は郵送に限ります（コンビニ発行サービスは利用できません）

【新サービスの対象となる証明書】
■ 在学生（学部・大学院）：成績証明書、卒業見込証明書、健
康診断証明書、在学証明書
■ 院友：成績証明書、卒業証明書、修了証明書、在学期間証明書
【証明書発行までの手順】※要事前登録
① スマホやパソコンなどの端末から専用サイトにアクセスしてログイン
②証明書を選択して発行申請　③コンビニのマルチコピー機で印刷
※ 支払いはカード決済、コンビニでの現金支払いのどちらかを
選ぶことができます。
【証明書発行ができるコンビニ】
▶セブンーイレブン　▶ファミリーマート　▶ローソン
※国内のマルチコピー機設置店舗に限ります。

　スマホやパソコンなどの端末があれば、最寄りのコン
ビニで即日発行も可能に。院友は証明書取得にかかる時
間を短縮できます。

発行機に行列、地方からは郵送でのやり
取り。対応は事務室の開室時間のみ…

最寄りのコンビニで24時
間ＯＫ！

24 24
80

院友のサービス向上

スマホまたはパ
ソコンで専用サ
イトにアクセス
し、申請発行

1
発行手数料をコン
ビニで現金支払い
またはカード決済
（発行申請時）

2
コンビニのマル
チコピー機で証
明書を発行

3

24 24

CARD
￥
￥

24 24

証明書発行サービス導入後のイメージ

　

叙
勲
受
賞
等
の
ご
連
絡
を

頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
、
今
後
益
々
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

◆
叙
勲

旭
日
中
綬
章

田
岡
克
介
氏
（
た
お
か
・
か

つ
す
け
／
76
史
）

山
田
忠
昭
氏
（
や
ま
だ
・
た

だ
あ
き
／
79
経
）

◆
当
選

宮
城
県
議
会
議
員

藤
倉
知
格
氏
（
ふ
じ
く
ら
・

ち
か
く
／
82
別
神
Ⅰ
・
87
神

２
）角田

市
議
会
議
員

黒
須
實
氏
（
く
ろ
す
・
と
お

る
／
96
法
・
97
神
専
攻
）

白
井
市
議
会
議
員

菊
地
忠
久
氏
（
き
く
ち
・
た

だ
ひ
さ
／
106
法
）

仙
台
市
議
会
議
員

伊
藤
優
太
氏
（
い
と
う
・
ゆ

う
た
／
116
文
2
）

田
村
勝
氏
（
た
む
ら
・
ま
さ

る
／
123
神
専
攻
）

◆
表
彰

第
101
回
全
国
高
等
学
校
野

球
選
手
権
記
念
大
会
・
育
成

功
労
賞

塚
原
勇
氏
（
つ
か
は
ら
・
い

さ
む
／
88
法
）

文
化
庁
地
域
文
化
功
労
者

冨
樫
泰
時
氏
（
と
が
し
・
や

す
と
き
／
71
史
）

◆
受
賞

第
65
回
江
戸
川
乱
歩
賞

多
島
一
実
氏
（
た
じ
ま
・
か

ず
み
／
91
法
／
ペ
ン
ネ
ー
ム

加
護
か
ず
み
）

◆
宮
司
就
任

祐
徳
稲
荷
神
社（
佐
賀
県
鹿

島
市
）

鍋
島
朝
寿
氏
（
な
べ
し
ま
・

と
も
ひ
さ
／
98
神
）

天
岩
戸
神
社（
宮
崎
県

西
臼
杵
郡
高
千
穂
町
）

佐
藤
永
周
氏
（
さ
と
う
・
え

い
し
ゅ
う
／
114
神
文
）

※
院
友
の
褒
章
・
叙
勲
等
に
つ
い

て
本
部
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。 お

め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

國
學
國
學

ふ
ぉ
め
い
し
ょ
ん

ふ
ぉ
め
い
し
ょ
ん

院い　

ん

い　

ん

▼ 

学
校
法
人
塩
原
学
園
と

学
校
法
人
塩
原
学
園
と

連
携
協
定
締
結

連
携
協
定
締
結

　

学
校
法
人
國
學
院
大
學
と

　

学
校
法
人
國
學
院
大
學
と

学
校
法
人
塩
原
学
園
（
埼
玉

学
校
法
人
塩
原
学
園
（
埼
玉

県
本
庄
市
、
理
事
長
・
相
川

県
本
庄
市
、
理
事
長
・
相
川

浩
一
）
は
、
法
人
間
の
連
携

浩
一
）
は
、
法
人
間
の
連
携

協
力
に
よ
る
両
法
人
の
発
展

協
力
に
よ
る
両
法
人
の
発
展

を
目
的
と
し
て
、
包
括
的
連

を
目
的
と
し
て
、
包
括
的
連

携
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締

携
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締

結
し
た
。
調
印
式
は
十
月
十

結
し
た
。
調
印
式
は
十
月
十

五
日
、
國
學
院
大
學
渋
谷
キ

五
日
、
國
學
院
大
學
渋
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
に
て
行
わ
れ
、
佐

ャ
ン
パ
ス
に
て
行
わ
れ
、
佐

栁
正
三
理
事
長
と
学
校
法
人

栁
正
三
理
事
長
と
学
校
法
人

塩
原
学
園
の
相
川
浩
一
理
事

塩
原
学
園
の
相
川
浩
一
理
事

長
ら
が
出
席
し
た
。
今
後
、

長
ら
が
出
席
し
た
。
今
後
、

両
法
人
は
、
本
協
定
を
通
じ

両
法
人
は
、
本
協
定
を
通
じ

て
、
教
育
力
強
化
、
競
争
力

て
、
教
育
力
強
化
、
競
争
力

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

【
学
校
法
人
塩
原
学
園
】

　

「
響き

ょ
う
せ
い

き
ょ
う
せ
い生
」
を
学
園
理
念
と

」
を
学
園
理
念
と

し
て
、
埼
玉
県
本
庄
市
に
本

し
て
、
埼
玉
県
本
庄
市
に
本

庄
第
一
高
等
学
校
お
よ
び
本

庄
第
一
高
等
学
校
お
よ
び
本

庄
第
一
中
学
校
を
設
置
し
て

庄
第
一
中
学
校
を
設
置
し
て

い
る
。

い
る
。

▼ 

「
高
等
教
育
の
修
学
支
援

「
高
等
教
育
の
修
学
支
援

新
制
度
」
の
対
象
校
に

新
制
度
」
の
対
象
校
に

決
定
決
定

　

國
學
院
大
學
は
、
令
和
二

　

國
學
院
大
學
は
、
令
和
二

（
二
〇
二
〇
）
年
四
月
に
新

（
二
〇
二
〇
）
年
四
月
に
新

設
さ
れ
る
「
高
等
教
育
の
修

設
さ
れ
る
「
高
等
教
育
の
修

学
支
援
新
制
度
」
の
対
象
校

学
支
援
新
制
度
」
の
対
象
校

と
な
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

と
な
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

本
制
度
は
住
民
税
非
課
税
世

本
制
度
は
住
民
税
非
課
税
世

帯
と
そ
れ
に
準
ず
る
世
帯
の

帯
と
そ
れ
に
準
ず
る
世
帯
の

学
生
を
対
象
に
、
授
業
の
減

学
生
を
対
象
に
、
授
業
の
減

免
と
給
付
型
奨
学
金
の
支
給

免
と
給
付
型
奨
学
金
の
支
給

を
行
う
新
た
な
制
度
で
、
十

を
行
う
新
た
な
制
度
で
、
十

一
月
一
日
か
ら
申
請
受
付
を

一
月
一
日
か
ら
申
請
受
付
を

開
始
し
た
。
申
請
に
か
か
る

開
始
し
た
。
申
請
に
か
か
る

母
校
で
の
お
問
合
せ
は
学
生

母
校
で
の
お
問
合
せ
は
学
生

生
活
課
（
０
３

生
活
課
（
０
３
―
５
４
９
９

―
０
１
４
５
）
ま
で
。

０
１
４
５
）
ま
で
。

握
手
を
交
わ
す
佐
栁
理
事
長
と
㈻

握
手
を
交
わ
す
佐
栁
理
事
長
と
㈻

塩
原
学
園
の
相
川
浩
一
理
事
長

塩
原
学
園
の
相
川
浩
一
理
事
長

國
學
院
大
學
久
我
山
中
学
校

國
學
院
大
學
久
我
山
高
等
学
校

名
誉
校
長

川
福
基
之

校

長

國
清
英
明

他
教
職
員
一
同

國
學
院
高
等
学
校

校

長

津
田   

栄

他
教
職
員
一
同

〒
１
５
０
―

０
０
０
１

渋
谷
区
神
宮
前
二
―

二
―

三

電　

話　
　

〇
三
―

三
四
〇
三
―

二
三
三
一

國
學
院
大
學
附
属
幼
稚
園

園

長

森
野
ゆ
か
り

他
教
職
員
一
同

〒
１
６
８
―

０
０
８
２

杉
並
区
久
我
山
一
―

九
―

一

電　

話　
　

〇
三
―

三
三
三
四
―

一
一
五
一

國

學

院

幼

稚

園

園

長

江
口
幸
子

他
教
職
員
一
同

〒
２
２
５
―

０
０
０
２

横
浜
市
青
葉
区
美
し
が
丘
二
―

三
二
―

一

電　

話　
　

〇
四
五
―

九
〇
一
―

四
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

〇
四
五
―

九
〇
一
―

四
五
一
六

謹 賀 新 年
國
學
院
大
學

北
海
道
短
期
大
学
部

学

長

平
野
泰
樹

副
学
長

国
文
学
科
長

山
寺
三
知

事
務
局
長

吉
田
裕
一

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

セ
ン
タ
ー
長

森   

悟
朗

幼
児
・
児
童

教
育
学
科
長

草
薙
恵
美
子

他
教
職
員
一
同

〒
０
７
３
―

０
０
１
４

北
海
道
滝
川
市
文
京
町
三
丁
目
一
番
一
号

電　

話　
　

〇
一
二
五
―

二
三
―

四
一
一
一

太
田
信
二

副
学
長

総
合
教
養
学
科
長

さだ客員教授の特別講演は教室でさだ客員教授の特別講演は教室で
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庁　長　芦原　髙穂
副庁長　永井　承邦
副庁長　北方　幸彦

工藤　　均

　　　　古谷　和史
　　　　上代　光正

宮野　直生

永井　康之北村　嘉章
河﨑　正幸
金津　泰康

垣垣田　宗彦
善見　壽男

垣田　宗彦
三木　通嗣
梅林　展久篠田　範雅

德久　俊彥

名誉宮司　千葉　博男
宮　　司　村田　守広

宮城縣護國神社
宮宮　司　田中於莵彦
権宮司　田中　直彦直彦

〒980-0862　仙台市青葉区青葉城址天守台
電　話　022-223-7255
ＦＡＸ　022-223-7269

https://www.facebook.com/tokiwajinja

権宮司
宮　司宮　司

宮　司　中麿　輝美

𠮷𠮷川　通泰

鷹司　尚武

宮　司　齋藤秀一郎
権禰宜　関戸　明彦

西 根 神 社

〒960-0211　福島市飯坂町湯野字高畑2
電　話　024-542-6474
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宮　司　薗田　　稔
権宮司　薗田　　建

3

猿　猿　　　盛
猿　猿　　　惇

名誉宮司
宮　　司　清水　　祥彦

宮司代務者　阿久津裕司

名誉宮司　藤井　秀弘
宮　　司　藤井　秀嗣

清清大八州御魂霊地

土師

安房國一之宮

名誉宮司　髙橋　昭二名誉宮司　髙橋　昭二
宮　　司　香取　　武宮　　司　香取　　武

俊昭俊昭

網谷　道弘網谷　道弘
九條　道成條　道成
江馬潤一郎江馬潤一郎

靖　國　神　社
宮宮　司　山口　建史
権宮司　坂　坂　　明夫
権宮司　村田　信昌

桑原　宏明

白山本宮　加賀一ノ宮白山本宮　加賀一ノ宮

鎌　倉　宮
宮宮　司　小岩小岩　裕一裕一
〒248-0002　鎌倉市二階堂154

電　話　0467-22-0318
ＦＡＸ　0467-22-3755

http://www.kamakuraguu.jp
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名
前
上
の
数
字
は
卒
業
期
。

「
推
」
は
理
事
会
承
認
の
会
員
。

「
特
」
は
会
員
と
は
な
っ
て
い
な

い
が
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
。

（
敬
称
略
）

★
公
益
事
業

　

●
育
成
事
業（
在
学
生
等
へ

の
支
援
）

　

●
講
座
講
演
会
事
業

　

●
会
館
施
設
の
提
供
事
業

　

皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い
た

　

皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い
た

だ
い
た
会
費
・
寄
付
金
は
同

だ
い
た
会
費
・
寄
付
金
は
同

窓
会
事
業
や
左
記
公
益
事
業

窓
会
事
業
や
左
記
公
益
事
業

等
に
使
用
い
た
し
ま
す
。

等
に
使
用
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
費
等
納
入
者
芳
名

会
費
等
納
入
者
芳
名

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

令
和
元
年
六
月
一
日
〜

令
和
元
年
十
月
三
十
一
日

納
入
分
ま
で
。

〈

年

度

会

費

〉

　

お
寄
せ
頂
い
た
会
費
・
寄
付
金
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
十
七
年
四
月

よ
り
個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
金
額
・
卒
期
・
氏
名

に
限
っ
て
公
表
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
北
海
道
道
東
支
部

経
由
」

三
千
円

6363　

渡
辺　

和
勇

　

渡
辺　

和
勇

7373　

田
巻　

秀
隆

　

田
巻　

秀
隆

7474　

荒
木　

政
憲

　

荒
木　

政
憲

8484　

田
中　

宏
一

　

田
中　

宏
一

108108　

村
井　

一
介

　

村
井　

一
介

「
岩
手
県
支
部
経
由
」

　

三
千
円

5858　

及
川
忠
之
丞

　

及
川
忠
之
丞

6666　

及
川
惠
美
子

　

及
川
惠
美
子

6767　

高
橋　

里
男

　

高
橋　

里
男

6868　

佐
藤　

怡
當

　

佐
藤　

怡
當

6868　

吉
田　

彰
徳

　

吉
田　

彰
徳

6969　

三
浦　

律
子

　

三
浦　

律
子

6969　

千
田　

耕
司

　

千
田　

耕
司

6969　

森
田　
　

勲

　

森
田　
　

勲

7070　

高
橋　

龍
夫

　

高
橋　

龍
夫

7070　

村
上　

康
昭

　

村
上　

康
昭

7070　

葛
西　

顕
宗

　

葛
西　

顕
宗

7070　

斎
藤　

久
志

　

斎
藤　

久
志

7070　

千
田　

和
子

　

千
田　

和
子

7171　

藤
田　
　

健

　

藤
田　
　

健

7373　

瀬
尾　

正
秋

　

瀬
尾　

正
秋

7373　

関　
　

俊
子

　

関　
　

俊
子

7373　

千
葉　

悟
郎

　

千
葉　

悟
郎

7373　

千
葉　

暢
夫

　

千
葉　

暢
夫

7373　

佐
藤
紘
一
郎

　

佐
藤
紘
一
郎

7474　

荒
木　

真
幸

　

荒
木　

真
幸

7474　

佐
藤　

修
蔵

　

佐
藤　

修
蔵

7474　

鈴
木　

惠
治

　

鈴
木　

惠
治

7474　

晴
山　
　

紘

　

晴
山　
　

紘

7575　

榊　
　
　

廣

　

榊　
　
　

廣

7676　

内
田　

正
好

　

内
田　

正
好

7676　

卯
道　

誠
一

　

卯
道　

誠
一

7676　

片
方　

瑞
夫

　

片
方　

瑞
夫

7676　

鈴
木
千
佳
子

　

鈴
木
千
佳
子

7676　

舘　
　

満
弘

　

舘　
　

満
弘

7676　

宇
部　

豊
隆

　

宇
部　

豊
隆

7777　

桜
井　

康
雄

　

桜
井　

康
雄

7777　
小
笠
原
南
海
雄

小
笠
原
南
海
雄

7777　

大
原　

皓
二

　

大
原　

皓
二

7878　

鱒
沢　

克
美

　

鱒
沢　

克
美

7979　

板
宮　

成
悦

　

板
宮　

成
悦

7979　

菅
野　
　

初

　

菅
野　
　

初

8080　

金
澤　
　

等

　

金
澤　
　

等

8181　

伊
藤　
　

勝

　

伊
藤　
　

勝

8181　

破
石　

澄
元

　

破
石　

澄
元

8181　

大
鹿
糠
文
行

　

大
鹿
糠
文
行

8181　

八
重
嶋
雄
光

　

八
重
嶋
雄
光

8181　

松
岡　

隆
之

　

松
岡　

隆
之

8282　

藤
原　

正
義

　

藤
原　

正
義

8383　

中
村　

紀
顕

　

中
村　

紀
顕

8484　

昆　
　

睦
夫

　

昆　
　

睦
夫

8585　

菊
池　
　

晃

　

菊
池　
　

晃

8585　

実
川　

敦
子

　

実
川　

敦
子

8686　

藤
田　

典
子

　

藤
田　

典
子

8787　
小
野
寺
規
久
雄

小
野
寺
規
久
雄

8787　

千
葉　
　

進

　

千
葉　
　

進

8787　

中
田　

文
人

　

中
田　

文
人

8888　

稲
田　

典
之

　

稲
田　

典
之

9090　

三
澤　

弘
高

　

三
澤　

弘
高

9090　

小
島　

正
明

　

小
島　

正
明

9090　

菊
池　

健
治

　

菊
池　

健
治

9090　

西
館　

史
穂

　

西
館　

史
穂

9191　

遠
藤
可
奈
子

　

遠
藤
可
奈
子

9393　

菅
野　

哲
彦

　

菅
野　

哲
彦

9494　

十
文
字
保
雄

　

十
文
字
保
雄

9696　

佐
々
木
裕
基

　

佐
々
木
裕
基

9696　

関
根　

正
道

　

関
根　

正
道

9797　

松
本　

博
明

　

松
本　

博
明

100100　

嶋　
　
　

隆

　

嶋　
　
　

隆

100100　

荒
川　

和
昭

　

荒
川　

和
昭

100100　

松
橋　

知
之

　

松
橋　

知
之

100100　

菅
原　

光
聴

　

菅
原　

光
聴

100100　

佐
藤　

辰
吾

　

佐
藤　

辰
吾

102102　

亀
井　

琢
人

　

亀
井　

琢
人

104104　

平
賀　

裕
貴

　

平
賀　

裕
貴

105105　

高
橋　

伸
二

　

高
橋　

伸
二

108108　

稲
川　

勝
仁

　

稲
川　

勝
仁

109109　

菅
村
孝
一
郎

　

菅
村
孝
一
郎

111111　

日
下
部　

慶

　

日
下
部　

慶

113113　

山
下　
　

明

　

山
下　
　

明

117117　

浪
岡　

幸
典

　

浪
岡　

幸
典

118118　

小
田
島
崇
道

　

小
田
島
崇
道

122122　

阿
部　

敏
宗

　

阿
部　

敏
宗

127127　

古
舘　

貴
啓

　

古
舘　

貴
啓

「
宮
城
県
支
部
経
由
」

三
千
円

6565　

高
橋　

弘
平

　

高
橋　

弘
平

6666　

榊
井　

庸
彦

　

榊
井　

庸
彦

6666　

中
澤　
　

弘

　

中
澤　
　

弘

6666　

栗
生　

守
男

　

栗
生　

守
男

6868　

芳
賀　

清
一

　

芳
賀　

清
一

6868　

菅
野　

英
寿

　

菅
野　

英
寿

6868　

内
海　

達
也

　

内
海　

達
也

6969　

高
橋　

太
一

　

高
橋　

太
一

6969　

中
田　

拓
雄

　

中
田　

拓
雄

7070　

佐
々
木
直
守

　

佐
々
木
直
守

7171　

大
條　

修
也

　

大
條　

修
也

7171　

大
窪　

信
孝

　

大
窪　

信
孝

7171　

中
澤
さ
ち
子

　

中
澤
さ
ち
子

7272　

阿
部　

盛
典

　

阿
部　

盛
典

7272　

小
山
田
則
幸

　

小
山
田
則
幸

7373　

三
浦　

昭
徳

　

三
浦　

昭
徳

7373　

奈
良　

文
保

　

奈
良　

文
保

7474　

保
積　

克
彦

　

保
積　

克
彦

7575　

菅
野　

英
太

　

菅
野　

英
太

7676　

佐
藤　

正
幸

　

佐
藤　

正
幸

7676　

星　
　

敦
子

　

星　
　

敦
子

7777　

佐
佐
木
秀
哉

　

佐
佐
木
秀
哉

7979　

石
垣　

正
彰

　

石
垣　

正
彰

7979　

佐
山　

輝
明

　

佐
山　

輝
明

8080　

菅
原　

一
彦

　

菅
原　

一
彦

8080　

伊
東　

新
兼

　

伊
東　

新
兼

8080　

大
友　

竹
信

　

大
友　

竹
信

8282　

日
下　

厚
子

　

日
下　

厚
子

8282　

高
橋　

範
英

　

高
橋　

範
英

8282　

伏
谷
亀
一
郎

　

伏
谷
亀
一
郎

8282　

鈴
木　

雅
香

　

鈴
木　

雅
香

8282　

高
崎　

恒
晴

　

高
崎　

恒
晴

8383　

桜
谷　
　

隆

　

桜
谷　
　

隆

8484　

寺
嶋　

京
子

　

寺
嶋　

京
子

8484　

泉　
　

信
次

　

泉　
　

信
次

8484　

小
田
金
昌
平

　

小
田
金
昌
平

8585　

田
村　

温
子

　

田
村　

温
子

8686　

田
村　
　

稔

　

田
村　
　

稔

8686　

小
畑　

幸
彦

　

小
畑　

幸
彦

8787　

村
田　

守
広

　

村
田　

守
広

8888　

今
井　
　

貴

　

今
井　
　

貴

8888　

千
葉　

健
司

　

千
葉　

健
司

8888　

藤
波　

祥
子

　

藤
波　

祥
子

8888　

星　
　

倫
市

　

星　
　

倫
市

8989　

鈴
木
美
智
子

　

鈴
木
美
智
子

8989　

一
條　

博
之

　

一
條　

博
之

8989　

田
中
於
莵
彦

　

田
中
於
莵
彦

8989　

石
川　

清
美

　

石
川　

清
美

8989　

石
川　

隆
穂

　

石
川　

隆
穂

9090　

野
口　

次
郎

　

野
口　

次
郎

9090　

和
泉　

博
章

　

和
泉　

博
章

9090　

鍛
代　

敏
雄

　

鍛
代　

敏
雄

9191　

小
野
寺
章
禎

　

小
野
寺
章
禎

9393　

大
宮　

信
彦

　

大
宮　

信
彦

9393　

後
藤　

正
人

　

後
藤　

正
人

9393　

平
山　

俊
行

　

平
山　

俊
行

9595　

安
部　
　

崇

　

安
部　
　

崇

9595　

俣
野　

聖
一

　

俣
野　

聖
一

9696　

藤
岡　

邦
彦

　

藤
岡　

邦
彦

9696　

菊
池　

重
人

　

菊
池　

重
人

9797　

石
川　
　

浩

　

石
川　
　

浩

9797　

酒
井
創
太
郎

　

酒
井
創
太
郎

9797　

藤
岡
き
み
江

　

藤
岡
き
み
江

9898　

大
沢　

慶
尋

　

大
沢　

慶
尋

9999　

中
嶋　

崇
文

　

中
嶋　

崇
文

100100　

井
上　

智
子

　

井
上　

智
子

100100　

藤
岡
な
み
江

　

藤
岡
な
み
江

101101　

佐
藤　

央
千

　

佐
藤　

央
千

103103　

永
野　

雄
大

　

永
野　

雄
大

103103　

小
栗　

雅
仁

　

小
栗　

雅
仁

104104　

小
野
寺
雅
美

　

小
野
寺
雅
美

104104　

藤
沢　

瑞
朗

　

藤
沢　

瑞
朗

106106　

菊
地　

忠
久

　

菊
地　

忠
久

107107　

菅
野　

棟
之

　

菅
野　

棟
之

108108　

小
野
目
稲
美

　

小
野
目
稲
美

108108　

遠
藤　
　

諭

　

遠
藤　
　

諭

109109　

宮
澤　

高
志

　

宮
澤　

高
志

109109　

田
中　

直
彦

　

田
中　

直
彦

109109　

櫻
谷　

賢
一

　

櫻
谷　

賢
一

109109　

浅
野　

満
昭

　

浅
野　

満
昭

110110　

鍵　
　

貴
之

　

鍵　
　

貴
之

112112　

伊
藤　

弘
恵

　

伊
藤　

弘
恵

112112　

伊
藤　

尚
太

　

伊
藤　

尚
太

113113　

二
階
堂
博
雅

　

二
階
堂
博
雅

113113　

三
品　

博
隆

　

三
品　

博
隆

115115　

菅
野　

祐
太

　

菅
野　

祐
太

117117　

石
川　

昌
隆

　

石
川　

昌
隆

117117　

伊
藤　
　

圭

　

伊
藤　
　

圭

117117　

佐
山　
　

崇

　

佐
山　
　

崇

119119　

小
野　
　

亮

　

小
野　
　

亮

120120　

佐
藤　

孝
行

　

佐
藤　

孝
行

121121　

石
垣　

仁
孝

　

石
垣　

仁
孝

122122　

高
橋　

知
貴

　

高
橋　

知
貴

122122　

高
崎　

明
徳

　

高
崎　

明
徳

123123　

川
口　

潤
太

　

川
口　

潤
太

123123　

小
林　

友
樹

　

小
林　

友
樹

123123　

矢
數　

幸
洋

　

矢
數　

幸
洋

123123　

田
村　
　

勝

　

田
村　
　

勝

125125　

石
井
日
加
吏

　

石
井
日
加
吏

127127　

横
岡　

卓
登

　

横
岡　

卓
登

「
茨
城
県
支
部
経
由
」

六
千
円

6767　

二
平　
　

武

　

二
平　
　

武

108108　

森
平
ゆ
う
子

　

森
平
ゆ
う
子

三
千
円

6060　

長
須　

正
文

　

長
須　

正
文

6262　

飯
島　
　

隆

　

飯
島　
　

隆

6767　

岡
田　

将
雄

　

岡
田　

将
雄

6767　

宮
崎　

清
次

　

宮
崎　

清
次

6868　

小
林　

道
利

　

小
林　

道
利

6969　

遠
藤　

昌
夫

　

遠
藤　

昌
夫

6969　

海
野　
　

修

　

海
野　
　

修

7070　

浅
田　
　

順

　

浅
田　
　

順

7272　

鬼
澤　

恭
子

　

鬼
澤　

恭
子

7474　

井
波　

範
好

　

井
波　

範
好

7575　

佐
藤　

昭
典

　

佐
藤　

昭
典

7575　

塙　
　

東
男

　

塙　
　

東
男

7575　

太
田　

寿
男

　

太
田　

寿
男

7575　

橋
本　

紘
一

　

橋
本　

紘
一

7575　

武
田　

和
芳

　

武
田　

和
芳

7676　

山
本　

貴
之

　

山
本　

貴
之

7777　

澤
渡　

盛
清

　

澤
渡　

盛
清

7878　

佐
藤　

政
則

　

佐
藤　

政
則

7979　

宇
野　
　

穰

　

宇
野　
　

穰

7979　

武
藤　

健
男

　

武
藤　

健
男

8181　

鶴
田　
　

隆

　

鶴
田　
　

隆

8282　

荒
木
田
泰
宗

　

荒
木
田
泰
宗

8383　

木
村　

正
彦

　

木
村　

正
彦

8484　

荷
見
不
可
止

　

荷
見
不
可
止

8686　

山
田　
　

裕

　

山
田　
　

裕

8888　

田
川　

章
夫

　

田
川　

章
夫

9191　

杉
田
美
智
子

　

杉
田
美
智
子

9191　

田
中　
　

浩

　

田
中　
　

浩

9393　

上
野　

貞
茂

　

上
野　

貞
茂

9797　

松
本　

秀
治

　

松
本　

秀
治

9898　

豊
嶋　

史
之

　

豊
嶋　

史
之

106106　

大
串　

伸
二

　

大
串　

伸
二

118118　

塙　

敬
比
古

　

塙　

敬
比
古

122122　

太
岐
口
泰
伯

　

太
岐
口
泰
伯

124124　

加
藤　

奨
平

　

加
藤　

奨
平

124124　

太
岐
口
建
彦

　

太
岐
口
建
彦

「
埼
玉
県
西
支
部
経

由
」

三
千
円

6666　

榊
原　
　

茂

　

榊
原　
　

茂

6969　

山
下　

敬
之

　

山
下　

敬
之

6969　

山
下　

み
さ

　

山
下　

み
さ

7070　

坂
本
宗
三
郎

　

坂
本
宗
三
郎

7070　

金
子　
　

元

　

金
子　
　

元

7070　

中
野　
　

誠

　

中
野　
　

誠

7676　

小
久
保
明
美

　

小
久
保
明
美

7676　

奥
平　

文
雄

　

奥
平　

文
雄

7878　

梅
田　

久
詞

　

梅
田　

久
詞

7979　

新
井　

保
夫

　

新
井　

保
夫

8080　

石
井
真
知
子

　

石
井
真
知
子

8282　

堀
内　

敬
子

　

堀
内　

敬
子

8282　

野
田
扇
三
郎

　

野
田
扇
三
郎

8383　

小
野　
　

正

　

小
野　
　

正

8585　

岩
崎　

國
夫

　

岩
崎　

國
夫

8585　

及
川　

雄
爾

　

及
川　

雄
爾

8787　

浅
田　

則
子

　

浅
田　

則
子

8989　

下
田　

賢
明

　

下
田　

賢
明

8989　

嶺　
　

勝
美

　

嶺　
　

勝
美

9090　

浅
田　

栄
治

　

浅
田　

栄
治

9090　

金
山　

武
志

　

金
山　

武
志

9393　

浅
見　

公
幸

　

浅
見　

公
幸

9393　

枝
窪　

邦
茂

　

枝
窪　

邦
茂

9696　

原　
　

泰
明

　

原　
　

泰
明

9797　

吉
川　

隆
一

　

吉
川　

隆
一

9898　

高
麗　

文
康

　

高
麗　

文
康

「
東
京
都
南
多
摩
支

部
経
由
」

三
千
円

6868　

徳
植　

弘
幸

　

徳
植　

弘
幸

6969　

茂
木　

コ
ウ

　

茂
木　

コ
ウ

7070　

石
井　

忠
明

　

石
井　

忠
明

7272　

臼
井
百
合
子

　

臼
井
百
合
子

7373　

松
宮　

兼
房

　

松
宮　

兼
房

7474　

澤
木　

英
治

　

澤
木　

英
治

7474　

西
原　

早
苗

　

西
原　

早
苗

7979　

篠
崎　

誠
一

　

篠
崎　

誠
一

8080　

小
松　
　

実

　

小
松　
　

実

8080　

峰
尾　

義
信

　

峰
尾　

義
信

8585　

松
葉　

淑
子

　

松
葉　

淑
子

8888　

磯
沼　

重
治

　

磯
沼　

重
治

9393　

大
野　

定
好

　

大
野　

定
好

9898　

石
川　

裕
司

　

石
川　

裕
司

「
新
潟
県
支
部
経
由
」

三
千
円

6161　

吉
田　

牧
夫

　

吉
田　

牧
夫

6464　

田
中　
　

怜

　

田
中　
　

怜

6464　

三
部　

正
人

　

三
部　

正
人

6565　

江
口　
　

滋

　

江
口　
　

滋

6666　

市
島　

正
巳

　

市
島　

正
巳

6767　

浅
賀　

敏
男

　

浅
賀　

敏
男

7070　

小
川　

亮
一

　

小
川　

亮
一

7070　

石
黒　

道
子

　

石
黒　

道
子

7171　

佐
藤　

恒
雄

　

佐
藤　

恒
雄

7171　

中
山　

文
隆

　

中
山　

文
隆

7373　

佐
野　

秀
樹

　

佐
野　

秀
樹

7373　

湯
浅　

輝
子

　

湯
浅　

輝
子

7373　

稲
岡　

嘉
彰

　

稲
岡　

嘉
彰

7474　

廣
井　

公
明

　

廣
井　

公
明

7575　

小
林　

庄
一

　

小
林　

庄
一

7676　

風
間
常
樹
彦

　

風
間
常
樹
彦

7777　

宮
下　

茂
保

　

宮
下　

茂
保

7777　

横
山　

文
一

　

横
山　

文
一

7878　

馬
場　

利
治

　

馬
場　

利
治

7878　

石
川
辰
一
郎

　

石
川
辰
一
郎

7979　

臼
杵
千
枝
子

　

臼
杵
千
枝
子

7979　

小
栗　

尊
徳

　

小
栗　

尊
徳

7979　

上
田　
　

茂

　

上
田　
　

茂

8080　

武
田　

英
徳

　

武
田　

英
徳

8080　

吉
井　

宣
明

　

吉
井　

宣
明

8181　

青
木　

孝
夫

　

青
木　

孝
夫

8282　

小
林　

敬
直

　

小
林　

敬
直

8383　

外
山
八
重
子

　

外
山
八
重
子

8383　

志
田　

喜
廣

　

志
田　

喜
廣

8585　

西
沢　
　

稔

　

西
沢　
　

稔

8787　

栗
林　

淳
子

　

栗
林　

淳
子

8888　

宇
木　

茂
樹

　

宇
木　

茂
樹

8989　

栗
田　

宗
明

　

栗
田　

宗
明

9595　

永
井　

康
之

　

永
井　

康
之

101101　

宮
沢　

正
昭

　

宮
沢　

正
昭

103103　

武
内　

朋
廣

　

武
内　

朋
廣

107107　

青
山　

洋
一

　

青
山　

洋
一

109109　

木
村　

正
彦

　

木
村　

正
彦

112112　

安
倍　

康
洋

　

安
倍　

康
洋

113113　

吉
井　

宣
仁

　

吉
井　

宣
仁

115115　

和
田　

憲
治

　

和
田　

憲
治

115115　

髙
橋　

良
直

　

髙
橋　

良
直

118118　

小
山　

文
恵

　

小
山　

文
恵

118118　

鈴
木　

勝
喜

　

鈴
木　

勝
喜

123123　

村
山　

拓
郎

　

村
山　

拓
郎

126126　

長　

眞
砂
勝

　

長　

眞
砂
勝

「
滋
賀
県
支
部
経
由
」

三
千
円

推　

小
谷　

正
守

推　

小
谷　

正
守

6666　

岳　
　

尋
幸

　

岳　
　

尋
幸

6868　

尾
崎　

忠
麿

　

尾
崎　

忠
麿

6969　

江
竜　

喜
之

　

江
竜　

喜
之

7171　

国
友　

美
丸

　

国
友　

美
丸

7373　

深
井　

武
臣

　

深
井　

武
臣

7676　

本
城　

政
良

　

本
城　

政
良

7777　

浜
中　

道
雄

　

浜
中　

道
雄

7878　

山
本　

賢
司

　

山
本　

賢
司

7979　

梅
辻　

春
樹

　

梅
辻　

春
樹

9292　

河
下　

太
勇

　

河
下　

太
勇

9595　

岳　
　

一
隆

　

岳　
　

一
隆

9696　

中
山　

恒
夫

　

中
山　

恒
夫

110110　

伊
藤　
　

良

　

伊
藤　
　

良

117117　

多
々
良
夢
人

　

多
々
良
夢
人

125125　

岩
田　

美
幸

　

岩
田　

美
幸

「
大
阪
府
支
部
経
由
」

三
千
円

7575　

豊
田　

克
之

　

豊
田　

克
之

◆　
　
◆　
　

◆

一
万
円

6868　

中
村　

憲
一

　

中
村　

憲
一

六
千
円

6464　

平
田　

智
啓

　

平
田　

智
啓

7171　

望
月　

慶
雄

　

望
月　

慶
雄

9696　

木
部　

憲
二

　

木
部　

憲
二

127127　

鷲
尾　

隆
久

　

鷲
尾　

隆
久

三
千
円

特　

濵
中　

厚
生

特　

濵
中　

厚
生

5858　

成
海　

正
弘

　

成
海　

正
弘

5858　

物
部
忠
三
郎

　

物
部
忠
三
郎

6060　

宇
野　

正
輝

　

宇
野　

正
輝

6161　

栗
岩　

英
雄

　

栗
岩　

英
雄

6161　

野
上　

忠
久

　

野
上　

忠
久

6363　

伊
藤　

雄
康

　

伊
藤　

雄
康

6363　

面
山　

千
岳

　

面
山　

千
岳

6363　

山
本　

文
子

　

山
本　

文
子

6363　

新
田　

仁
志

　

新
田　

仁
志

6464　

志
生
野
温
夫

　

志
生
野
温
夫

6464　

松
尾　

健
二

　

松
尾　

健
二

6464　

日
笠
山
正
治

　

日
笠
山
正
治

6464　

高
田　

徹
也

　

高
田　

徹
也

6565　

小
暮　

功
子

　

小
暮　

功
子

6565　

水
野　

直
房

　

水
野　

直
房

6565　

井
上　

猛
熊

　

井
上　

猛
熊

6565　

杉
山　

道
明

　

杉
山　

道
明

6565　

渡
辺　

誠
治

　

渡
辺　

誠
治

6565　

佐
藤　

公
聰

　

佐
藤　

公
聰

6666　

中
澤　
　

弘

　

中
澤　
　

弘

6666　

山
本　

寶
一

　

山
本　

寶
一

6666　

高
徳　

雄
三

　

高
徳　

雄
三

6666　

宍
倉　

房
子

　

宍
倉　

房
子

6666　

建
内　

光
儀

　

建
内　

光
儀

6666　

村
山　

武
男

　

村
山　

武
男

6666　

山
元　

敦
美

　

山
元　

敦
美

6767　

池
野　

恒
弘

　

池
野　

恒
弘

6767　

岡
村　

文
雄

　

岡
村　

文
雄

6767　

恩
田
安
太
郎

　

恩
田
安
太
郎

6767　

金
子
由
多
嘉

　

金
子
由
多
嘉

6767　

鈴
木　

章
司

　

鈴
木　

章
司

6767　

三
浦　

富
子

　

三
浦　

富
子

6767　

新
見　

隆
司

　

新
見　

隆
司

6767　

飯
田　

三
郎

　

飯
田　

三
郎

6767　

浦
志
甲
子
生

　

浦
志
甲
子
生

6868　

藤
井　

直
和

　

藤
井　

直
和

6868　

岩
崎　

安
宏

　

岩
崎　

安
宏

6868　
小
田
部
瑠
美
子

小
田
部
瑠
美
子

6868　

加
賀
谷
俊
雄

　

加
賀
谷
俊
雄

6868　

藤
田
千
惠
子

　

藤
田
千
惠
子

6868　

平
泉
健
之
助

　

平
泉
健
之
助

6868　

中
橋　

正
彦

　

中
橋　

正
彦

6868　

千
葉　

六
男

　

千
葉　

六
男

6868　

瀧
澤　

吉
興

　

瀧
澤　

吉
興

6868　

橋
本　

和
彦

　

橋
本　

和
彦

6868　

遠
藤　

悟
朗

　

遠
藤　

悟
朗

6969　

伊
佐
地
金
嗣

　

伊
佐
地
金
嗣

6969　

浜
中　

常
雅

　

浜
中　

常
雅

6969　

岡
田　

晃
彦

　

岡
田　

晃
彦

6969　

川
合　
　

彪

　

川
合　
　

彪

6969　

小
泉　

朋
子

　

小
泉　

朋
子

6969　

高
橋　
　

務

　

高
橋　
　

務

6969　

多
久　

鉄
也

　

多
久　

鉄
也

6969　

廣
瀬　

文
夫

　

廣
瀬　

文
夫

7070　

鈴
木　

利
昌

　

鈴
木　

利
昌

7070　

楫　
　
　

真

　

楫　
　
　

真

7070　

鈴
木　
　

強

　

鈴
木　
　

強

7070　

田
辺　

経
世

　

田
辺　

経
世

7070　

渡
辺　

正
之

　

渡
辺　

正
之

7070　

池
原　

成
侑

　

池
原　

成
侑

7070　

児
玉　
　

　

児
玉　
　

7070　

茂
木　

豊
幸

　

茂
木　

豊
幸

7070　

早
川　

義
雄

　

早
川　

義
雄

7171　

稲
葉　

和
實

　

稲
葉　

和
實

7171　

佐
藤
紘
一
郎

　

佐
藤
紘
一
郎

7171　

簾
長　

英
明

　

簾
長　

英
明

7171　

長
江　

俊
忠

　

長
江　

俊
忠

7171　

安
元　

良
孝

　

安
元　

良
孝

7171　

高
松　

民
吉

　

高
松　

民
吉

7171　

菅
沼　
　

淳

　

菅
沼　
　

淳

7171　

永
田　

忠
興

　

永
田　

忠
興

7171　

橋
田　

正
嗣

　

橋
田　

正
嗣

7171　

高
宮　

昌
子

　

高
宮　

昌
子

7171　

赤
石
龍
三
郎

　

赤
石
龍
三
郎

7171　

小
室　

直
孝

　

小
室　

直
孝

7171　

後
藤　

秀
人

　

後
藤　

秀
人

7171　

富
田
直
次
郎

　

富
田
直
次
郎

7171　

中
川　

征
人

　

中
川　

征
人

7272　

大
谷　

長
弘

　

大
谷　

長
弘

7272　

高
橋　
　

晃

　

高
橋　
　

晃

7272　

寺
嶋　

正
男

　

寺
嶋　

正
男

7272　

仲　
　

洋
行

　

仲　
　

洋
行

7272　

小
田
部　

誠

　

小
田
部　

誠

7272　

駒
井　

鐵
平

　

駒
井　

鐵
平

7373　

秋
元　

信
英

　

秋
元　

信
英

7373　

天
川　

泰
子

　

天
川　

泰
子

7373　

植
田　

邦
靖

　

植
田　

邦
靖

7373　

江
上　

壽
幸

　

江
上　

壽
幸

7373　

川
田　

泰
煕

　

川
田　

泰
煕

7373　

白
澤　

敏
明

　

白
澤　

敏
明

7373　

屋
嘉
比
勇
夫

　

屋
嘉
比
勇
夫

7373　

山
本　

廣
康

　

山
本　

廣
康

7373　

阿
部　
　

司

　

阿
部　
　

司

7373　

阿
保　

清
忠

　

阿
保　

清
忠

7373　

小
口　

佳
祐

　

小
口　

佳
祐

7373　

須
田　

昌
代

　

須
田　

昌
代

7373　

岡
前　

凱
允

　

岡
前　

凱
允

7373　

矢
島　
　

寛

　

矢
島　
　

寛

7474　

伊
藤　

克
二

　

伊
藤　

克
二

7474　

今
井　

文
武

　

今
井　

文
武

7474　

大
池　

文
男

　

大
池　

文
男

7474　

久
保　

威
雄

　

久
保　

威
雄

7474　

小
林　

伸
吉

　

小
林　

伸
吉

7474　

佐
藤　

寿
雄

　

佐
藤　

寿
雄

7474　

上
村　

洋
一

　

上
村　

洋
一

7474　

桑
野　

正
光

　

桑
野　

正
光

7474　

下
村　

保
子

　

下
村　

保
子

7474　

松
橋　

繁
春

　

松
橋　

繁
春

7474　

辻
畑　
　

弘

　

辻
畑　
　

弘

7474　

花
松　

忠
義

　

花
松　

忠
義

7474　

松
元　

邦
夫

　

松
元　

邦
夫

7474　

森
必
勝
比
古

　

森
必
勝
比
古

7575　

青
木　

節
子

　

青
木　

節
子

7575　

石
田　

信
道

　

石
田　

信
道

7575　

太
田　

和
子

　

太
田　

和
子

7575　

五
明　

英
子

　

五
明　

英
子

7575　

志
垣　

圭
一

　

志
垣　

圭
一

7575　

長
尾　

和
彦

　

長
尾　

和
彦

7575　

上
田　

京
子

　

上
田　

京
子

7575　

岩
下　

哲
昌

　

岩
下　

哲
昌

7575　

佐
野　

正
稔

　

佐
野　

正
稔

7575　

阿
部　

松
晃

　

阿
部　

松
晃

7575　

加
藤　
　

隆

　

加
藤　
　

隆

7575　

川
井　
　

勇

　

川
井　
　

勇

7575　

榊
田
嘉
津
雄

　

榊
田
嘉
津
雄

7575　

菅
野
佐
登
志

　

菅
野
佐
登
志

7676　

永
井　

宏
一

　

永
井　

宏
一

7676　

佐
々
木
久
子

　

佐
々
木
久
子

7676　

福
田　

治
樹

　

福
田　

治
樹

7676　

紅
谷　

義
信

　

紅
谷　

義
信

7676　

関
谷　

宏
之

　

関
谷　

宏
之

7676　

中
村　
　

誠

　

中
村　
　

誠

7777　

澤
渡　

盛
清

　

澤
渡　

盛
清

7777　

田
澤　
　

昇

　

田
澤　
　

昇

7777　

石
山　

克
之

　

石
山　

克
之

7777　

小
島　

一
典

　

小
島　

一
典

7777　

坂
本　
　

亨

　

坂
本　
　

亨

7777　

白
鳥　

隆
幸

　

白
鳥　

隆
幸

7777　

菊
池　

正
三

　

菊
池　

正
三

7777　

能
田　

政
俊

　

能
田　

政
俊

7777　

村
田　

幸
久

　

村
田　

幸
久

7878　

鈴
木
久
美
子

　

鈴
木
久
美
子

7878　

高
橋　

幸
夫

　

高
橋　

幸
夫

7878　

尾
上　

清
英

　

尾
上　

清
英

7878　

大
島　

文
弘

　

大
島　

文
弘

7878　

谷
部　

忠
志

　

谷
部　

忠
志

7878　

平　
　

一
彦

　

平　
　

一
彦

7878　

藤
島　

秀
隆

　

藤
島　

秀
隆

7878　

新
納　

睦
夫

　

新
納　

睦
夫

7979　

小
澤　

功
明

　

小
澤　

功
明

7979　

中
川　

健
一

　

中
川　

健
一

7979　

萩
原　

正
美

　

萩
原　

正
美

7979　

島
村　

和
夫

　

島
村　

和
夫

7979　

芝
藤　

哲
人

　

芝
藤　

哲
人

7979　

松
井　

葵
之

　

松
井　

葵
之

7979　

上
地
加
代
子

　

上
地
加
代
子

7979　

斉
藤　

茂
美

　

斉
藤　

茂
美

7979　

安
部
孝
次
郎

　

安
部
孝
次
郎

7979　

銀
屋　

恒
夫

　

銀
屋　

恒
夫

7979　

桜
井　

昭
一

　

桜
井　

昭
一

8080　

石
山　

信
昭

　

石
山　

信
昭

8080　

亀
山　

幸
平

　

亀
山　

幸
平

8080　

青
山　

賢
治

　

青
山　

賢
治

8080　

宇
城　

照
燿

　

宇
城　

照
燿

8080　

長
谷
川　

裕

　

長
谷
川　

裕

8080　

篭
尾　

博
子

　

篭
尾　

博
子

8080　

宮
本　

明
雄

　

宮
本　

明
雄

8080　

笹
岡　

憲
泰

　

笹
岡　

憲
泰

8181　

伊
藤　
　

康

　

伊
藤　
　

康

8181　

辻　
　

利
陽

　

辻　
　

利
陽

8181　

西
元　

明
広

　

西
元　

明
広

8181　

諸
麦　

光
博

　

諸
麦　

光
博

8181　

佐
々
木
秋
男

　

佐
々
木
秋
男

8181　

鈴
木　

琢
磨

　

鈴
木　

琢
磨

8181　

神
山　

幸
雄

　

神
山　

幸
雄

8181　

宮
成　

眞
澄

　

宮
成　

眞
澄

8282　

岩
田　

京
子

　

岩
田　

京
子

8282　

笹
部　

惠
子

　

笹
部　

惠
子

8282　

伊
藤　

陽
夫

　

伊
藤　

陽
夫

8282　

鶴
身　

邦
幸

　

鶴
身　

邦
幸

8282　

村
山　

良
幸

　

村
山　

良
幸

8282　

三
宅　
　

強

　

三
宅　
　

強

8282　

実
方　
　

裕

　

実
方　
　

裕

8282　

島
田　

洋
一

　

島
田　

洋
一

8282　

中
西　

雅
俊

　

中
西　

雅
俊

8282　

百
瀬
美
佐
子

　

百
瀬
美
佐
子

8383　

福
田　

恭
子

　

福
田　

恭
子

8383　

米
原　

尊
仁

　

米
原　

尊
仁

8383　

幸
田　

真
人

　

幸
田　

真
人

8383　

江
口　

彰
夫

　

江
口　

彰
夫

8383　

加
藤　
　

裕

　

加
藤　
　

裕

8383　

島
野　

博
行

　

島
野　

博
行

8383　

杉
山　

宏
和

　

杉
山　

宏
和

8383　

船
橋　

幸
夫

　

船
橋　

幸
夫

8383　

粉
川　

誠
一

　

粉
川　

誠
一

8383　

斎
藤　

敬
司

　

斎
藤　

敬
司

8383　

鷲
尾　
　

隆

　

鷲
尾　
　

隆

8383　

岡
田　

明
三

　

岡
田　

明
三

8484　

石
塚　
　

泉

　

石
塚　
　

泉

8484　

新
藤
み
ど
り

　

新
藤
み
ど
り

8484　

北
原　

史
路

　

北
原　

史
路

8585　

佐
藤　

文
人

　

佐
藤　

文
人

8585　

石
田　

耕
一

　

石
田　

耕
一

8585　

蓮
実　

潤
子

　

蓮
実　

潤
子

8585　

石
井　

宏
一

　

石
井　

宏
一

8585　

高
橋　

忠
好

　

高
橋　

忠
好

8585　

鳥
越　

和
幸

　

鳥
越　

和
幸

8585　

野
村　

壽
志

　

野
村　

壽
志

8585　

三
好　

清
隆

　

三
好　

清
隆

8585　

中
川　

恵
介

　

中
川　

恵
介

8585　

林　
　

尚
秀

　

林　
　

尚
秀

8585　

山
崎
あ
や
子

　

山
崎
あ
や
子

8585　

松
田　

輝
雄

　

松
田　

輝
雄

8686　

仲
摩　

美
昭

　

仲
摩　

美
昭

8686　

安
藤　
　

仁

　

安
藤　
　

仁

8686　

荒
木　

新
司

　

荒
木　

新
司

8686　

草
間　

尋
司

　

草
間　

尋
司

8686　

山
田　

祐
輔

　

山
田　

祐
輔

8686　

力
丸　

光
典

　

力
丸　

光
典

8686　

福
田　

弘
和

　

福
田　

弘
和

8787　

浦
辻　

栄
治

　

浦
辻　

栄
治

8787　

小
林　

親
雄

　

小
林　

親
雄

8787　

元
西　

恵
子

　

元
西　

恵
子

8787　

下
村　

淳
麿

　

下
村　

淳
麿

8787　

坂
上　

和
泉

　

坂
上　

和
泉

8888　

柄
野　

哲
也

　

柄
野　

哲
也

8888　
小
宮
山
美
智
江

小
宮
山
美
智
江

8888　

菊
地　

広
幸

　

菊
地　

広
幸

8888　

生
井　

俊
一

　

生
井　

俊
一

8888　

堀
口　

武
夫

　

堀
口　

武
夫

8888　

原
澤　

政
次

　

原
澤　

政
次

8888　

岩
崎　

恒
宣

　

岩
崎　

恒
宣

8989　

渚　
　

恵
子

　

渚　
　

恵
子

8989　

菊
池　

由
美

　

菊
池　

由
美

8989　

東
谷　

一
彦

　

東
谷　

一
彦

8989　

佐
藤　

久
雄

　

佐
藤　

久
雄

8989　

平
川　

信
一

　

平
川　

信
一

9090　

北
島　

建
孝

　

北
島　

建
孝

9090　

村
田　

正
俊

　

村
田　

正
俊

9090　

石
原　

秀
樹

　

石
原　

秀
樹

9090　

細
原　

朝
子

　

細
原　

朝
子

9090　

照
井　

龍
哉

　

照
井　

龍
哉

9090　

蔵
野　

道
子

　

蔵
野　

道
子

9090　

土
屋　

英
夫

　

土
屋　

英
夫

9090　

吉
田　
　

隆

　

吉
田　
　

隆

9090　

三
好　

和
也

　

三
好　

和
也

9090　

横
山　

俊
彦

　

横
山　

俊
彦

9191　

清
水　

祥
彦

　

清
水　

祥
彦

9191　

横
田　

昌
和

　

横
田　

昌
和

9191　

杉
山　

典
子

　

杉
山　

典
子

9191　

斎
藤　
　

元

　

斎
藤　
　

元

9292　

小
川
あ
づ
さ

　

小
川
あ
づ
さ

9292　

川
島　

共
子

　

川
島　

共
子

9292　

土
屋
菜
穂
子

　

土
屋
菜
穂
子

9292　

佐
藤　
　

誠

　

佐
藤　
　

誠

9292　

八
田　

俊
之

　

八
田　

俊
之

9292　

原　
　

清
治

　

原　
　

清
治

9292　

富
沢　
　

浩

　

富
沢　
　

浩

9292　

加
藤　

吉
市

　

加
藤　

吉
市

9292　

迎　
　

正
吾

　

迎　
　

正
吾

9393　

南
部　

洋
一

　

南
部　

洋
一

9393　

竹
内　

麻
里

　

竹
内　

麻
里

9393　

廣
田　

篤
樹

　

廣
田　

篤
樹

9393　

吉
富　

孝
則

　

吉
富　

孝
則

9393　

藤
田　

美
宣

　

藤
田　

美
宣

9494　

武
内　

清
恵

　

武
内　

清
恵

9494　

佐
藤　

俊
一

　

佐
藤　

俊
一

9494　

管
澤
久
美
子

　

管
澤
久
美
子

9595　

上
泉
美
奈
子

　

上
泉
美
奈
子

9595　

青
柳　

有
仕

　

青
柳　

有
仕

9595　

力
丸　

健
治

　

力
丸　

健
治

9595　

池
上　

典
子

　

池
上　

典
子

9696　

佐
々
木
裕
基

　

佐
々
木
裕
基

9696　

藤
井　

浩
美

　

藤
井　

浩
美

9797　

嶋
津　

宣
史

　

嶋
津　

宣
史

9797　

水
野
万
紀
子

　

水
野
万
紀
子

9898　

小
泉　

佳
子

　

小
泉　

佳
子

9898　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

9898　

杉
本　

千
晶

　

杉
本　

千
晶

9898　

小
林　

茂
之

　

小
林　

茂
之

9898　

宇
貫　

文
昭

　

宇
貫　

文
昭

9999　

安
元　

良
久

　

安
元　

良
久

9999　

永
井　

純
子

　

永
井　

純
子

9999　

中
島　

正
高

　

中
島　

正
高

100100　

柄
澤　

士
郎

　

柄
澤　

士
郎

100100　

大
庭　

耕
一

　

大
庭　

耕
一

100100　

谷
野　
　

淳

　

谷
野　
　

淳

100100　

比
企　

智
徳

　

比
企　

智
徳

100100　

宗
像　

利
道

　

宗
像　

利
道

101101　

石
﨑　

信
考

　

石
﨑　

信
考

102102　

直
井　

秀
樹

　

直
井　

秀
樹

102102　

深
沢
美
智
子

　

深
沢
美
智
子

103103　

山
内
麻
起
子

　

山
内
麻
起
子

103103　

重
富　

栄
樹

　

重
富　

栄
樹

103103　

遠
藤　

重
和

　

遠
藤　

重
和

104104　

秋
山　

和
泉

　

秋
山　

和
泉

104104　

橋
本
慎
一
郎

　

橋
本
慎
一
郎

104104　

細
谷　

武
史

　

細
谷　

武
史

104104　

高
坂
あ
ゆ
み

　

高
坂
あ
ゆ
み

104104　

星
野　

昌
弘

　

星
野　

昌
弘

104104　

平
澤　

卓
也

　

平
澤　

卓
也

105105　

岩
井　

孝
幸

　

岩
井　

孝
幸

106106　

浅
井　

克
彦

　

浅
井　

克
彦

106106　

荻
野　

宏
明

　

荻
野　

宏
明

107107　

幕
内　

健
浩

　

幕
内　

健
浩

107107　

篠
田　

隆
文

　

篠
田　

隆
文

108108　

石
村　

貴
博

　

石
村　

貴
博

109109　

石
丸　

未
来

　

石
丸　

未
来

109109　

神
山　

和
也

　

神
山　

和
也

109109　

三
浦　
　

智

　

三
浦　
　

智

109109　

中
村　

令
子

　

中
村　

令
子

110110　

渡
邉　

基
也

　

渡
邉　

基
也

110110　

高
原　

一
樹

　

高
原　

一
樹

111111　

鈴
木　

一
徳

　

鈴
木　

一
徳

112112　

仙
田　

政
直

　

仙
田　

政
直

113113　

山
下　
　

明

　

山
下　
　

明

114114　

上
田　

重
安

　

上
田　

重
安

114114　

永
井　

伸
幸

　

永
井　

伸
幸

116116　

田
部　

秀
治

　

田
部　

秀
治

117117　

石
川　
　

元

　

石
川　
　

元

117117　

坂
井
み
ず
ほ

　

坂
井
み
ず
ほ

118118　

常
盤　

瑞
人

　

常
盤　

瑞
人

118118　

柴
野　

悠
樹

　

柴
野　

悠
樹

119119　

川
島
由
太
郎

　

川
島
由
太
郎

120120　

間
宮　

康
仁

　

間
宮　

康
仁

123123　

田
中　

宏
幸

　

田
中　

宏
幸

124124　

及
川
翔
一
朗

　

及
川
翔
一
朗

102102　

中
川　

哲
哉

　

中
川　

哲
哉

106106　

蒲
池
さ
や
か

　

蒲
池
さ
や
か

110110　

西
崎　

洋
平

　

西
崎　

洋
平

111111　

中
田　

尚
大

　

中
田　

尚
大

113113　

河
野　

保
博

　

河
野　

保
博

127127　

佐
藤　

智
彬

　

佐
藤　

智
彬

7474　

瀬
村　

浩
璽

　

瀬
村　

浩
璽

7474　

桑
野　

正
光

　

桑
野　

正
光

7474　

玉
井　

浩
二

　

玉
井　

浩
二

7575　

田
中　

佳
子

　

田
中　

佳
子

7575　

山
内　
　

卓

　

山
内　
　

卓

7676　

宇
田
川
寿
夫

　

宇
田
川
寿
夫

7878　

小
笠
原　

通

　

小
笠
原　

通

8080　

伊
勢
東
四
郎

　

伊
勢
東
四
郎

8181　

寺
田　
　

章

　

寺
田　
　

章

8282　

上
田　
　

睦

　

上
田　
　

睦

8383　

江
見　

祥
生

　

江
見　

祥
生

8383　

込
宮　

久
夫

　

込
宮　

久
夫

8383　

宮
川　

直
明

　

宮
川　

直
明

8484　

大
石　

和
彦

　

大
石　

和
彦

8585　

森　
　

泰
文

　

森　
　

泰
文

8686　

阿
藤　
　

衛

　

阿
藤　
　

衛

8787　

平
賀　
　

修

　

平
賀　
　

修

8787　

草
間　
　

香

　

草
間　
　

香

8989　

三
浦　

理
恵

　

三
浦　

理
恵

9090　

菊
池　

健
治

　

菊
池　

健
治

9191　

馬
場　

信
男

　

馬
場　

信
男

9191　

東　
　

禎
章

　

東　
　

禎
章

9191　

松
井　

直
巳

　

松
井　

直
巳

9292　

原　
　

清
治

　

原　
　

清
治

9292　

金
森　

重
昭

　

金
森　

重
昭

9393　

白
坂　

桂
彦

　

白
坂　

桂
彦

9595　

倉
持
富
士
勇

　

倉
持
富
士
勇

9797　

内
藤　
　

健

　

内
藤　
　

健

104104　

橋
本
慎
一
郎

　

橋
本
慎
一
郎

116116　

武
井　

大
侑

　

武
井　

大
侑

123123　

滑
川　

智
彦

　

滑
川　

智
彦

七
千
円

7171　

簾
長　

英
明

　

簾
長　

英
明

100100　

比
企　

智
徳

　

比
企　

智
徳

五
千
円

推　

新
富　

康
央

推　

新
富　

康
央

6060　

長
須　

正
文

　

長
須　

正
文

6565　

川
島
清
一
郎

　

川
島
清
一
郎

6565　

杉
山　

道
明

　

杉
山　

道
明

6666　

是
則　

宗
興

　

是
則　

宗
興

6767　

高
橋　

里
男

　

高
橋　

里
男

6868　

岩
崎　

安
宏

　

岩
崎　

安
宏

6969　

関
戸　

義
幸

　

関
戸　

義
幸

7070　

宮
川　

清
治

　

宮
川　

清
治

7171　

佐
藤
紘
一
郎

　

佐
藤
紘
一
郎

7171　

小
谷　
　

優

　

小
谷　
　

優

7171　

岩
澤　

具
治

　

岩
澤　

具
治

7474　

千
家　

活
彦

　

千
家　

活
彦

7474　

有
賀　

伸
興

　

有
賀　

伸
興

7474　

鈴
木
美
佐
子

　

鈴
木
美
佐
子

7474　

前
山　

忠
夫

　

前
山　

忠
夫

7575　

湯
田　

栄
弘

　

湯
田　

栄
弘

7575　

小
林　

俊
二

　

小
林　

俊
二

7575　

武
田　

和
芳

　

武
田　

和
芳

7575　

栗
原　
　

彰

　

栗
原　
　

彰

7676　

福
田　

治
樹

　

福
田　

治
樹

7676　

紅
谷　

義
信

　

紅
谷　

義
信

7676　

大
矢　

征
生

　

大
矢　

征
生

7777　

下
戸　

直
一

　

下
戸　

直
一

7878　

高
橋　

幸
夫

　

高
橋　

幸
夫

7878　

村
野　
　

薫

　

村
野　
　

薫

7979　

小
西　

正
子

　

小
西　

正
子

7979　

関
山　

敬
純

　

関
山　

敬
純

8080　

吉
井　

宣
明

　

吉
井　

宣
明

8080　

山
本　

泰
紘

　

山
本　

泰
紘

8181　

谷
崎　

正
史

　

谷
崎　

正
史

8181　

平
野　

泰
樹

　

平
野　

泰
樹

8181　

諸
麦　

光
博

　

諸
麦　

光
博

8282　

高
津　

利
貞

　

高
津　

利
貞

8383　

金
光　

精
一

　

金
光　

精
一

8383　

杉
山　

宏
和

　

杉
山　

宏
和

8383　

沢
畑
明
比
古

　

沢
畑
明
比
古

8484　

石
塚　
　

泉

　

石
塚　
　

泉

8484　

村
野　

康
治

　

村
野　

康
治

8686　

武
曽　

素
行

　

武
曽　

素
行

8787　

倉
下　

正
弘

　

倉
下　

正
弘

8888　

宮
脇　

宣
夫

　

宮
脇　

宣
夫

8888　

笠
掛　

清
一

　

笠
掛　

清
一

8888　

田
辺　

泰
典

　

田
辺　

泰
典

8888　

堀
口　

武
夫

　

堀
口　

武
夫

8888　

川
島　

昭
光

　

川
島　

昭
光

8989　

浅
田　

光
喜

　

浅
田　

光
喜

8989　

川
成　

豊
美

　

川
成　

豊
美

9393　

南
部　

洋
一

　

南
部　

洋
一

9393　

吉
富　

孝
則

　

吉
富　

孝
則

9595　

岡
野　

大
治

　

岡
野　

大
治

9595　

熊
木　

健
治

　

熊
木　

健
治

9696　

石
井　

嘉
伸

　

石
井　

嘉
伸

9696　

菊
地
要
之
介

　

菊
地
要
之
介

9696　

石
川　

正
典

　

石
川　

正
典

9898　

宇
貫　

文
昭

　

宇
貫　

文
昭

9999　

井
上　

有
子

　

井
上　

有
子

9999　

尾
方
恵
一
郎

　

尾
方
恵
一
郎

100100　

德
竹　

理
恵

　

德
竹　

理
恵

100100　

大
庭　

耕
一

　

大
庭　

耕
一

100100　

堀
江　

利
映

　

堀
江　

利
映

100100　

松
本　
　

淳

　

松
本　
　

淳

100100　

谷
野　
　

淳

　

谷
野　
　

淳

101101　

稲
毛　

直
美

　

稲
毛　

直
美

101101　

上
田
桂
太
郎

　

上
田
桂
太
郎

104104　

和
智　

恵
一

　

和
智　

恵
一

108108　

川
村
謙
太
郎

　

川
村
謙
太
郎

110110　

高
原　

一
樹

　

高
原　

一
樹

113113　

南
嶋　

将
樹

　

南
嶋　

将
樹

116116　

伊
藤
壮
一
郎

　

伊
藤
壮
一
郎

116116　

河
原　

孝
夫

　

河
原　

孝
夫

120120　

横
山　

喜
好

　

横
山　

喜
好

120120　

星
川　

尚
子

　

星
川　

尚
子

120120　

西
尾　

尚
己

　

西
尾　

尚
己

124124　

須
田　

光
一

　

須
田　

光
一

125125　

井
上　

伸
大

　

井
上　

伸
大

126126　

坂
口　

桃
子

　

坂
口　

桃
子

127127　

蔵
田　

国
生

　

蔵
田　

国
生

127127　

石
川　

真
理

　

石
川　

真
理

三
千
円

7474　

宇
佐
美　

通

　

宇
佐
美　

通

7676　

山
本　

貴
之

　

山
本　

貴
之

8686　

広
野　

数
雄

　

広
野　

数
雄

112112　

浦
部　

千
尋

　

浦
部　

千
尋

二
千
円

7474　

佐
藤　

寿
雄

　

佐
藤　

寿
雄

7474　

久
本　
　

剛

　

久
本　
　

剛

7575　

渡
部　

清
子

　

渡
部　

清
子

8686　

安
藤　
　

仁

　

安
藤　
　

仁

9898　

豊
嶋　

史
之

　

豊
嶋　

史
之

千
円

7979　

武
藤　

健
男

　

武
藤　

健
男

〈
維
持
寄
付
金
〉

十
万
円

9191　

島
村　

禎
宏

　

島
村　

禎
宏

五
万
円

6969　

駒
井　

つ
ね

　

駒
井　

つ
ね

7575　

田
中　

孝
顕

　

田
中　

孝
顕

127127　

山
下　

秀
尭

　

山
下　

秀
尭

三
万
円

6868　

岡
村　

吉
明

　

岡
村　

吉
明

7575　

大
岡　

慶
久

　

大
岡　

慶
久

8888　

齋
藤　

敏
治

　

齋
藤　

敏
治

二
万
円

　
　

徳
島
県
支
部

　
　

徳
島
県
支
部

8686　

村
石
み
ち
子

　

村
石
み
ち
子

127127　

夏
田　

公
理

　

夏
田　

公
理

一
万
円

推　

新
富　

康
央

推　

新
富　

康
央

5555　

村
上　

喜
信

　

村
上　

喜
信

5858　

及
川
忠
之
丞

　

及
川
忠
之
丞

6262　

飯
島　
　

隆

　

飯
島　
　

隆

6363　

下
山　

洋
子

　

下
山　

洋
子

6363　

根
本　
　

強

　

根
本　
　

強

6464　

高
田　

徹
也

　

高
田　

徹
也

6565　

杉
山　

道
明

　

杉
山　

道
明

6666　

雲
丹
亀
五
郎

　

雲
丹
亀
五
郎

6666　

中
澤　
　

弘

　

中
澤　
　

弘

6666　

是
則　

宗
興

　

是
則　

宗
興

6868　

尾
城　

和
雄

　

尾
城　

和
雄

6868　

田
邊　
　

捷

　

田
邊　
　

捷

6969　

戸
澤　
　

務

　

戸
澤　
　

務

6969　

伊
佐
地
金
嗣

　

伊
佐
地
金
嗣

6969　

海
藤　

和
雄

　

海
藤　

和
雄

6969　

岩
田　

京
子

　

岩
田　

京
子

6969　

国
重　

勝
之

　

国
重　

勝
之

7070　

神
谷　

貞
夫

　

神
谷　

貞
夫

7070　

宮
川　

清
治

　

宮
川　

清
治

7171　

簾
長　

英
明

　

簾
長　

英
明

7171　

日
高　

輝
和

　

日
高　

輝
和

7171　

岩
澤　

具
治

　

岩
澤　

具
治

7272　

寺
嶋　

正
男

　

寺
嶋　

正
男

7272　

満
井　

司
郎

　

満
井　

司
郎

7272　

三
上　

澄
子

　

三
上　

澄
子

7373　

阿
保　

清
忠

　

阿
保　

清
忠

7373　

大
久
保
千
尭

　

大
久
保
千
尭

7474　

大
池　

文
男

　

大
池　

文
男

7474　

瀬
村　

浩
璽

　

瀬
村　

浩
璽

7575　

小
林　

俊
二

　

小
林　

俊
二

7575　

石
田　

信
道

　

石
田　

信
道

7777　

下
戸　

直
一

　

下
戸　

直
一

7878　

沼
崎
知
江
子

　

沼
崎
知
江
子

7878　

洞
口
み
は
る

　

洞
口
み
は
る

7878　

小
笠
原　

通

　

小
笠
原　

通

7878　

香
取　

邦
彦

　

香
取　

邦
彦

7878　

鱒
沢　

克
美

　

鱒
沢　

克
美

7878　

小
野　

光
彦

　

小
野　

光
彦

7878　

加
藤　

葉
子

　

加
藤　

葉
子

7878　

門
脇　

道
夫

　

門
脇　

道
夫

7878　

村
野　
　

薫

　

村
野　
　

薫

7979　

坂
本　

幸
男

　

坂
本　

幸
男

7979　

小
西　

正
子

　

小
西　

正
子

7979　

関
山　

敬
純

　

関
山　

敬
純

8080　

里
見　

裕
輔

　

里
見　

裕
輔

8080　

山
本
佳
代
子

　

山
本
佳
代
子

8080　

伊
勢
東
四
郎

　

伊
勢
東
四
郎

8080　

小
俣　

能
範

　

小
俣　

能
範

8181　

平
野　

泰
樹

　

平
野　

泰
樹

8282　

実
方　
　

裕

　

実
方　
　

裕

8282　

森
田　

勝
瀧

　

森
田　

勝
瀧

8383　

石
川　

正
人

　

石
川　

正
人

8383　

江
見　

祥
生

　

江
見　

祥
生

8383　

宮
川　

直
明

　

宮
川　

直
明

8484　

田
村　

寛
治

　

田
村　

寛
治

8484　

石
塚　
　

泉

　

石
塚　
　

泉

8484　

大
石　

和
彦

　

大
石　

和
彦

8585　

志
村　

幸
男

　

志
村　

幸
男

8585　

石
田　

耕
一

　

石
田　

耕
一

8585　

小
野
目
博
昭

　

小
野
目
博
昭

8686　

安
藤　
　

仁

　

安
藤　
　

仁

8686　

大
沢　

洋
昭

　

大
沢　

洋
昭

8787　

平
賀　
　

修

　

平
賀　
　

修

8787　

柴　
　

賢
悟

　

柴　
　

賢
悟

8888　

宮
脇　

宣
夫

　

宮
脇　

宣
夫

8888　

渡
辺　

正
一

　

渡
辺　

正
一

8888　

川
島　

昭
光

　

川
島　

昭
光

8989　

川
成　

豊
美

　

川
成　

豊
美

9090　

海
老
名　

優

　

海
老
名　

優

9191　

東　
　

禎
章

　

東　
　

禎
章

9191　

松
井　

直
巳

　

松
井　

直
巳

9191　

小
松　

治
己

　

小
松　

治
己

9292　

金
森　

重
昭

　

金
森　

重
昭

9393　

南
部　

洋
一

　

南
部　

洋
一

9393　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

9595　

倉
持
富
士
勇

　

倉
持
富
士
勇

9696　

菊
地
要
之
介

　

菊
地
要
之
介

9696　

石
川　

正
典

　

石
川　

正
典

9696　

高
橋　

直
志

　

高
橋　

直
志

9797　

岡
田　
　

裕

　

岡
田　
　

裕

9797　

杤
原　

茂
樹

　

杤
原　

茂
樹

9797　

内
藤　
　

健

　

内
藤　
　

健

9898　

石
川　

桂
子

　

石
川　

桂
子

9898　

高
橋　

礼
子

　

高
橋　

礼
子

100100　

德
竹　

理
恵

　

德
竹　

理
恵

100100　

大
庭　

耕
一

　

大
庭　

耕
一

100100　

谷
野　
　

淳

　

谷
野　
　

淳

100100　

田
中　

光
吉

　

田
中　

光
吉

101101　

稲
毛　

直
美

　

稲
毛　

直
美

104104　

和
智　

恵
一

　

和
智　

恵
一

104104　

橋
本
慎
一
郎

　

橋
本
慎
一
郎

113113　

山
下　
　

明

　

山
下　
　

明

114114　

永
井　

伸
幸

　

永
井　

伸
幸

120120　

横
山　

喜
好

　

横
山　

喜
好

123123　

滑
川　

智
彦

　

滑
川　

智
彦

125125　

水
本　

裕
美

　

水
本　

裕
美

126126　

惠
後
原
慶
市

　

惠
後
原
慶
市

127127　

松
崎　
　

優

　

松
崎　
　

優

五
千
円

8181　

村
瀬　

昇
一

　

村
瀬　

昇
一

三
千
円

7575　

横
沢　

大
造

　

横
沢　

大
造

六
百
八
十
円

7676　

坂
入　
　

益

　

坂
入　
　

益

五
百
六
十
円

8383　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

三
百
四
十
円

7070　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

十
万
円

8181　

福
永　
　

實

　

福
永　
　

實

五
万
円

6969　

駒
井　

つ
ね

　

駒
井　

つ
ね

127127　

山
下　

秀
尭

　

山
下　

秀
尭

三
万
円

6666　

藤
田　

秀
雄

　

藤
田　

秀
雄

6767　

飯
田　

三
郎

　

飯
田　

三
郎

7171　

沼
田　

義
雄

　

沼
田　

義
雄

8686　

村
石
み
ち
子

　

村
石
み
ち
子

127127　

夏
田　

公
理

　

夏
田　

公
理

二
万
円

7676　

坂
入　
　

益

　

坂
入　
　

益

8484　

田
村　

寛
治

　

田
村　

寛
治

一
万
円

　
　
　
　
院
友
会
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

院
友
会
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

推　

中
井　

壽
子

推　

中
井　

壽
子

6363　

下
山　

洋
子

　

下
山　

洋
子

6464　

田
中　

美
代

　

田
中　

美
代

6565　

西
川　
　

浩

　

西
川　
　

浩

6868　

奈
良
原
宣
久

　

奈
良
原
宣
久

7171　

日
高　

輝
和

　

日
高　

輝
和

7272　

若
山　

蔚
樹

　

若
山　

蔚
樹

7373　

玉
利　

昭
七

　

玉
利　

昭
七

7373　

土
屋　

紀
生

　

土
屋　

紀
生

7474　

大
池　

文
男

　

大
池　

文
男

〈
学
術・ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
〉

二
万
円

　
　
　
　
放
送
文
化
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会

放
送
文
化
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会

一
万
八
千
円

　
　
　
　

 

院
友
青
梅
西

院
友
青
梅
西 

多

摩
教
職
員
会

摩
教
職
員
会 

会
長
会
長 

高
野
八
郎

高
野
八
郎

三
千
円

6565　

穂
積　

了
吉

　

穂
積　

了
吉

千
円

9898　

小
泉　

佳
子
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國學院大學博物館だより
毎号博物館の企画展を紹介していきます。毎号博物館の企画展を紹介していきます。

開催！「幕末から明治を駈けた好古家たち―Antiquarians―」
企画展

入館無料会期：令和２年１月25日（土）～３月15日（日）
会期中休館日：２月２日（日）・10日（月）　会場：國學院大學博物館　企画展示室

展　　示「幕末から明治を駈けた好古家たち―Antiquarians―」

参加費
無料

会期中、ミュージアムトークも開催予定！詳しくは展覧会チラシもしくは、國學院
大學博物館ホームページをご覧ください。

イベント　◎場所：國學院大學博物館ホール

ミュージアムショップにて展覧会図録も販売！
そ の 他

好古家って知っていますか？
　江戸時代中期以降、古器物に関心を寄せる人々が国学者や武家、
町人など各層に広がり、彼らは総じて ｢好古家｣ と呼ばれた。日本
の美術品受容の歴史を紐解くと、古代より時の権力者や時代を担っ
た数多の文化人達によって様々なかたちで展開されてきた事実があ
る。幕末維新期の混乱によって放出される古器物の保護や太政官に
よる ｢古器旧物保存方｣ の布告など幾多の事業を展開したが、何れ
の局面においてもこれらの事業を共に支える好古家たちがいた。
　本企画展では、近代博物館黎明期を支えた「好古家」たちによ
る、古物の研究とその蒐集に焦点を当て、彼らの果たした役割につ
いてあきらかにする。

柏木政矩「仁徳天皇大仙陵石槨之中ヨ
リ出シ甲冑之圖」写
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「会費について」

皆さまよりお納め頂く『会費』・『寄付金』により、本会は事業を行っております。
ご理解とご協力を重ねてお願いいたします。

　本会の会費制度についてご説明いたします。（ホー
ムページ【URL https://www.kokugakuin.or.jp】
の『会費・寄付金のお願い』の欄でも説明していま
す。併せてご覧ください）
　本会の会費は２種類ございます。一つは『年度会
費』です。これは毎年度ごとに会費3,000円をお納
めいただくものです。
　もう一つは『十年会費』です。毎年毎年会費を納
めるのではなく、10年分の年度会費を一括でお納
めいただくものでございます。金額は20,000円に
なります。『十年会費』は、平成８年の理事会にお
いて、本会の財政安定を図るために、寄附行為の変
更を行い、従来の『終身会費』の名称を廃止して、
変更したものです。
　既に『終身会費』として納入された方は、今後
請求されることはないし、『終身会費廃止』は約束
違反である、と思われるのは当然のことでありま
すが、院友数の増加や社会情勢をふまえ、『年度会
費』あるいは『十年会費』への切り替えに、ご理解
とご協力をお願いしよう、ということがこれまでの
主旨でございます。引き続きより分かり易く、より
丁寧に会員の皆様に十年会費への切り替えをお願い

して参りたいと存じます。何卒ご理解とご協力をお
願い申し上げます。
　既に『終身会費』として納入された方には、納入
年から10年を経過しますと、会報に会費依頼状を
同封させて頂きます。
　また99期以降の学部をご卒業の方は、卒業時に
代理徴収（終身会費または十年会費）させて頂いて
おります。
　令和元年度分の会費については、今から10年前
の117期にご卒業をされた方、またはそれ以前の
ご卒業の方で会費が未納の方に、『ご協力をお願い
いたします』が同封されます。同封の依頼状が『維
持寄付金、学術・スポーツ振興資金をお願いいたし
ます』（水色の依頼状）から『ご協力をお願いいた
します』に変わった時が、『十年会費』の有効期限
の終了になります。
　上記の会費の他に、寄付金制度がございます。『維
持寄付金』と『学術・スポーツ振興資金』と２種類ござ
います。こちらの方へもご協力をお願いいたします。
　会費の依頼状・振込用紙は、院友会報に同封いた
します。是非皆さま方のご協力をたまわりますよう
お願い申し上げます。

H31・4/1～R1・5/31 6/1～10/31 合　計
金額(円) 口数 金額(円) 口数 金額(円) 口数

年 度 会 費 1,693,000 565 1,996,000 666 3,689,000 1,231 
十 年 会 費 1,860,000 93 1,640,000 82 3,500,000 175 
維持寄付金 1,036,120 97 1,399,580 114 2,435,700 211 
基本財産寄付金 0 0 42,000 4 42,000 4 

■ 会費等入金累計表 ■
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嘗
会
悠
紀
殿
之
図

（「
大
嘗
会
悠
紀
殿
之
図

〈
主
基
同
之
〉
／
貞
享
四
丁

〈
主
基
同
之
〉
／
貞
享
四
丁

卯
歳
／
十
一
月
十
六
日
」
）

卯
歳
／
十
一
月
十
六
日
」
）

は
、
貞
享
四
年
の
年
記
が
あ

は
、
貞
享
四
年
の
年
記
が
あ

り
、
東
山
天
皇
の
大
嘗
祭
に

り
、
東
山
天
皇
の
大
嘗
祭
に

お
け
る
悠
紀
殿
内
の
様
子
を

お
け
る
悠
紀
殿
内
の
様
子
を

記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
神
殿
内
に
お
け
る
天
皇

す
。
神
殿
内
に
お
け
る
天
皇

の
御
座
と
思
わ
れ
る
半
畳
、

の
御
座
と
思
わ
れ
る
半
畳
、

神
食
薦
、
中
央
の
神
（
寝
）

神
食
薦
、
中
央
の
神
（
寝
）

座
と
し
て
薄
青
の
紙
が
貼
ら

座
と
し
て
薄
青
の
紙
が
貼
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
畳
の
縁
の

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
畳
の
縁
の

色
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

色
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
神
座
の
上
に
置
か
れ
た

た
、
神
座
の
上
に
置
か
れ
た

衾
や
、
神
座
の
脇
に
置
か
れ

衾
や
、
神
座
の
脇
に
置
か
れ

た
御
櫛
・
御
扇
や
和
妙
案
と

た
御
櫛
・
御
扇
や
和
妙
案
と

荒
妙
案
な
ど
の
調
度
品
と
し

荒
妙
案
な
ど
の
調
度
品
と
し

て
橙
の
紙
が
貼
ら
れ
て
お

て
橙
の
紙
が
貼
ら
れ
て
お

り
、
特
に
中
央
の
神
座
（
寝

り
、
特
に
中
央
の
神
座
（
寝

座
）
に
つ
い
て
は
、
大
き
さ

座
）
に
つ
い
て
は
、
大
き
さ

の
異
な
る
畳
を
模
し
た
薄
青

の
異
な
る
畳
を
模
し
た
薄
青

紙
が
重
ね
て
貼
ら
れ
て
め
く

紙
が
重
ね
て
貼
ら
れ
て
め
く

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
ま
た
坂
枕
を
立
体
的
に

り
、
ま
た
坂
枕
を
立
体
的
に

傾
斜
状
に
作
成
す
る
な
ど
、

傾
斜
状
に
作
成
す
る
な
ど
、

丁
寧
に
再
現
さ
れ
て
い
ま

丁
寧
に
再
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
神
（
寝
）
座
脇
の
半
畳

す
。
神
（
寝
）
座
脇
の
半
畳

（
御
座
）
と
神
食
薦
（
神
饌

（
御
座
）
と
神
食
薦
（
神
饌

を
供
え
る
）
は
、
伊
勢
神
宮

を
供
え
る
）
は
、
伊
勢
神
宮

の
方
角
で
あ
る
東
南
向
き
に

の
方
角
で
あ
る
東
南
向
き
に

敷
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

敷
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

か
り
ま
す
。

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

事
務
部
図
書
館
事
務
課
・
記

東都大学野球秋季１部リーグ戦 星取表（令和元年）
順　位 中 央 大 亜細亜大 國學院大 立 正 大 東 洋 大 駒 澤 大 勝数 負数 分数 勝率 勝点

1 中 央 大 　　 ○○ ○●○ ○○ ○○ ○○ 10 １ ０ 0.909 ５
2 亜細亜大 ●● 　　 ○●○ ●● ●○○ ●○○ ６ ７ ０ 0.462 ３
3 國學院大 ●○● ●○● 　　 ○○ ○●● ○●○ ７ ７ ０ 0.500 ２
4 立 正 大 ●● ○○ ●● 　　 ●○● ○○ ５ ６ ０ 0.455 ２
5 東 洋 大 ●● ○●● ●○○ ○●○ 　　 ○●● ６ ８ ０ 0.429 ２
6 駒 澤 大 ●● ○●● ●○● ●● ●○○ 　　 ４ ９ ０ 0.308 １

陸
上
競
技
部

出
雲
駅
伝
初
優
勝
！

全
日
本
大
学
駅
伝
初
の

二
年
連
続
シ
ー
ド
権
獲
得
！

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
す
。

　

平
素
よ
り
陸
上
競
技
部
へ

　

平
素
よ
り
陸
上
競
技
部
へ

の
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協

の
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

七
年
ぶ
り
の
出
場
と
な
っ

　

七
年
ぶ
り
の
出
場
と
な
っ

た
出
雲
駅
伝
で
は
、
陸
上
競

た
出
雲
駅
伝
で
は
、
陸
上
競

技
部
初
の
三
大
駅
伝
初
優
勝

技
部
初
の
三
大
駅
伝
初
優
勝

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
、
チ
ー
ム
目
標
に
掲
げ
て

き
、
チ
ー
ム
目
標
に
掲
げ
て

い
た
三
位
以
内
を
達
成
す
る

い
た
三
位
以
内
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
最
終
区
四
位

　

そ
の
中
で
も
最
終
区
四
位

で
襷
を
受
け
取
っ
た
土
方
英

で
襷
を
受
け
取
っ
た
土
方
英

和
（
健
体
４
年
）
が
出
雲
駅

和
（
健
体
４
年
）
が
出
雲
駅

伝
で
國
學
院
大
學
初
と
な
る

伝
で
國
學
院
大
學
初
と
な
る

区
間
賞
を
獲
得
し
、
チ
ー
ム

区
間
賞
を
獲
得
し
、
チ
ー
ム

の
順
位
を
一
位
ま
で
押
し
上

の
順
位
を
一
位
ま
で
押
し
上

げ
る
素
晴
ら
し
い
走
り
を
見

げ
る
素
晴
ら
し
い
走
り
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

全
日
本
大
学
駅
伝
で
は
五

　

全
日
本
大
学
駅
伝
で
は
五

区
を
走
っ
た
青
木
祐
人
（
経

区
を
走
っ
た
青
木
祐
人
（
経

ネ
４
年
）
が
國
學
院
大
學
初

ネ
４
年
）
が
國
學
院
大
學
初

と
な
る
区
間
賞
、
区
間
新
を

と
な
る
区
間
賞
、
区
間
新
を

第31回出雲全日本大学選抜駅伝競走・総合成績
順位 大学名 総合成績
１ 國學院大學　初優勝 2：09’58”
２ 駒 澤 大 学 2：10’06”
３ 東 洋 大 学 2：10’09”
４ 東 海 大 学 2：10’18”
５ 青山学院大学 2：10’51”
６ 立 命 館 大 学 2：13’11”
７ 帝 京 大 学 2：13’49”
８ 順 天 堂 大 学 2：14’04”
９ 拓 殖 大 学 2：14’18”
10 法 政 大 学 2：14’20”

以下省略（全21チーム出場）

出雲駅伝個人成績
区間 氏名 学年 タイム 区間順位
1 藤木　宏太 神文２年 24’29” ５位
2 中西　大翔 健体１年 16’21” ３位
3 浦野　雄平 経営４年 23’57” ３位 ※区間新
4 青木　祐人 経ネ４年 17’45” ５位
5 茂原　大悟 史４年 18’21” ５位
6 土方　英和 健体４年 29’05” １位

第51回全日本大学駅伝対校選手権大会・総合成績
順位 大学名 総合成績
１ 東 海 大 学 ５：13’15”
２ 青山学院大学 ５：14’59”
３ 駒 澤 大 学 ５：15’04”
４ 東京国際大学 ５：15’35”
５ 東 洋 大 学 ５：15’40”
６ 早 稲 田 大 学 ５：17’04”
７ 國學院大學（國學院歴代最高記録） ５：17’34”
８ 帝 京 大 学 ５：19’38”

以上　上位８校シード権獲得
９ 順 天 堂 大 学 ５：19’46”

以下省略（全27チーム出場）

個人成績
区間 氏名 学年 タイム 区間順位
1 島崎　慎愛 経営２年 28’17” 12位
2 浦野　雄平 経営４年 31’38” ２位 ※区間新
3 藤木　宏太 神文２年 34’48” 12位
4 中西　大翔 健体１年 34’14” ４位
５ 青木　祐人 経ネ４年 36’06” １位 ※区間賞／区間新
６ 中西　唯翔 健体１年 38’12” ５位
７ 茂原　大悟 史４年 55’15” 17位
８ 土方　英和 健体４年 59’04” ５位

ス
ポ
ー
ツ
部
門

硬
式
野
球
部

創
部
以
来
二
度
目
の

優
勝
を
！

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
院
友
の
皆
さ

ご
ざ
い
ま
す
。
院
友
の
皆
さ

ま
に
は
去
年
も
多
く
の
ご
支

ま
に
は
去
年
も
多
く
の
ご
支

援
ご
声
援
、
ま
た
、
学
術
・

援
ご
声
援
、
ま
た
、
学
術
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
を
頂
き

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
を
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
一
年
間
、
四
年
生

　

昨
年
の
一
年
間
、
四
年
生

が
中
心
と
な
っ
て
チ
ー
ム
を

が
中
心
と
な
っ
て
チ
ー
ム
を

ま
と
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
と
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

優
勝
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

優
勝
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

事
は
同
じ
事
を
や
っ
て
い
て

事
は
同
じ
事
を
や
っ
て
い
て

は
優
勝
で
き
な
い
と
い
う
事

は
優
勝
で
き
な
い
と
い
う
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
先
輩
方
が
築

　

こ
れ
ま
で
の
先
輩
方
が
築

き
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
「
上

き
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
「
上

級
生
が
背
中
で
後
輩
を
引
っ

級
生
が
背
中
で
後
輩
を
引
っ

張
る
」
と
い
う
事
を
常
に
忘

張
る
」
と
い
う
事
を
常
に
忘

れ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

れ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

今
年
の
チ
ー
ム
で
は
、
逆
境

今
年
の
チ
ー
ム
で
は
、
逆
境

に
強
く
、
困
難
を
乗
り
越
え

に
強
く
、
困
難
を
乗
り
越
え

る
こ
と
の
で
き
る
人
間
に
な

る
こ
と
の
で
き
る
人
間
に
な

れ
る
よ
う
、
春
季
リ
ー
グ
戦

れ
る
よ
う
、
春
季
リ
ー
グ
戦

に
向
け
一
人
ひ
と
り
が
他
人

に
向
け
一
人
ひ
と
り
が
他
人

へ
の
配
慮
を
忘
れ
ず
、
隙
の

へ
の
配
慮
を
忘
れ
ず
、
隙
の

な
い
練
習
・
生
活
を
し
、
ど

な
い
練
習
・
生
活
を
し
、
ど

の
学
年
で
も
自
分
が
中
心
と

の
学
年
で
も
自
分
が
中
心
と

な
っ
て
プ
レ
ー
す
る
と
い
う

な
っ
て
プ
レ
ー
す
る
と
い
う

覚
悟
と
自
覚
を
持
ち
優
勝
を

覚
悟
と
自
覚
を
持
ち
優
勝
を

目
指
し
ま
す
。

目
指
し
ま
す
。

大
嘗
会
悠
紀
殿
之
図

大
嘗
会
悠
紀
殿
之
図

四
年
生
最
後
の
打
席
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
っ
た
高
本
選
手

四
年
生
最
後
の
打
席
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
っ
た
高
本
選
手

出
雲
駅
伝
・
初
優
勝
！
優
勝
テ
ー
プ
を
切
っ
た
土
方
選
手

出
雲
駅
伝
・
初
優
勝
！
優
勝
テ
ー
プ
を
切
っ
た
土
方
選
手

全日本大学駅伝・３区浦野から４区青木へ全日本大学駅伝・３区浦野から４区青木へ

学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金

応
援
し
ま
す
！

学術・スポーツ振興資金累計表
・年度末積立金残高（平成31年３月31日現在） 9,169,671円 
・平成31年４月１日～５月31日（118件） 897,383円 
・令和元年６月１日～10月31日（143件） 1,242,000円
・本年度贈呈分（学術部門、スポーツ部門） △ 3,100,000円

現　在　高 8,209,054円 

ご協力ありがとうございました
◆今後の支援に向けて、本年度も更なるご協力をお願いいたします

　

令
和
も
二
年
目
と
な
り
、

　

令
和
も
二
年
目
と
な
り
、

新
し
い
時
代
が
日
々
歴
史
を

新
し
い
時
代
が
日
々
歴
史
を

刻
ん
で
い
る
の
と
同
様
に
硬

刻
ん
で
い
る
の
と
同
様
に
硬

式
野
球
部
と
し
て
も
二
回
目

式
野
球
部
と
し
て
も
二
回
目

の
「
優
勝
」
を
歴
史
に
刻
み

の
「
優
勝
」
を
歴
史
に
刻
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
ご
声
援

　

今
後
と
も
ご
支
援
ご
声
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ま
す
。

　

主
務

齋
藤
裕
昭（
法
３
年
）記

獲
り
、
全
日
本
大
学
駅
伝
初

獲
り
、
全
日
本
大
学
駅
伝
初

の
二
年
連
続
シ
ー
ド
権
獲
得

の
二
年
連
続
シ
ー
ド
権
獲
得

を
達
成
し
ま
し
た
。

を
達
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
雲
駅
伝
初
優

　

今
回
の
出
雲
駅
伝
初
優

勝
、
全
日
本
大
学
駅
伝
初
の

勝
、
全
日
本
大
学
駅
伝
初
の

二
年
連
続
シ
ー
ド
権
獲
得

二
年
連
続
シ
ー
ド
権
獲
得

も
、
日
頃
よ
り
応
援
い
た
だ

も
、
日
頃
よ
り
応
援
い
た
だ

い
て
い
る
院
友
の
方
々
や
、

い
て
い
る
院
友
の
方
々
や
、

こ
れ
ま
で
の
陸
上
競
技
部
を

こ
れ
ま
で
の
陸
上
競
技
部
を

作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方

作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方

の
歴
史
が
あ
っ
て
こ
そ
の
結

の
歴
史
が
あ
っ
て
こ
そ
の
結

果
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

果
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
に
満
足
す
る

す
。
こ
の
結
果
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
皆
さ
ま
と
最
高

こ
と
な
く
、
皆
さ
ま
と
最
高

の
正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

の
正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
Ａ
Ｌ
Ｌ
國
學
院
で
戦
い

に
、
Ａ
Ｌ
Ｌ
國
學
院
で
戦
い

ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
。

　

今
後
と
も
熱
い
ご
声
援
よ

　

今
後
と
も
熱
い
ご
声
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
す
。

監
督　

前
田
康
弘　

記

じ
て
い
た
頃
で
す
。
当
時
、
國
學
院
大
學
が

じ
て
い
た
頃
で
す
。
当
時
、
國
學
院
大
學
が

ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
た
話
を
あ
ま
り
聞
い
た

ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
た
話
を
あ
ま
り
聞
い
た

こ
と
は
な
く
、
個
人
的
に
は
在
学
中
に
、
箱

こ
と
は
な
く
、
個
人
的
に
は
在
学
中
に
、
箱

根
駅
伝
へ
出
場
し
た
母
校
を
応
援
し
た
い
と

根
駅
伝
へ
出
場
し
た
母
校
を
応
援
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
が
、
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

思
い
ま
し
た
が
、
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
卒
業
後
、
現
勤
務
先
へ
就
職
。
数
年

　

私
は
卒
業
後
、
現
勤
務
先
へ
就
職
。
数
年

後
に
は
地
方
勤
務
が
始
ま
り
、
数
回
の
転
勤

後
に
は
地
方
勤
務
が
始
ま
り
、
数
回
の
転
勤

も
経
験
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
院
友
会

も
経
験
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
院
友
会

へ
の
住
所
変
更
が
漏
れ
、
院
友
会
報
が
届
か

へ
の
住
所
変
更
が
漏
れ
、
院
友
会
報
が
届
か

な
く
な
り
、
地
方
勤
務
だ
っ
た
私
は
、
お
恥

な
く
な
り
、
地
方
勤
務
だ
っ
た
私
は
、
お
恥

か
し
い
話
な
が
ら
母
校
の
箱
根
駅
伝
初
出
場

か
し
い
話
な
が
ら
母
校
の
箱
根
駅
伝
初
出
場

を
雑
誌
で
知
っ
た
次
第
で
す
。
本
社
復
帰
後

を
雑
誌
で
知
っ
た
次
第
で
す
。
本
社
復
帰
後

は
、
箱
根
駅
伝
で
の
母
校
の
応
援
を
沿
道
で

は
、
箱
根
駅
伝
で
の
母
校
の
応
援
を
沿
道
で

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
院
友
会
へ

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
院
友
会
へ

現
住
所
を
届
け
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
い

現
住
所
を
届
け
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
い

宇貫 文昭
（98法２／株式会社日立

システムズ勤務）

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
の
大
学
時
代
は
バ
ブ
ル
景
気
の
真
最
中

　

私
の
大
学
時
代
は
バ
ブ
ル
景
気
の
真
最
中

で
、
誰
も
が
経
済
的
に
豊
か
に
な
れ
る
と
信

で
、
誰
も
が
経
済
的
に
豊
か
に
な
れ
る
と
信

「
箱
根
駅
伝
」

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

ま
思
う
と
悔
や
ま
れ
ま
す
。

ま
思
う
と
悔
や
ま
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
で
す
が
、
第

　

そ
ん
な
私
で
す
が
、
第
9696
回
箱
根
駅
伝
で

回
箱
根
駅
伝
で

往
路
三
位
と
、
大
活
躍
し
た
母
校
の
選
手
た

往
路
三
位
と
、
大
活
躍
し
た
母
校
の
選
手
た

ち
を
誇
ら
し
く
感
じ
、
微
力
な
が
ら
手
助
け

ち
を
誇
ら
し
く
感
じ
、
微
力
な
が
ら
手
助
け

し
た
い
と
考
え
始
め
ま
し
た
。
院
友
会
へ
連

し
た
い
と
考
え
始
め
ま
し
た
。
院
友
会
へ
連

絡
し
、
院
友
会
報
が
届
い
た
後
は
、
少
額
で

絡
し
、
院
友
会
報
が
届
い
た
後
は
、
少
額
で

す
が
振
興
資
金
の
寄
付
も
行
い
ま
し
た
。
箱

す
が
振
興
資
金
の
寄
付
も
行
い
ま
し
た
。
箱

根
駅
伝
等
で
の
活
躍
か
ら
、
母
校
が
駅
伝
の

根
駅
伝
等
で
の
活
躍
か
ら
、
母
校
が
駅
伝
の

名
門
大
学
へ
と
成
長
し
つ
つ
あ
る
姿
を
、
誇

名
門
大
学
へ
と
成
長
し
つ
つ
あ
る
姿
を
、
誇

ら
し
く
思
う
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

ら
し
く
思
う
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

う
か
。

　

先
日
の
出
雲
駅
伝
で
は
、
母
校
は
見
事
な

　

先
日
の
出
雲
駅
伝
で
は
、
母
校
は
見
事
な

初
優
勝
を
遂
げ
ま
し
た
。
今
年
も
箱
根
駅
伝

初
優
勝
を
遂
げ
ま
し
た
。
今
年
も
箱
根
駅
伝

が
楽
し
み
で
す
。
往
路
の
成
績
が
前
回
を
上

が
楽
し
み
で
す
。
往
路
の
成
績
が
前
回
を
上

回
り
、「
往
路
優
勝
と
な
ら
な
い
か
な
ぁ
。」

回
り
、「
往
路
優
勝
と
な
ら
な
い
か
な
ぁ
。」

な
ど
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
ど
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

文
末
な
が
ら
、
院
友
の
皆
さ
ま
と
國
學
院

　

文
末
な
が
ら
、
院
友
の
皆
さ
ま
と
國
學
院

大
學
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

大
學
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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柔
道
部

好
成
績
の
一
年
、

更
な
る
上
を
目
指
し
て

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
我
々
國
學
院

　

日
頃
よ
り
、
我
々
國
學
院

大
學
柔
道
部
に
多
大
な
る
ご

大
學
柔
道
部
に
多
大
な
る
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
院
友
の

支
援
を
い
た
だ
き
、
院
友
の

皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
感
謝

皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
感
謝

し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

　

さ
て
本
年
度
後
期
の
試
合

　

さ
て
本
年
度
後
期
の
試
合

結
果
で
す
が
、
相
田
勇
司

結
果
で
す
が
、
相
田
勇
司

（
法
２
年
）
が
六
月
に
開
催

（
法
２
年
）
が
六
月
に
開
催

さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ジ
ュ

さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ジ
ュ

ニ
ア
国
際
大
会
に
お
い
て
オ

ニ
ア
国
際
大
会
に
お
い
て
オ

ー
ル
一
本
勝
ち
で
優
勝
、
さ

ー
ル
一
本
勝
ち
で
優
勝
、
さ

ら
に
は
九
月
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス

ら
に
は
九
月
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
の
タ
シ
ケ
ン
ト
で
行
わ

タ
ン
の
タ
シ
ケ
ン
ト
で
行
わ

れ
た
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
に
お

れ
た
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
に
お

い
て
も
、
シ
ニ
ア
の
国
際
大

い
て
も
、
シ
ニ
ア
の
国
際
大

会
初
参
戦
な
が
ら
準
優
勝
と

会
初
参
戦
な
が
ら
準
優
勝
と

い
う
成
績
を
残
し
て
お
り
ま

い
う
成
績
を
残
し
て
お
り
ま

す
。
他
に
も
九
月
十
四
日

す
。
他
に
も
九
月
十
四
日

（
土
）、
十
五
日
（
日
）
に

（
土
）、
十
五
日
（
日
）
に

行
わ
れ
た
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

行
わ
れ
た
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
で

柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
で

は
、
は
、
6666
㎏ 
級
の
決
勝
戦
を
國

㎏ 
級
の
決
勝
戦
を
國

學
院
の
学
生
同
士
で
争
い
武

學
院
の
学
生
同
士
で
争
い
武

岡
毅
（
日
文
２
年
）
が
優

岡
毅
（
日
文
２
年
）
が
優

勝
、
同
じ
く
新
井
雄
士
（
史

勝
、
同
じ
く
新
井
雄
士
（
史

２
年
）
が
準
優
勝
と
い
う
成

２
年
）
が
準
優
勝
と
い
う
成

績
を
残
し
、
そ
の
後
の
世
界

績
を
残
し
、
そ
の
後
の
世
界

ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
選
手

ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
選
手

権
大
会
で
は
武
岡
毅
が
準
優

権
大
会
で
は
武
岡
毅
が
準
優

勝
を
納
め
、
主
将
の
島
田
隆

勝
を
納
め
、
主
将
の
島
田
隆

志
郎
（
健
体
４
年
）
は
九
月

志
郎
（
健
体
４
年
）
は
九
月

二
十
八
日
（
土
）
に
行
わ
れ

二
十
八
日
（
土
）
に
行
わ
れ

た
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別

た
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別

選
手
権
大
会
で
見
事
優
勝
を

選
手
権
大
会
で
見
事
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

果
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
十
一
月
に
行
わ
れ

　

さ
ら
に
十
一
月
に
行
わ
れ

た
、
実
業
団
、
警
察
の
選

た
、
実
業
団
、
警
察
の
選

手
、
昨
年
度
の
全
日
本
強
化

手
、
昨
年
度
の
全
日
本
強
化

選
手
ら
も
含
め
た
強
者
が
出

選
手
ら
も
含
め
た
強
者
が
出

揃
う
中
行
わ
れ
た
講
道
館
杯

揃
う
中
行
わ
れ
た
講
道
館
杯

全
日
本
柔
道
体
重
別
選
手
権

全
日
本
柔
道
体
重
別
選
手
権

大
会
で
は
、
二
年
生
の
相
田

大
会
で
は
、
二
年
生
の
相
田

勇
司
が
坂
本
大
記
（

勇
司
が
坂
本
大
記
（
106106
文
）
文
）

監
督
以
来
二
十
三
年
ぶ
り
の

監
督
以
来
二
十
三
年
ぶ
り
の

優
勝
（

優
勝
（
6666
㎏ 
級
）
を
果
た
し

㎏ 
級
）
を
果
た
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
三
年
生
を
中

　

こ
れ
か
ら
は
三
年
生
を
中

心
と
し
た
新
チ
ー
ム
が
始
動

心
と
し
た
新
チ
ー
ム
が
始
動

い
た
し
ま
す
。
来
年
度
の
試

い
た
し
ま
す
。
来
年
度
の
試

合
に
向
け
て
我
々
が
最
上
級

合
に
向
け
て
我
々
が
最
上
級

生
に
な
る
と
い
う
自
覚
を
も

生
に
な
る
と
い
う
自
覚
を
も

っ
て
下
級
生
を
リ
ー
ド
し
日

っ
て
下
級
生
を
リ
ー
ド
し
日

々
稽
古
に
励
み
ま
す
。

々
稽
古
に
励
み
ま
す
。

　

今
後
と
も
温
か
い
ご
支

　

今
後
と
も
温
か
い
ご
支

援
、
ご
声
援
の
程
を
宜
し
く

援
、
ご
声
援
の
程
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

お
願
い
し
ま
す
。

　

主
務

 

山
中
広
夢（
法
３
年
）記

卓
球
部

今
年
も
新
た
な
気
持
ち
で

「
今
、
一
歩
前
へ
」

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
素
よ
り
多
大
な
る
ご

す
。
平
素
よ
り
多
大
な
る
ご

支
援
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す

支
援
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す

こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
団

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
団

体
戦
は
我
慢
の
年
と
な
り
ま

体
戦
は
我
慢
の
年
と
な
り
ま

し
た
が
、
個
人
戦
で
は
全
日

し
た
が
、
個
人
戦
で
は
全
日

本
学
生
総
合
卓
球
選
手
権
大

本
学
生
総
合
卓
球
選
手
権
大

会
（
個
人
の
部
）
女
子
ダ
ブ

会
（
個
人
の
部
）
女
子
ダ
ブ

ル
ス
で
、
阿
部
里
歩
（
神
文

ル
ス
で
、
阿
部
里
歩
（
神
文

２
年
）・
小
島
叶
愛
（
初
教

２
年
）・
小
島
叶
愛
（
初
教

２
年
）
組
が
、
女
子
創
部
初

２
年
）
組
が
、
女
子
創
部
初

と
な
る
全
国
大
会
入
賞
（
第

と
な
る
全
国
大
会
入
賞
（
第

八
位
）
を
果
た
し
ま
し
た
。

八
位
）
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
改
め
て
、「
今
、

　

今
年
は
改
め
て
、「
今
、

一
歩
前
へ
」
踏
み
出
す
姿
勢

一
歩
前
へ
」
踏
み
出
す
姿
勢

を
持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま

を
持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
幸
い
に
も
、
新
人
な
が

す
。
幸
い
に
も
、
新
人
な
が

ら
リ
ー
グ
戦
や
イ
ン
カ
レ
で

ら
リ
ー
グ
戦
や
イ
ン
カ
レ
で

チ
ー
ム
の
主
軸
と
し
て
活
躍

チ
ー
ム
の
主
軸
と
し
て
活
躍

し
た
村
上
達
哉
（
日
文
１

し
た
村
上
達
哉
（
日
文
１

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

上
位
で
の
活
躍
に
向
け
て

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
い
つ
も
温
か
い
ご
声
援

す
。
い
つ
も
温
か
い
ご
声
援

と
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資

と
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資

金
に
よ
る
ご
支
援
を
い
た
だ

金
に
よ
る
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、男
子
が
春
季
関

　

昨
年
は
、男
子
が
春
季
関

東
リ
ー
グ
一
部
を
制
し
、令

東
リ
ー
グ
一
部
を
制
し
、令

和
初
代
優
勝
チ
ー
ム
の
栄
誉

和
初
代
優
勝
チ
ー
ム
の
栄
誉

を
勝
ち
取
り
、一
部
六
校
：
十

を
勝
ち
取
り
、一
部
六
校
：
十

一
部
構
成
の
関
東
リ
ー
グ
一

一
部
構
成
の
関
東
リ
ー
グ
一

部
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

部
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

ま
た
、秋
季
関
東
リ
ー
グ
は

ま
た
、秋
季
関
東
リ
ー
グ
は

大
激
戦
の
中
、第
四
位
と
な

大
激
戦
の
中
、第
四
位
と
な

り
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
ポ
ジ
シ
ョ

り
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
維
持
し
て
い
ま
す
。女

ン
を
維
持
し
て
い
ま
す
。女

子
は
十
部
構
成
の
関
東
リ
ー

子
は
十
部
構
成
の
関
東
リ
ー

グ
二
部
で
春
季
第
三
位
、秋

グ
二
部
で
春
季
第
三
位
、秋

季
第
四
位
で
し
た
。イ
ン
カ

季
第
四
位
で
し
た
。イ
ン
カ

レ
で
は
、大
学
対
抗
で
並
み

レ
で
は
、大
学
対
抗
で
並
み

い
る
強
豪
古
豪
の
中
で
男
子

い
る
強
豪
古
豪
の
中
で
男
子

が
ベ
ス
ト
８
入
り
、女
子
が

が
ベ
ス
ト
８
入
り
、女
子
が

ベ
ス
ト

ベ
ス
ト
1616
入
り
し
ま
し
た
。

入
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、男
子
シ
ン
グ
ル
ス
ベ

ま
た
、男
子
シ
ン
グ
ル
ス
ベ

ス
ト
ス
ト
1616
：
一
名
、男
子
ダ
ブ
ル

：
一
名
、男
子
ダ
ブ
ル

ス
ベ
ス
ト

ス
ベ
ス
ト
3232
：
二
ペ
ア
と
健

：
二
ペ
ア
と
健

闘
し
、上
位
を
窺
い
ま
し
た
。

闘
し
、上
位
を
窺
い
ま
し
た
。

東
日
本
学
生
大
会
で
は
女
子

東
日
本
学
生
大
会
で
は
女
子

が
大
学
対
抗
ベ
ス
ト
８
、男

が
大
学
対
抗
ベ
ス
ト
８
、男

子
が
ダ
ブ
ル
ス
ベ
ス
ト
８
：

子
が
ダ
ブ
ル
ス
ベ
ス
ト
８
：

一
ペ
ア
、首
都
リ
ー
グ
に
お

一
ペ
ア
、首
都
リ
ー
グ
に
お

い
て
男
子
が
春
季
一
部
優

い
て
男
子
が
春
季
一
部
優

勝
、女
子
が
秋
季
一
部
第
二

勝
、女
子
が
秋
季
一
部
第
二

位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

間
も
な
く
新
シ
ー
ズ
ン
が

　

間
も
な
く
新
シ
ー
ズ
ン
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
練
習
も

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
練
習
も

試
合
も
全
力
を
発
揮
し
、
ラ

試
合
も
全
力
を
発
揮
し
、
ラ

イ
バ
ル
校
と
の
競
争
の
中
で

イ
バ
ル
校
と
の
競
争
の
中
で

さ
ら
な
る
上
位
進
出
を
目
標

さ
ら
な
る
上
位
進
出
を
目
標

に
掲
げ
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な

に
掲
げ
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な

っ
て
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

っ
て
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

は
、
今
後
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

上
げ
ま
す
。

 

監
督　

小
杉
誠（
86
法
）記

講道館杯全日本柔道体重別選手権大会66kgで優勝した相田選手（左から２番目）講道館杯全日本柔道体重別選手権大会66kgで優勝した相田選手（左から２番目）

ドイツ・ブンデスリーガで修行予定の村上達哉選手ドイツ・ブンデスリーガで修行予定の村上達哉選手

ス
キ
ー
部

登
録
選
手
全
員
得
点

獲
得
へ
の
挑
戦

そ
し
て
一
部
へ

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
度
も
学
術
・
ス
ポ

す
。
今
年
度
も
学
術
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
資
金
に
よ
る
ご
支

ー
ツ
振
興
資
金
に
よ
る
ご
支

援
を
た
ま
わ
り
ま
し
て
誠
に

援
を
た
ま
わ
り
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
温
か
い
ご

ま
た
、
平
素
か
ら
温
か
い
ご

声
援
を
頂
き
大
変
感
謝
を
し

声
援
を
頂
き
大
変
感
謝
を
し

て
お
り
ま
す
。
心
よ
り
御
礼

て
お
り
ま
す
。
心
よ
り
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ス
キ
ー
部
は
、
昨
年
の
第

　

ス
キ
ー
部
は
、
昨
年
の
第

9292
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選

回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選

手
権
大
会
（
長
野
県
・
野
沢

手
権
大
会
（
長
野
県
・
野
沢

温
泉
村
）
で
は
残
念
な
が
ら

温
泉
村
）
で
は
残
念
な
が
ら

一
部
昇
格
を
果
た
せ
ま
せ
ん

一
部
昇
格
を
果
た
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
、

で
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
、

こ
の
悔
し
さ
を
晴
ら
す
べ
く

こ
の
悔
し
さ
を
晴
ら
す
べ
く

春
か
ら
し
っ
か
り
ト
レ
ー
ニ

春
か
ら
し
っ
か
り
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
積
ん
で
き
て
い
ま

ン
グ
を
積
ん
で
き
て
い
ま

す
。
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
大
塚
栄
青

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
大
塚
栄
青

（
健
体
４
年
）
を
中
心
に
ラ

（
健
体
４
年
）
を
中
心
に
ラ

ン
ナ
ー
チ
ー
ム
の
技
術
向

ン
ナ
ー
チ
ー
ム
の
技
術
向

上
、
体
力
強
化
を
進
め
て
い

上
、
体
力
強
化
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
ア
ル
ペ
ン
チ
ー

ま
す
。
ま
た
ア
ル
ペ
ン
チ
ー

ム
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
チ

ム
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
チ

を
招
き
、
春
か
ら
充
実
し
た

を
招
き
、
春
か
ら
充
実
し
た

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
い

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
い

ま
す
。
登
録
選
手
全
員
得
点

ま
す
。
登
録
選
手
全
員
得
点

を
目
指
し
イ
ン
カ
レ
に
臨
み

を
目
指
し
イ
ン
カ
レ
に
臨
み

ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く

ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

お
願
い
し
ま
す
。

　

第

　

第
9393
回
全
日
本
学
生
ス
キ

回
全
日
本
学
生
ス
キ

ー
選
手
権
大
会
は
令
和
二
年

ー
選
手
権
大
会
は
令
和
二
年

二
月
二
十
四
日
〜
二
月
二
十

二
月
二
十
四
日
〜
二
月
二
十

七
日
ま
で
秋
田
県
・
鹿
角
市

七
日
ま
で
秋
田
県
・
鹿
角
市

で
行
わ
れ
ま
す
。

で
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
方
の
ご

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
方
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
ど
う

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ま
す
。

 

監
督　

坂
入
択
司（
89
哲
）記

バランス系トレーニングをするアルペンチームバランス系トレーニングをするアルペンチーム

年
）
が
、
こ
の
春
休
み
に
単

年
）
が
、
こ
の
春
休
み
に
単

身
ド
イ
ツ
に
渡
る
機
会
を
得

身
ド
イ
ツ
に
渡
る
機
会
を
得

ま
し
た
。
各
国
か
ら
集
ま
る

ま
し
た
。
各
国
か
ら
集
ま
る

選
手
と
の
練
習
の
傍
ら
、
ブ

選
手
と
の
練
習
の
傍
ら
、
ブ

ン
デ
ス
リ
ー
ガ
（
連
邦
リ
ー

ン
デ
ス
リ
ー
ガ
（
連
邦
リ
ー

グ
）
に
参
戦
す
る
予
定
に
な

グ
）
に
参
戦
す
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
東

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表

チ
ー
ム
の
最
後
の
強
化
を
間

チ
ー
ム
の
最
後
の
強
化
を
間

近
な
と
こ
ろ
で
サ
ポ
ー
ト
さ

近
な
と
こ
ろ
で
サ
ポ
ー
ト
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
も
あ
り

せ
て
い
た
だ
く
予
定
も
あ
り

ま
す
。
今
年
も
國
學
院
大
學

ま
す
。
今
年
も
國
學
院
大
學

の
代
表
と
し
て
の
自
覚
を
も

の
代
表
と
し
て
の
自
覚
を
も

っ
て
、
精
進
し
て
い
き
ま

っ
て
、
精
進
し
て
い
き
ま

す
。
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

監
督　

人
見
剛（
102
経
）記

祝電サービス実施中！
　本会では、結婚される院友の方々へ会長名の祝電をお贈りしております。
　ぜひご利用ください。

お申し込み方法

お申し込み先
國學院大學院友会 〒150-0011　東京都渋谷区東４-12-８
 TEL 03-3400-7781　FAX 03-3400-7996　電報サービス係宛
 メールアドレス：inyuukai@kokugakuin.or.jp

①申込者のお名前（ふりがな付き）、ご住所、電話番号、卒業期　②結婚される方のお名
前（ふりがな付き）、ご住所、電話番号、卒業期　※院友のご家族の場合は続柄（一親等
以内）　③結婚式の日時　④お届け先（〒、住所、電話番号、会場名／ふりがな付き）　
⑤新居の住所、電話番号
　以上を正確に明記の上、ハガキ、FAXまたはメールで一週間前までにお申し込みくだ
さい。

　院友会ではツイッターで情報発信をしています。催し物、コンサートや各種
講座等様々な情報を発信していますので、是非フォローしてください。

@inyuukai

　本会では、母校校友課と協力し、一人でも多くの院友の皆さまに情報発信をしていきたいと考えておりま
す。現在、住所が判明している院友の皆さまに、院友会報をお送りしております。
　結婚・転職・転居などにより、氏名・住所・勤務先等に変更がございましたら、本会又は國學院大學校友
課へお知らせください。ホームページからも変更ができます。また、ご実家であっても、ご本人がお住まい
でない場合、郵便局から差し戻されて参りますので、必ずご一報ください。
　皆さまのお手元に郵便物が確実に届くように、ご協力の程宜しくお願い申し上げます。

住所変更届・異動届のお願い

令和元年10月1日からの消費税率引上げに伴い、10月以降の会館利用料金等はそれに
伴った対応となっておりますので、ご了承くださいますよう、お願いいたします。お知らせ

O
N
E　

T
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A
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校
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長
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大
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大
學
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木
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学
校

栗
原
和
子
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長

國
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院
大
學
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木
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國
學
院
大
學
栃
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学
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人
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法
人
國
學
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大
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学
園
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院
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學
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学
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８
８
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○
二
八
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二
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五
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一
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事

長
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藤
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事
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長

國
學
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大
學
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木
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期
大
学

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学

中
村
幸
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長
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田
孝
和
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教
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伊 奈 波 神 社
〒500-8043　岐阜市伊奈波通1-1

電　話　058-262-5151
http://www.inabasan.com

権宮司　西原　秀樹

千千家隆比古比古権 宮 司権 宮 司

千家　国麿国麿権 宮 司権 宮 司
権 宮 司権 宮 司 千家和比古和比古

千家　尊祐出 雲出 雲 國 造
出雲大社宮司社宮司

892-1

宮　司　鍋島　朝寿

大和国一宮

http://www.kasugataisha.or.jp

〒831-0016　福岡県大川市酒見726-1
名誉宮司
宮　　司

高 良 大 社
〒839-0851　久留米市御井町1
電　話　0942-43-4893

信宏

092-921-1010

名誉宮司　寺井　種伯
宮　　司　寺井　種治

名誉宮司　岩下　忠佳
宮　　司　岩下　通弘

宮宮　司　小野小野　崇之崇之
権宮司　大久保博範保博範

平　安　神　宮

〒606-8341　京都市左京区岡崎西天王町
電　話　075-761-0221

宮宮　司　本多本多　和夫和夫

吉　田　神　社
宮宮　司　澤井　隆男
〒606-8311　京都市左京区
　　　　　　　吉田神楽岡町30
電　話　075-771-3788

おみくじの（有）女子道社

（二所山田神社　宮司）
（103期神道学専攻科）

社　主社　主　宮本　史胤宮本　史胤

山口県周南市大字鹿野上2898

No.373令和２年１月１日（水） 10明けましておめでとうございます



〒168-0082　東京都杉並区久我山1-9-1
電　話　03-3334-1151（代表）
http://www.kugayamakai.com

今秋出雲駅伝・全日本大学駅伝出場！　ご声援をお願いします。新春 箱根駅伝連続出場！　ご声援をお願いします。

協立管理株式会社

東京都中央区銀座8丁目10番5号
電　話　03-5537-7521（代）

〒104-0061

柴﨑　和夫柴﨑　和夫
奥山　政和奥山　政和

0035 白鷺1-15-5-108

　剣友会

会　長
監　督

128

e-mail sanwalaw@gmail.com

増田  久美子

七世家元

株式会社  産経新聞制作
代表取締役　田所　謙一代表取締役　田所　謙一

〒10000-8077　東京都千代田区大手8077　東京都千代田区大手町1-7-21-7-2

電　話　03-3243-8337電　話　03-3243-8337
ＦＡＸ　03-3278-5760ＦＡＸ　03-3278-5760

宮　司　幸野　珍廣
兒

本部　雅裕

鵜　戸　神　宮
宮宮　司　黒岩　昭彦黒岩　昭彦

〒887-0101　宮崎県日南市大字宮浦3232
電　話　0987-29-1001

深山  元幸（98法）

西浦和障害年金OFFICE
社会保険労務士

〒338-0837　さいたま市桜区田島
　　　　　　　　　　　6-1-16-301

電　話　048-865-1001
https://www.nisiurawasyougai.com

中川  岳士
（127神専攻）

電　話　03-3841-7877
ＦＡＸ　03-3841-7120

〒111-0032　東京都台東区浅草2-2-12

　今年も、恩師・先輩・友人・後輩　今年も、恩師・先輩・友人・後輩
と旧交を温めに新年会に是非ご参加と旧交を温めに新年会に是非ご参加
ください。ください。
　立食形式の気楽なパーティーです。立食形式の気楽なパーティーです。
日 時     
令和２年１月11日（土）令和２年１月11日（土）
午後３時30分～５時30分午後３時30分～５時30分
会 場     
吉祥寺第一ホテル８F「 天平」吉祥寺第一ホテル８F「 天平」
会 費  
社会人／４千円　学生／無料社会人／４千円　学生／無料
・会費は当日受付で納めて下さい｡・会費は当日受付で納めて下さい｡
・出席者の事前申込みを受付けます。出席者の事前申込みを受付けます。
申込方法  ①Web②Fax③はがき ①Web②Fax③はがき
詳しくは久我山会会報・HPをご覧詳しくは久我山会会報・HPをご覧
ください。ください。

國學院大學久我山中学高等学校國學院大學久我山中学高等学校
卒業生の皆様へ卒業生の皆様へ

久我山会　新年交歓久我山会　新年交歓
パーティーのご案内パーティーのご案内

第70回記念ゴルフコンペ開催のご案内
國學院大學院友会ゴルフクラブ國學院大學院友会ゴルフクラブ

　次回の開催が決定いたしました！今回は、70回目の記念コンペです！　次回の開催が決定いたしました！今回は、70回目の記念コンペです！
「よみうりゴルフ倶楽部」でのプレーです。天気の良い時には、クラブ「よみうりゴルフ倶楽部」でのプレーです。天気の良い時には、クラブ
ハウスから富士山、No.8では新宿副都心を望むことも。フェアウェイハウスから富士山、No.8では新宿副都心を望むことも。フェアウェイ
が広く、雄大なスケールという形容がぴったりくるコースです。が広く、雄大なスケールという形容がぴったりくるコースです。
　どうぞ、皆様お誘い合わせの上ご参加ください。お一人でも、初心者　どうぞ、皆様お誘い合わせの上ご参加ください。お一人でも、初心者
の方でも大歓迎です。の方でも大歓迎です。
　楽しい一日を過ごしましょう！記念特別賞を企画しております！　楽しい一日を過ごしましょう！記念特別賞を企画しております！

開 催 日  令和２年３月13日（金）　http://www.yomiurigolf.com　 令和２年３月13日（金）　http://www.yomiurigolf.com　
場　　 所  よみうりゴルフ倶楽部　東京都稲城市矢野口3376-1よみうりゴルフ倶楽部　東京都稲城市矢野口3376-1
TEL 044-966-1141　FAX044-955-9114TEL 044-966-1141　FAX044-955-9114
※中央自動車道稲城ICから約10分、東名高速道路川﨑ICから約30分※中央自動車道稲城ICから約10分、東名高速道路川﨑ICから約30分
スタート  8：00～　 8：00～　 定 員  48名（12組） 48名（12組）
参  加  費  5,000円（賞品代・パーティー代・他）　 5,000円（賞品代・パーティー代・他）　
プレー代  19,000円程度（プレー代・諸経費込）　 19,000円程度（プレー代・諸経費込）　
そ の 他  参加者全員へ賞品を用意する予定です。詳細お問い合わせ、ご案内ご希望参加者全員へ賞品を用意する予定です。詳細お問い合わせ、ご案内ご希望
の際は、國學院大學院友会（03-3400-7781）までご連絡をお願いいたします。の際は、國學院大學院友会（03-3400-7781）までご連絡をお願いいたします。 広告を募集しています

詳細は事務局までお問い合わせください

70回記念70回記念
特別賞もあり特別賞もあり‼
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で

活
用
し
た
駐
車
場
経
営
で

す
。
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
長
年
、
金
物

　

佐
藤
さ
ん
は
長
年
、
金
物

雑
貨
店
を
営
ん
で
い
ま
し
た

雑
貨
店
を
営
ん
で
い
ま
し
た

が
、
六
十
歳
で
お
店
を
閉
め

が
、
六
十
歳
で
お
店
を
閉
め

駐
車
場
経
営
を
始
め
ま
し

駐
車
場
経
営
を
始
め
ま
し

た
。
ご
自
身
も
車
が
好
き
で

た
。
ご
自
身
も
車
が
好
き
で

よ
く
運
転
を
す
る
と
い
う
佐

よ
く
運
転
を
す
る
と
い
う
佐

藤
さ
ん
。
そ
ん
な
時
、
目
に

藤
さ
ん
。
そ
ん
な
時
、
目
に

映
る
違
法
駐
車
や
、
商
業
施

映
る
違
法
駐
車
や
、
商
業
施

設
併
設
の
駐
車
場
が
年
々
少

設
併
設
の
駐
車
場
が
年
々
少

な
く
な
っ
て
い
く
現
状
に
、

な
く
な
っ
て
い
く
現
状
に
、

残
念
な
気
持
ち
を
抱
え
て
い

残
念
な
気
持
ち
を
抱
え
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
コ
イ
ン

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
コ
イ
ン

パ
ー
キ
ン
グ
が
社
会
イ
ン
フ

パ
ー
キ
ン
グ
が
社
会
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
機
能
し
、
違
法
駐

ラ
と
し
て
機
能
し
、
違
法
駐

車
の
減
少
、
ま
た
運
転
者
の

車
の
減
少
、
ま
た
運
転
者
の

外
出
先
で
の
手
助
け
に
な
れ

外
出
先
で
の
手
助
け
に
な
れ

ば
、
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま

ば
、
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
思

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
思

い
で
経
営
さ
れ
て
い
る
駐
車

い
で
経
営
さ
れ
て
い
る
駐
車

場
は
、
十
二
年
間
も
の
間
、

場
は
、
十
二
年
間
も
の
間
、

特
に
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

特
に
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
、
順
調
な
運
営
を
見
せ
て

く
、
順
調
な
運
営
を
見
せ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
何
歳
に
な

　

佐
藤
さ
ん
は
、
何
歳
に
な

っ
て
も
考
え
続
け
行
動
す
る

っ
て
も
考
え
続
け
行
動
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
下

こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
下

さ
い
ま
す
。

さ
い
ま
す
。

　

人
生
百
年
時
代
と
も
言
わ

　

人
生
百
年
時
代
と
も
言
わ

れ
る
現
代
に
お
い
て
、
ま
す

れ
る
現
代
に
お
い
て
、
ま
す

ま
す
大
事
な
こ
と
で
は
な
い

ま
す
大
事
な
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

で
し
ょ
う
か
。

　

佐
藤
さ
ん
の
益
々
の
ご
活

　

佐
藤
さ
ん
の
益
々
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

前
田
典
文
（
124124
神
専
攻
・

支
部
事
務
局
）
記

た
。
た
。

　

一
方
私
は
、詩
吟
の
お
稽

　

一
方
私
は
、詩
吟
の
お
稽

古
を
月
五
回
行
っ
て
い
ま

古
を
月
五
回
行
っ
て
い
ま

す
。昨
年
一
月
に
は
、所
属
す

す
。昨
年
一
月
に
は
、所
属
す

る
会
の
新
春
吟
詠
大
会
の
コ

る
会
の
新
春
吟
詠
大
会
の
コ

ン
ク
ー
ル
の
連
吟
の
部
で
、

ン
ク
ー
ル
の
連
吟
の
部
で
、

仲
間
と
三
人
で
杜
甫
の「
笛

仲
間
と
三
人
で
杜
甫
の「
笛

を
吹
く
」を
吟
じ
、第
二
位

を
吹
く
」を
吟
じ
、第
二
位

（
銀
賞
）に
な
り
ま
し
た
。

（
銀
賞
）に
な
り
ま
し
た
。

　

ず
っ
と
前
か
ら
、
金
子
さ

　

ず
っ
と
前
か
ら
、
金
子
さ

ん
と
私
は
琵
琶
と
詩
吟
で
ボ

ん
と
私
は
琵
琶
と
詩
吟
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
も

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

行
っ
て
い
ま
す
。

小
田
育
子
（
77
文
）
記

楽
し
む
た
め
、健
康
増
進
の

楽
し
む
た
め
、健
康
増
進
の

た
め
、そ
し
て
、勝
負
に
勝
つ

た
め
、そ
し
て
、勝
負
に
勝
つ

た
め
な
ど
が
あ
る
と
思
わ
れ

た
め
な
ど
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。た
だ
そ
れ
ら
と
は
別

ま
す
。た
だ
そ
れ
ら
と
は
別

に
、戦
い
を
前
提
と
し
な
が

に
、戦
い
を
前
提
と
し
な
が

ら
も
、あ
く
ま
で
精
神
性
に

ら
も
、あ
く
ま
で
精
神
性
に

重
き
を
置
い
た
も
の
が
あ
り

重
き
を
置
い
た
も
の
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
を
我
が
国
で
は

ま
す
。こ
れ
を
我
が
国
で
は

『
武
道
』と
呼
ん
で
い
ま
す
。

『
武
道
』と
呼
ん
で
い
ま
す
。

確
か
に
、精
神
の
鍛
錬
や
健

確
か
に
、精
神
の
鍛
錬
や
健

全
な
心
を
育
む
取
り
組
み

全
な
心
を
育
む
取
り
組
み

は
、武
道
の
専
売
特
許
で
は

は
、武
道
の
専
売
特
許
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、武
道

あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、武
道

で
は
、こ
の
精
神
修
養
が
主

で
は
、こ
の
精
神
修
養
が
主

眼
と
な
り
、さ
ら
に
、「
礼
節

眼
と
な
り
、さ
ら
に
、「
礼
節

の
心
」を
重
ん
じ
ま
す
。こ
れ

の
心
」を
重
ん
じ
ま
す
。こ
れ

ら
は
自
ら
の
力
量
を
素
直
に

ら
は
自
ら
の
力
量
を
素
直
に

受
け
入
れ
、謙
虚
に
磨
い
て

受
け
入
れ
、謙
虚
に
磨
い
て

育
む
心
を
も
つ
こ
と
で
あ

育
む
心
を
も
つ
こ
と
で
あ

り
、そ
の
心
は
や
が
て
、人
間

り
、そ
の
心
は
や
が
て
、人
間

形
成
へ
と
繋
げ
て
い
く
こ
と

形
成
へ
と
繋
げ
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。全
日
本
剣
道

が
で
き
ま
す
。全
日
本
剣
道

連
盟
は
、そ
の
理
念
を「
剣
道

連
盟
は
、そ
の
理
念
を「
剣
道

は
剣
の
理
法
の
修
練
に
よ
る

は
剣
の
理
法
の
修
練
に
よ
る

人
間
形
成
の
道
で
あ
る
」と

人
間
形
成
の
道
で
あ
る
」と

定
め
て
い
ま
す
。

定
め
て
い
ま
す
。

　

メ
ダ
ル
獲
得
競
争
に
巻
き

　

メ
ダ
ル
獲
得
競
争
に
巻
き

込
ま
れ
、
勝
利
至
上
主
義
に

込
ま
れ
、
勝
利
至
上
主
義
に

陥
っ
て
し
ま
え
ば
、
剣
道
は

陥
っ
て
し
ま
え
ば
、
剣
道
は

活
人
剣
の
心
を
失
っ
て
し
ま

活
人
剣
の
心
を
失
っ
て
し
ま

い
、
ス
ポ
ー
ツ
界
を
迷
走
す

い
、
ス
ポ
ー
ツ
界
を
迷
走
す

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

剣
道
は
我
が
国
の
伝
統
文
化

剣
道
は
我
が
国
の
伝
統
文
化

の
担
い
手
で
あ
り
続
け
た

の
担
い
手
で
あ
り
続
け
た

い
、
そ
ん
な
思
い
を
込
め
、

い
、
そ
ん
な
思
い
を
込
め
、

日
々
剣
を
振
る
今
日
こ
の
頃

日
々
剣
を
振
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。

で
す
。

高
橋
直
志
（
96
史
２
・

剣
道
教
士
八
段
）
記

◎
支
部
長
…
武
田
英
徳

（
た
け
だ
・
ひ
で
の
り
／

80
文
）

◎
事
務
局
…
新
発
田
市
豊

町
三
―
七
―
四
八

青
山
洋
一（
107
文
２・

110
博
前
文
）

☎
〇
二
五
四
―
二
二
―

三
八
八
八

◎
支
部
長
…
佐
々
木
章

（
さ
さ
き
・
あ
き
ら
／
79

史
）

◎
事
務
局
…
長
野
市
安
茂

里
七
九
五
六

齋
藤
英
之（
95
神
・
97

博
前
神
）

☎
〇
二
六
―
二
二
三
―

七
五
八
〇

ニュースキャスター時代の宮城克文さんニュースキャスター時代の宮城克文さん

力
不
足
に
歯
痒
い
思
い
を
す

力
不
足
に
歯
痒
い
思
い
を
す

る
毎
日
で
す
。

る
毎
日
で
す
。

　

し
か
し
、「
中
と
り
も

　

し
か
し
、「
中
と
り
も

ち
」
は
テ
レ
ビ
の
仕
事
に
共

ち
」
は
テ
レ
ビ
の
仕
事
に
共

通
す
る
と
自
身
に
言
い
聞
か

通
す
る
と
自
身
に
言
い
聞
か

せ
て
い
ま
す
。
ま
た
霧
下
そ

せ
て
い
ま
す
。
ま
た
霧
下
そ

ば
と
云
わ
れ
る
良
質
の
そ
ば

ば
と
云
わ
れ
る
良
質
の
そ
ば

粉
で
打
つ
手
打
ち
そ
ば
の
里

粉
で
打
つ
手
打
ち
そ
ば
の
里

と
し
て
、
日
本
三
大
そ
ば
の

と
し
て
、
日
本
三
大
そ
ば
の

ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま

ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
す
。

　

戸
隠
そ
ば
の
歴
史
は
古

　

戸
隠
そ
ば
の
歴
史
は
古

く
、
江
戸
時
代
に
は
将
軍
家

く
、
江
戸
時
代
に
は
将
軍
家

へ
献
上
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

へ
献
上
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。
お
米
の
代
用
食
と
し
て

す
。
お
米
の
代
用
食
と
し
て

食
さ
れ
て
い
た
そ
ば
粉
が
、

食
さ
れ
て
い
た
そ
ば
粉
が
、

や
が
て
「
そ
ば
切
り
」
と
し

や
が
て
「
そ
ば
切
り
」
と
し

て
神
様
に
お
供
え
し
、
そ
の

て
神
様
に
お
供
え
し
、
そ
の

御
下
が
り
を
い
た
だ
く
と
い

御
下
が
り
を
い
た
だ
く
と
い

う
大
切
な
お
客
様
を
も
て
な

う
大
切
な
お
客
様
を
も
て
な

す
、
お
も
て
な
し
の
料
理
で

す
、
お
も
て
な
し
の
料
理
で

も
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
手

も
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
手

打
ち
そ
ば
の
技
術
は
、
親
か

打
ち
そ
ば
の
技
術
は
、
親
か

ら
子
に
、
子
か
ら
孫
へ
と
伝

ら
子
に
、
子
か
ら
孫
へ
と
伝

統
の
技
と
し
て
今
も
、
受
け

統
の
技
と
し
て
今
も
、
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

「
う
ず
ら
家
」
は
、

　

「
う
ず
ら
家
」
は
、

亡
き
祖
父
が
戸
隠
神
社

亡
き
祖
父
が
戸
隠
神
社

門
前
に
暖
簾
を
か
け

門
前
に
暖
簾
を
か
け

て
、
私
で
三
代
。
歴
史

て
、
私
で
三
代
。
歴
史

の
浅
い
そ
ば
屋
で
ご
ざ

の
浅
い
そ
ば
屋
で
ご
ざ

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

私
は
家
業
を
継
ぐ
意

　

私
は
家
業
を
継
ぐ
意

志
は
な
く
、
國
學
院
大

志
は
な
く
、
國
學
院
大

學
に
入
学
し
ま
し
た
。

學
に
入
学
し
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
で
は
文
学

サ
ー
ク
ル
で
は
文
学

部
、
特
に
教
職
志
望
の

部
、
特
に
教
職
志
望
の

方
々
と
の
交
流
の
中
で
、
捨

方
々
と
の
交
流
の
中
で
、
捨

て
よ
う
と
し
て
い
た
戸
隠
へ

て
よ
う
と
し
て
い
た
戸
隠
へ

の
想
い
、
私
の
使
命
を
真
剣

の
想
い
、
私
の
使
命
を
真
剣

に
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
今

に
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
今

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
当
店

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
当
店

で
は
「
一
期
一
会
」
の
精
神

で
は
「
一
期
一
会
」
の
精
神

を
経
営
理
念
に
、
ご
来
店
さ

を
経
営
理
念
に
、
ご
来
店
さ

れ
る
お
客
様
一
人
ひ
と
り
と

れ
る
お
客
様
一
人
ひ
と
り
と 國學院カードのお申し込み方法

下記のHPよりWEB上でお申し込みください。
紙面での申し込みを希望される方は経理課にお問い合わせください。

資料請求・お問い合わせ先
國學院大學 経理課（担当：清水）
TEL　: 03-5466-0115　  MAIL : keiri@kokugakuin.ac.jp
WEB  : 國學院大學ＨＰ＞卒業生＞卒業生向けサービス＞國學院カード

ご利用金額の一部が学生・生徒等の活動支援に活用されます。
また、國學院カードに加入すると独自の優待サービスを受けられます。
※詳しいサービス内容は大学HPをご覧ください。

協力店の募集について
國學院大學では、國學院カード利用者への優待サービスをご提供いただける
協力店を募集しております。ご協力をいただける企業・店舗については大学HPや
チラシ、学内イベント等で学生や院友にご紹介させていただきます。
※詳しくは経理課へお問い合わせください。

國學院と院友の絆をつなぐ
オフィシャルクレジットカード

「國學院カード」誕生！

「國學院カード」HP
QRコード

「
一
杯
の
御
蕎
麦
」
を
通
し

「
一
杯
の
御
蕎
麦
」
を
通
し

て
、
喜
び
を
共
有
し
た
い
と

て
、
喜
び
を
共
有
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
院
友
の
皆

考
え
て
い
ま
す
。
院
友
の
皆

様
の
ご
来
店
を
心
か
ら
お
待

様
の
ご
来
店
を
心
か
ら
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

◆ 

信
州
戸
隠
山
御
門
前
蕎
麦

処　

う
ず
ら
家

　

長
野
市
戸
隠
三
二
二
九

　

☎
〇
二
六
―
二
五
四
―
二
二

一
九

ほhttps://uzuraya.
nagano.jp/

　

平
日
で
も
十
時
半
の
開

店
時
に
、
四
〜
五
十
人
の

行
列
の
人
気
店
で
す
（
支

部
長
記
）

 

徳
武
満
塁
（
116116
経
ネ
）
記

銀賞のカップを手にする銀賞のカップを手にする
小田さん小田さん
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◎
支
部
長
…
秋
津
温（
あ

き
つ
・
お
ん
／
85
文
）

◎
事
務
局
…
三
島
市
大
宮

町
二
―
一
―
五

　

三
嶋
大
社

鈴
木
成
年（
114
神
専
攻
）

☎
〇
五
五
―
九
七
五
―

〇
一
七
二

◎
支
部
長
…
天
野
忍（
あ

ま
の
・
し
の
ぶ
／
80
史
）

◎
事
務
局
…
静
岡
市
駿
河

区
根
古
屋
三
九
〇

　

久
能
山
東
照
宮

　

大
沢
哲
也（
103
神
）

☎
〇
五
四
―
二
三
七
―

二
四
三
八

◎
支
部
長
…
野
中
昌
介

（
の
な
か
・
ま
さ
す
け
／

72
文
）

◎
事
務
局
…
名
古
屋
市
瑞

穂
区
高
田
町
三
―
二
八

―
一　

名
古
屋
経
済
大
学
高
蔵

高
等
学
校

　

水
野
敦
之（
96
文
）

☎
〇
五
二
―
八
五
三
―

〇
〇
五
〇

◎
支
部
長
…
塚
原
徳
生

（
つ
か
は
ら
・
と
く
お
／

87
神
専
攻
）

◎
事
務
局
…
伊
勢
市
宇
治

館
町
一

　

神
宮
司
庁

　

矢
野
高
陽（
103
神
）

☎
〇
五
九
六
―
二
四
―

一
一
一
一

静岡県
東部支部

静岡県
中部支部

愛知県
支部

三重県
支部

静
岡
県
東
部
支
部
の

エ
ー
ス

　

「
静
岡
東
部
に
こ
の
人
あ

　

「
静
岡
東
部
に
こ
の
人
あ

り
」
と
は
、
誰
も
が
認
め
る

り
」
と
は
、
誰
も
が
認
め
る

「
秋
津
温
」
さ
ん
で
あ
る
。

「
秋
津
温
」
さ
ん
で
あ
る
。

性
格
は
明
る
く
豪
快
で
、
フ

性
格
は
明
る
く
豪
快
で
、
フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
軽
快
、
ネ
ッ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
軽
快
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
の
達
人
で
あ

ト
ワ
ー
ク
作
り
の
達
人
で
あ

る
。
支
部
長
八
年
目
を
迎
え

る
。
支
部
長
八
年
目
を
迎
え

る
が
、
新
鮮
な
発
想
に
は
感

る
が
、
新
鮮
な
発
想
に
は
感

心
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

心
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

県
東
部
の
県
立
Ｍ
高
の
副

　

県
東
部
の
県
立
Ｍ
高
の
副

校
長
の
時
に
退
職
し
、
以
来

校
長
の
時
に
退
職
し
、
以
来

五
年
間
は
再
任
用
ハ
ー
フ
で

五
年
間
は
再
任
用
ハ
ー
フ
で

勤
務
を
続
け
、
現
在
は
沼
津

勤
務
を
続
け
、
現
在
は
沼
津

の
私
立
Ｋ
学
園
で
非
常
勤
講

の
私
立
Ｋ
学
園
で
非
常
勤
講

師
を
や
っ
て
い
る
。
常
に
教

師
を
や
っ
て
い
る
。
常
に
教

壇
に
立
ち
続
け
る
こ
と
を
願

壇
に
立
ち
続
け
る
こ
と
を
願

い
、
私
学
初
体
験
へ
の
チ
ャ

い
、
私
学
初
体
験
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
実
現
を
し
た
。

レ
ン
ジ
で
実
現
を
し
た
。

　

秋
津
さ
ん
は
多
面
的
な
顔

　

秋
津
さ
ん
は
多
面
的
な
顔

を
持
っ
て
い
る
。

を
持
っ
て
い
る
。
N
P
O

法
人
「
み
し
ま
び
と
」
社
員

法
人
「
み
し
ま
び
と
」
社
員

と
し
て
三
島
自
主
映
画
の
制

と
し
て
三
島
自
主
映
画
の
制

作
ス
タ
ッ
フ
兼
俳
優
と
し
て

作
ス
タ
ッ
フ
兼
俳
優
と
し
て

地
元
で
活
躍
し
た
。
他
に
本

地
元
で
活
躍
し
た
。
他
に
本

会
の
支
部
長
、
韮
山
高
校
野

会
の
支
部
長
、
韮
山
高
校
野

球
部
後
援
会
長
、
居
住
す
る

球
部
後
援
会
長
、
居
住
す
る

町
内
の
自
治
会
事
務
局
長
や

町
内
の
自
治
会
事
務
局
長
や

社
会
福
祉
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ケ

社
会
福
祉
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ケ

ア
」
の
理
事
も
務
め
る
。
ま

ア
」
の
理
事
も
務
め
る
。
ま

た
地
元
の
三
島
及
び
沼
津
で

た
地
元
の
三
島
及
び
沼
津
で

〝
雅
楽
〞の
素
晴
ら
し
さ

を
全
国
へ
、世
界
へ

　

7474
期
文
学
部
神
道
研
修
科

期
文
学
部
神
道
研
修
科

卒
業
で
翁
稲
荷
社
宮
司
の
牧

卒
業
で
翁
稲
荷
社
宮
司
の
牧

田
明
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

田
明
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
牧
田
さ
ん
は
國
大
在
学

す
。
牧
田
さ
ん
は
國
大
在
学

中
か
ら
本
格
的
に
雅
楽
の
世

中
か
ら
本
格
的
に
雅
楽
の
世

界
に
入
り
ま
し
た
。
雅
楽
師

界
に
入
り
ま
し
た
。
雅
楽
師

と
し
て
、
宮
内
庁
式
部
職
楽

と
し
て
、
宮
内
庁
式
部
職
楽

部
主
席
楽
長
の
大
窪
永
夫
氏

部
主
席
楽
長
の
大
窪
永
夫
氏

や
豊
英
秋
氏
、
伊
勢
神
宮
楽

や
豊
英
秋
氏
、
伊
勢
神
宮
楽

長
に
師
事
さ
れ
、
舞
や
笙
、

長
に
師
事
さ
れ
、
舞
や
笙
、

篳
篥
、
龍
笛
、
打
物
等
の
す

篳
篥
、
龍
笛
、
打
物
等
の
す

べ
て
を
修
め
ら
れ
ま
し
た
。

べ
て
を
修
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
翁
雅
楽
会
会
長
、

　

現
在
、
翁
雅
楽
会
会
長
、

県
立
遠
江
総
合
高
校
講
師
と

県
立
遠
江
総
合
高
校
講
師
と

し
て
活
躍
さ
れ
、
依
頼
公
演

し
て
活
躍
さ
れ
、
依
頼
公
演

を
年
二
百
回
以
上
、
自
主
公

を
年
二
百
回
以
上
、
自
主
公

演
も
年
三
十
回
以
上
を
こ
な

演
も
年
三
十
回
以
上
を
こ
な

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

米
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
、

米
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
の
海
外
公

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
の
海
外
公

演
も
さ
れ
、
舞
の
作
詞
・
作

演
も
さ
れ
、
舞
の
作
詞
・
作

曲
・
作
舞
も
手
掛
け
る
な

曲
・
作
舞
も
手
掛
け
る
な

ど
、
国
内
外
で
雅
楽
の
奉
納

ど
、
国
内
外
で
雅
楽
の
奉
納

や
指
導
、
普
及
、
発
展
に
尽

や
指
導
、
普
及
、
発
展
に
尽

椰
子
の
実

『
名
も
知
ら
ぬ
遠
き
島
よ
り

『
名
も
知
ら
ぬ
遠
き
島
よ
り

　

流
れ
寄
る
椰
子
の
実
一
つ

　

流
れ
寄
る
椰
子
の
実
一
つ

　

故
郷
の
岸
を
離
れ
て

　

故
郷
の
岸
を
離
れ
て

　

汝
は
そ
も
波
に
幾
月
』

　

汝
は
そ
も
波
に
幾
月
』

　

昭
和
十
一
年
、
作
曲
家
大

　

昭
和
十
一
年
、
作
曲
家
大

中
寅
二
が
曲
を
つ
け
、
東
海

中
寅
二
が
曲
を
つ
け
、
東
海

林
太
郎
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
で

林
太
郎
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
で

歌
い
、
全
国
に
広
ま
っ
た
。

歌
い
、
全
国
に
広
ま
っ
た
。

　

太
平
洋
の
荒
波
が
打
ち
寄

　

太
平
洋
の
荒
波
が
打
ち
寄

せ
る
渥
美
半
島
の
突
端
、
伊

せ
る
渥
美
半
島
の
突
端
、
伊

良
湖
崎
は
景
勝
の
地
と
し
て

良
湖
崎
は
景
勝
の
地
と
し
て

柿
本
人
麻
呂
を
始
め
万
葉
の

柿
本
人
麻
呂
を
始
め
万
葉
の

時
代
よ
り
文
人
墨
客
が
訪

時
代
よ
り
文
人
墨
客
が
訪

れ
、
文
学
作
品
の
舞
台
と
な

れ
、
文
学
作
品
の
舞
台
と
な

っ
て
き
た
。

っ
て
き
た
。

　

柳
田
国
男
は
大
学
二
年
の

　

柳
田
国
男
は
大
学
二
年
の

時
、
伊
良
湖
崎
に
一
か
月
余

時
、
伊
良
湖
崎
に
一
か
月
余

り
遊
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。

り
遊
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。

朝
夕
は
、
さ
ら
に
突
端
の
恋

朝
夕
は
、
さ
ら
に
突
端
の
恋

路
が
浜
を
こ
よ
な
く
好
み
、

路
が
浜
を
こ
よ
な
く
好
み
、

散
策
し
た
。
先
の
歌
詞
は
そ

散
策
し
た
。
先
の
歌
詞
は
そ

の
折
、
椰
子
の
実
が
打
ち
寄

の
折
、
椰
子
の
実
が
打
ち
寄

せ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
、
そ

せ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
、
そ

式
年
遷
宮
記
念

せ
ん
ぐ
う
館

　

三
重
県
は
南
北
に
非
常
に

　

三
重
県
は
南
北
に
非
常
に

長
く
、
伊
勢
・
志
摩
・
伊
賀

長
く
、
伊
勢
・
志
摩
・
伊
賀

秋津温さん秋津温さん

社
会
人
の
古
典
文
学
講
座
を

社
会
人
の
古
典
文
学
講
座
を

担
当
し
、
万
葉
集
・
枕
草
子

担
当
し
、
万
葉
集
・
枕
草
子

・
源
氏
物
語
の
講
読
を
行
っ

・
源
氏
物
語
の
講
読
を
行
っ

て
い
る
。
最
近
は
別
に
、

て
い
る
。
最
近
は
別
に
、

「
令
和
と
万
葉
集
」
講
演

「
令
和
と
万
葉
集
」
講
演

も
。
以
上
の
事
柄
に
取
り
組

も
。
以
上
の
事
柄
に
取
り
組

む
秋
津
さ
ん
の
大
き
な
ス
ケ

む
秋
津
さ
ん
の
大
き
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
帳
は
、
予
定
で
埋

ジ
ュ
ー
ル
帳
は
、
予
定
で
埋

め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
今
春
よ
り
県
高
校
野
球
後

に
今
春
よ
り
県
高
校
野
球
後

援
会
連
絡
協
議
会
が
発
足

援
会
連
絡
協
議
会
が
発
足

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
女

　

ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
女

子
神
職
や
巫
女
の
皆
さ
ま
も

子
神
職
や
巫
女
の
皆
さ
ま
も

数
多
く
、
私
の
妹
の
よ
う
に

数
多
く
、
私
の
妹
の
よ
う
に

浦
安
の
舞
を
教
わ
っ
た
子
供

浦
安
の
舞
を
教
わ
っ
た
子
供

達
も
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。
九

達
も
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。
九

月
の
静
岡
城
北
高
校
で
の
芸

月
の
静
岡
城
北
高
校
で
の
芸

術
鑑
賞
会
な
ど
、
ど
の
公
演

術
鑑
賞
会
な
ど
、
ど
の
公
演

も
大
盛
況
で
、

も
大
盛
況
で
、
S
B
S
静

岡
放
送
の
ラ
ジ
オ
出
演
や

岡
放
送
の
ラ
ジ
オ
出
演
や

D
V
D
「
陰
陽
師
秘
伝
呪
術

「
陰
陽
師
秘
伝
呪
術

大
全
」
の
主
演
で
も
活
躍
さ

大
全
」
の
主
演
で
も
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。
多
く
の
功
績
に

れ
ま
し
た
。
多
く
の
功
績
に

対
し
、
県
文
化
財
団
か
ら
特

対
し
、
県
文
化
財
団
か
ら
特

別
賞
等
も
授
与
さ
れ
て
い
ま

別
賞
等
も
授
与
さ
れ
て
い
ま

す
。
す
。

　

雅
楽
を
演
じ
る
お
姿
や
、

　

雅
楽
を
演
じ
る
お
姿
や
、

参
拝
者
、
見
学
者
を
明
る
く

参
拝
者
、
見
学
者
を
明
る
く

温
か
く
迎
え
ら
れ
る
お
姿
、

温
か
く
迎
え
ら
れ
る
お
姿
、

優
し
く
励
ま
し
て
く
だ
さ
る

優
し
く
励
ま
し
て
く
だ
さ
る

お
姿
に
感
銘
を
受
け
て
お
り

お
姿
に
感
銘
を
受
け
て
お
り

ま
す
。
日
本
を
代
表
す
る
雅

ま
す
。
日
本
を
代
表
す
る
雅

楽
師
の
牧
田
さ
ん
は
支
部
の

楽
師
の
牧
田
さ
ん
は
支
部
の

誇
り
で
あ
り
、
院
友
の
至
宝

誇
り
で
あ
り
、
院
友
の
至
宝

で
す
。　

で
す
。　小

杉
明
史
（
99
史
）
記

雅
楽
師
と
し
て
活
躍
の

雅
楽
師
と
し
て
活
躍
の

牧
田
明
子
さ
ん

牧
田
明
子
さ
ん

の
体
験
を
親
友
の
島
崎
藤
村

の
体
験
を
親
友
の
島
崎
藤
村

に
語
っ
た
こ
と
か
ら
発
想
さ

に
語
っ
た
こ
と
か
ら
発
想
さ

れ
た
詩
で
あ
る
。

れ
た
詩
で
あ
る
。

　

柳
田
国
男
は
後
年
、
日
本

　

柳
田
国
男
は
後
年
、
日
本

人
は
南
方
か
ら
潮
流
に
の
り

人
は
南
方
か
ら
潮
流
に
の
り

島
伝
い
に
渡
来
し
た
も
の
で

島
伝
い
に
渡
来
し
た
も
の
で

は
な
い
か
と
の
思
い
に
至

は
な
い
か
と
の
思
い
に
至

り
、
そ
の
こ
と
を
名
著
「
海

り
、
そ
の
こ
と
を
名
著
「
海

上
の
道
」
で
著
し
た
。

上
の
道
」
で
著
し
た
。

　

折
口
信
夫
の
著
書
に
「
古

　

折
口
信
夫
の
著
書
に
「
古

代
研
究
」
が
あ
る
。
そ
の
第

代
研
究
」
が
あ
る
。
そ
の
第

一
巻
「
民
俗
学
篇
」
の
冒
頭

一
巻
「
民
俗
学
篇
」
の
冒
頭

に
「
妣
が
国
へ
・
常
世
へ
」

に
「
妣
が
国
へ
・
常
世
へ
」

と
題
す
る
エ
ッ
セ
イ
が
あ

と
題
す
る
エ
ッ
セ
イ
が
あ

る
。
る
。

　

折
口
が
志
摩
半
島
大
王
崎

　

折
口
が
志
摩
半
島
大
王
崎

の
突
端
に
立
っ
た
時
、
我
々

の
突
端
に
立
っ
た
時
、
我
々

の
祖
先
が
悠
久
の
昔
、
太
平

の
祖
先
が
悠
久
の
昔
、
太
平

洋
の
荒
波
を
渡
り
、
こ
の
島

洋
の
荒
波
を
渡
り
、
こ
の
島

へ
や
っ
て
来
た
の
で
は
な
い

へ
や
っ
て
来
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
、
名
状
し
難
い
望

か
と
い
う
、
名
状
し
難
い
望

郷
の
念
が
わ
き
起
っ
て
来
た

郷
の
念
が
わ
き
起
っ
て
来
た

と
い
う
体
験
を
描
い
て
い

と
い
う
体
験
を
描
い
て
い

る
。
柳
田
、
折
口
の
お
二
方

る
。
柳
田
、
折
口
の
お
二
方

の
学
問
の
手
法
は
多
少
の
差

の
学
問
の
手
法
は
多
少
の
差

異
は
あ
る
も
の
の
、
同
じ
発

異
は
あ
る
も
の
の
、
同
じ
発

想
を
し
た
こ
と
は
興
味
深

想
を
し
た
こ
と
は
興
味
深

い
。
い
。

　

後
年
、
柳
田
国
男
は
大
学

　

後
年
、
柳
田
国
男
は
大
学

院
教
授
と
し
て
母
校
の
教
壇

院
教
授
と
し
て
母
校
の
教
壇

に
立
っ
て
い
る
。

に
立
っ
て
い
る
。

 

野
中
昌
介
（
72
文
）
記

・
紀
伊
の
国
々
か
ら
な
り
、

・
紀
伊
の
国
々
か
ら
な
り
、

海
山
の
自
然
と
様
々
な
文
化

海
山
の
自
然
と
様
々
な
文
化

が
織
り
な
す
魅
力
溢
れ
る
県

が
織
り
な
す
魅
力
溢
れ
る
県

で
す
。
現
在
院
友
会
員
は
約

で
す
。
現
在
院
友
会
員
は
約

四
百
名
お
り
、
こ
の
う
ち
日

四
百
名
お
り
、
こ
の
う
ち
日

本
人
の
総
氏
神
と
し
て
仰
が

本
人
の
総
氏
神
と
し
て
仰
が

れ
る
伊
勢
の
神
宮
に
は
三
十

れ
る
伊
勢
の
神
宮
に
は
三
十

八
名
の
院
友
が
職
を
奉
じ
、

八
名
の
院
友
が
職
を
奉
じ
、

日
々
奉
仕
に
精
励
し
て
お
り

日
々
奉
仕
に
精
励
し
て
お
り

ま
す
。

ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
四
年
、

　

さ
て
、
平
成
二
十
四
年
、

第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮

第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮

の
記
念
事
業
と
し
て
外
宮
勾

の
記
念
事
業
と
し
て
外
宮
勾

玉
池
畔
に
「
せ
ん
ぐ
う
館
」

玉
池
畔
に
「
せ
ん
ぐ
う
館
」

が
開
館
し
ま
し
た
。
遷
宮
を

が
開
館
し
ま
し
た
。
遷
宮
を

次
世
代
に
継
承
し
、
そ
の
意

次
世
代
に
継
承
し
、
そ
の
意

義
を
広
く
伝
え
る
こ
と
を
目

義
を
広
く
伝
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
博
物
館
と
し
て
、

的
と
し
た
博
物
館
と
し
て
、

開
館
以
来
大
変
好
評
を
い
た

開
館
以
来
大
変
好
評
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
平

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
平

成
二
十
九
年
の
台
風
被
害
に

成
二
十
九
年
の
台
風
被
害
に

よ
り
、
長
ら
く
休
館
の
止
む

よ
り
、
長
ら
く
休
館
の
止
む

な
き
に
至
っ
て
お
り
ま
し

な
き
に
至
っ
て
お
り
ま
し

た
。
た
。

　

こ
の
た
び
復
旧
工
事
が
漸

　

こ
の
た
び
復
旧
工
事
が
漸

く
完
了
し
、
昨
年
十
一
月
七

く
完
了
し
、
昨
年
十
一
月
七

日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
い

日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
い

た
し
ま
し
た
。
再
開
館
に
あ

た
し
ま
し
た
。
再
開
館
に
あ

た
り
、
こ
れ
ま
で
の
外
宮
正

た
り
、
こ
れ
ま
で
の
外
宮
正

殿
原
寸
大
模
型
や
、
大
御
神

殿
原
寸
大
模
型
や
、
大
御
神

の
お
調
度
品
で
あ
る
御
装
束

の
お
調
度
品
で
あ
る
御
装
束

神
宝
の
調
製
工
程
の
展
示
な

神
宝
の
調
製
工
程
の
展
示
な

ど
に
加
え
、
一
部
展
示
内
容

ど
に
加
え
、
一
部
展
示
内
容

を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

外
宮
の
御
祭
神
、
豊
受
大

　

外
宮
の
御
祭
神
、
豊
受
大

御
神
の
御
神
徳
に
も
つ
な
が

御
神
の
御
神
徳
に
も
つ
な
が

る
遷
宮
の
衣
や
住
に
関
わ
る

る
遷
宮
の
衣
や
住
に
関
わ
る

展
示
を
通
じ
、
神
宮
が
守
り

展
示
を
通
じ
、
神
宮
が
守
り

続
け
て
き
た
日
々
の
祈
り
の

続
け
て
き
た
日
々
の
祈
り
の

心
、
そ
し
て
千
三
百
年
に
亘

心
、
そ
し
て
千
三
百
年
に
亘

る
遷
宮
の
営
み
に
つ
い
て
、

る
遷
宮
の
営
み
に
つ
い
て
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
理
解
を

よ
り
多
く
の
方
々
に
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願

深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

っ
て
お
り
ま
す
。

◎
支
部
長
…
山
本
賢
司

（
や
ま
も
と
・
け
ん
じ
／

78
史
・
79
神
専
攻
）

◎
事
務
局
…
大
津
市
中
庄

一
―
一
四
―
二
四

　

中
山
恒
夫（
96
神
）

☎
〇
七
七
―
五
二
五
―

一
〇
〇
一 滋賀県

支部

「
冨
田
人
形
」の
継
承
に

サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞

〜
人
形
浄
瑠
璃
を
通
じ
、

日
本
文
化
を
伝
え
る

　

滋
賀
県
に
は
祭
と
い
え
ば

　

滋
賀
県
に
は
祭
と
い
え
ば

「
大
津
ま
つ
り
」「
左
義
長

「
大
津
ま
つ
り
」「
左
義
長

ま
つ
り
」「
長
浜
曳
山
ま
つ

ま
つ
り
」「
長
浜
曳
山
ま
つ

り
」
の
三
大
ま
つ
り
が
有
名

り
」
の
三
大
ま
つ
り
が
有
名

で
す
が
、
最
近
注
目
を
集
め

で
す
が
、
最
近
注
目
を
集
め

9万4千部

残暑見舞号

國學院大學オリジナルラベルの
焼酎を15名様にプレゼント!!

個人情報の
取り扱いについて

お申し込みいただいた個人情報は、
本会で適切に管理し、本会の事業を
遂行するために利用させていただき
ます。

〒150－0011　東京都渋谷区東
4-12-8　國學院大學院友会「國學
院大學オリジナルラベルお酒プレ
ゼント係」

応募先

はがき、ファックス、Ｅメール
で、郵便番号・住所・氏名・電話
番号・卒業期・卒業学科・メッセ
ージをお書きの上、お申込くださ
い。

応募方法

令和２年１月20日（月）※消印有効応募締切

当選発表（一人一本：抽選にて決
定）は、賞品の発送をもって代えさ
せていただきます。発送は１月末
以降となりますので、ご了承くだ
さい。

賞品発送
方法

　毎年恒例のホームカミングデーで好評を得て
いる國學院大學オリジナルラベルのお酒を読者
の皆さまに抽選でお届けいたします。今回の賞
品は焼酎です。鹿児島の院友・下戸直一（さげ

と・なおいち／77経）さ
んの「若潮酒造」の逸品で
す。ラベルは新元号にちな
み、「令和」です。丹精な
味わい、抜群の美昧しさを
ぜひお楽しみください。
　今回は15名のみなさま
にプレゼントいたします。
奮ってご応募ください。

化
、
と
り
わ
け

化
、
と
り
わ
け

人
形
浄
瑠
璃
の

人
形
浄
瑠
璃
の

世
界
へ
の
発
信

世
界
へ
の
発
信

に
も
取
り
組

に
も
取
り
組

み
、
す
で
に
北

み
、
す
で
に
北

米
、
ロ
シ
ア
、

米
、
ロ
シ
ア
、

ド
イ
ツ
、
ニ
ュ

ド
イ
ツ
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

な
ど
で
、
十
回

な
ど
で
、
十
回

以
上
の
公
演
を
成
功
さ
せ
て

以
上
の
公
演
を
成
功
さ
せ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

 　

こ
れ
ら
阿
部
秀
彦
さ
ん
率

い
る
冨
田
人
形
共
遊
団
が
、

令
和
元
年
九
月
二
十
七
日
、

「
地
域
文
化
の
発
展
に
貢
献

し
た
個
人
や
団
体
を
顕
彰
す

る
『
第
41
回
サ
ン
ト
リ
ー
地

域
文
化
賞
』
に
選
ば
れ
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
院
友
会
滋
賀

県
支
部
で
は
、
阿
部
秀
彦
さ

ん
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

 

国
友
美
丸
（
71
文
）
記

　

皆
さ
ま
の
ご
参
拝
・
ご
来

　

皆
さ
ま
の
ご
参
拝
・
ご
来

館
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

館
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

り
ま
す
。

 

◆ 

せ
ん
ぐ
う
館

伊
勢
市
豊
川
町
前
野
一
二

六
―
一

　

☎
〇
五
九
六
―
二
二
―
六
二

六
三

ほhttps://w
w
w
.

sengukan.jp/
 

中
西
直
樹
（
106106
神
・

神
宮
司
庁
奉
職
）
記

て
い
る
の
が
お
な
じ
古
く
か

て
い
る
の
が
お
な
じ
古
く
か

ら
の
芸
能
関
係
で
、
人
形
浄

ら
の
芸
能
関
係
で
、
人
形
浄

瑠
璃
の
「
冨
田
人
形
」
で
あ

瑠
璃
の
「
冨
田
人
形
」
で
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

冨
田
人
形
は
、
江
戸
時

　

冨
田
人
形
は
、
江
戸
時

代
、
阿
波
の
徳
島
か
ら
巡
業

代
、
阿
波
の
徳
島
か
ら
巡
業

で
長
浜
市
富
田
町
に
来
て
い

で
長
浜
市
富
田
町
に
来
て
い

た
人
形
座
が
折
か
ら
の
長
期

た
人
形
座
が
折
か
ら
の
長
期

豪
雪
に
見
舞
わ
れ
興
行
で
き

豪
雪
に
見
舞
わ
れ
興
行
で
き

な
く
な
り
、
帰
る
た
め
の
旅

な
く
な
り
、
帰
る
た
め
の
旅

費
と
引
き
換
え
に
人
形
浄
瑠

費
と
引
き
換
え
に
人
形
浄
瑠

璃
の
道
具
を
置
い
て
い
っ
た

璃
の
道
具
を
置
い
て
い
っ
た

の
が
始
ま
り
。
村
人
た
ち
が

の
が
始
ま
り
。
村
人
た
ち
が

そ
の
人
形
を
使
っ
て
興
行
を

そ
の
人
形
を
使
っ
て
興
行
を

始
め
た
の
が
起
源
で
す
が
、

始
め
た
の
が
起
源
で
す
が
、

明
治
七
年
に
県
の
興
行
許
可

明
治
七
年
に
県
の
興
行
許
可

を
得
て
冨
田
人
形
共
遊
団
を

を
得
て
冨
田
人
形
共
遊
団
を

組
織
し
、
昭
和
三
十
二
年
に

組
織
し
、
昭
和
三
十
二
年
に

は
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

は
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ

定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ

の
後
の
活
動
は
低
迷
し
活
動

の
後
の
活
動
は
低
迷
し
活
動

の
火
が
消
え
そ
う
に
な
っ
て

の
火
が
消
え
そ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
院
友
の

　

こ
こ
で
院
友
の
7171
期
文
学

期
文
学

科
卒
業
で
、
教
職
に
あ
っ
た

科
卒
業
で
、
教
職
に
あ
っ
た

阿
部
秀
彦
さ
ん
が
昭
和
五
十

阿
部
秀
彦
さ
ん
が
昭
和
五
十

四
年
「
村
の
伝
統
を
消
す
わ

四
年
「
村
の
伝
統
を
消
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
」
と
立
ち

け
に
は
い
か
な
い
」
と
立
ち

上
が
り
ま
す
。
地
元
の
有
志

上
が
り
ま
す
。
地
元
の
有
志

に
呼
び
か
け
「
共
遊
団
」
を

に
呼
び
か
け
「
共
遊
団
」
を

再
発
足
さ
せ
、
さ
ら
に
県
の

再
発
足
さ
せ
、
さ
ら
に
県
の

「
小
さ
な
世
界
ま
ち
づ
く
り

「
小
さ
な
世
界
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
の
支
援
を
う
け
「
冨

事
業
」
の
支
援
を
う
け
「
冨

田
人
形
会
館
」
も
設
立
、
こ

田
人
形
会
館
」
も
設
立
、
こ

こ
を
拠
点
と
し
て
活
動
を
展

こ
を
拠
点
と
し
て
活
動
を
展

開
し
て
い
き
ま
し
た
。
地
元

開
し
て
い
き
ま
し
た
。
地
元

の
子
供
た
ち
の
育
成
を
は
じ

の
子
供
た
ち
の
育
成
を
は
じ

め
、
海
外
留
学
生
な
ど
幅
広

め
、
海
外
留
学
生
な
ど
幅
広

い
人
材
の
掘
り
起
こ
し
に
余

い
人
材
の
掘
り
起
こ
し
に
余

念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
文

念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
文

美
し
い
恋
路
ヶ
浜

美
し
い
恋
路
ヶ
浜

リニューアル開館した「せんぐう館」リニューアル開館した「せんぐう館」

阿
部
さ
ん
と
冨
田
人
形

阿
部
さ
ん
と
冨
田
人
形

し
、
新
た
な
予
定
が
加
わ

し
、
新
た
な
予
定
が
加
わ

る
。
る
。

　

秋
津
さ
ん
は
こ
よ
な
く
酒

　

秋
津
さ
ん
は
こ
よ
な
く
酒

を
愛
し
て
い
る
。
文
武
両
道

を
愛
し
て
い
る
。
文
武
両
道

を
モ
ッ
ト
ー
に
何
事
に
も
手

を
モ
ッ
ト
ー
に
何
事
に
も
手

を
抜
く
こ
と
な
く
、
前
向
き

を
抜
く
こ
と
な
く
、
前
向
き

に
活
動
す
る
姿
に
は
、
頭
が

に
活
動
す
る
姿
に
は
、
頭
が

下
が
る
。

下
が
る
。山

平
公
一
（
71
文
・

加
藤
学
園
高
校
勤
務
）
記

13 院 友 会 報令和２年１月１日（水）　No.373 新年号



み
下
さ
い
。
送
料
別
で
五
百

み
下
さ
い
。
送
料
別
で
五
百

円
と
な
り
ま
す
。
公
開
講
座

円
と
な
り
ま
す
。
公
開
講
座

の
会
場
で
も
販
売
い
た
し
ま

の
会
場
で
も
販
売
い
た
し
ま

す
。
す
。

　

ま
た
、
当
会
会
員
を
講
師

　

ま
た
、
当
会
会
員
を
講
師

と
す
る
公
開
講
座
「
國
學
院

と
す
る
公
開
講
座
「
國
學
院

の
古
典
」
を
、
令
和
二
年
一

の
古
典
」
を
、
令
和
二
年
一

月
十
四
日
（
火
）
〜
十
八
日

月
十
四
日
（
火
）
〜
十
八
日

（
土
）
の
五
日
間
開
催
し
ま

（
土
）
の
五
日
間
開
催
し
ま

す
。
古
事
記
、
日
本
書
紀
、

す
。
古
事
記
、
日
本
書
紀
、

万
葉
集
、
源
氏
物
語
、
国
語

万
葉
集
、
源
氏
物
語
、
国
語

学
、
神
道
学
、
国
学
、
中
国

学
、
神
道
学
、
国
学
、
中
国

文
学
の
講
座
に
、
今
回
よ
り

文
学
の
講
座
に
、
今
回
よ
り

國
學
院
大
學
教
授
の
大
石
泰

國
學
院
大
學
教
授
の
大
石
泰

夫
氏
に
よ
る
民
俗
学
の
講
座

夫
氏
に
よ
る
民
俗
学
の
講
座

が
加
わ
り
ま
し
た
。
詳
細
に

が
加
わ
り
ま
し
た
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
別
記
を
ご
覧

つ
き
ま
し
て
は
別
記
を
ご
覧

下
さ
い
。
ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご

下
さ
い
。
ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

　

山
﨑
か
お
り
（
104104
文
・
106106

　

博
前
文
・
111111
博
後
文
）
記

「『
山
海
経
』
明
清
諸
注
本

「『
山
海
経
』
明
清
諸
注
本

文
考
」、
註
釈
と
し
て
、『
日

文
考
」、
註
釈
と
し
て
、『
日

本
感
霊
録
』
研
究
会
「『
日

本
感
霊
録
』
研
究
会
「『
日

本
感
霊
録
注
釈
』（
六
）
│

本
感
霊
録
注
釈
』（
六
）
│

第
十
二
・
十
三
縁
」
を
掲
載

第
十
二
・
十
三
縁
」
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ご
購
入
希
望

し
て
い
ま
す
。
ご
購
入
希
望

の
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
葉

の
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
葉

書
か
メ
ー
ル
（

書
か
メ
ー
ル
（ugn23759@

ugn23759@
nifty.com
nifty.com

）
に
て
お
申
し
込

）
に
て
お
申
し
込

◎
支
部
長
…
大
塚
勤（
お

お
つ
か
・
つ
と
む
／
74

政
）

◎
事
務
局
…
渋
谷
区
東
四

―
十
―
二
八　

國
學
院
大
學
総
務
部
人

事
課

　

鈴
木
一
匡（
118
経
営
）

☎
〇
三
―
五
四
六
六
―

〇
七
四
五

◎
支
部
長
…
菅
野
雅
雄

（
す
が
の
・
ま
さ
お
／
65

文
２・
68
修
文
・
71
博

文
）

◎
事
務
局
…
渋
谷
区
東
四

―
十
二
―
八

　

國
學
院
大
學
院
友
会
内

山
﨑
か
お
り（
104
文
・

106
博
前
文
・
111
博
後
文
）

☎
〇
三
―
三
四
〇
〇
―

七
七
八
一

院友
経済会

院友学術
振興会

自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を

見
つ
め
な
お
す

院
友
と
の
交
流

―
第
２
回
ビ
ジ
ネ
ス

塾
に
参
加
し
て
―

　

令
和
元
年
九
月
二
十
一
日

　

令
和
元
年
九
月
二
十
一
日

（
土
）

（
土
） 

院
友
経
済
会
ビ
ジ
ネ

院
友
経
済
会
ビ
ジ
ネ

ス
塾
「
集
え
！
院
友
ユ
ー
ス

ス
塾
「
集
え
！
院
友
ユ
ー
ス

よ
！
」
に
参
加
し
た
。
今
年

よ
！
」
に
参
加
し
た
。
今
年

度
に
竣
功
し
た
総
合
学
修
館

度
に
竣
功
し
た
総
合
学
修
館

（
６
号
館
）
で
開
講
さ
れ
た

（
６
号
館
）
で
開
講
さ
れ
た

同
塾
に
は
、
院
友
・
在
学
生

同
塾
に
は
、
院
友
・
在
学
生

当
会
の
活
動
に
つ
い
て

　

当
会
は
、
國
學
院
大
學
で

　

当
会
は
、
國
學
院
大
學
で

学
位
を
取
得
し
た
研
究
者
で

学
位
を
取
得
し
た
研
究
者
で

総
勢
四
十
名
が
集
ま
っ
た
。

総
勢
四
十
名
が
集
ま
っ
た
。

　

開
催
二
回
目
と
な
る
今
回

　

開
催
二
回
目
と
な
る
今
回

は
、
三
十
歳
前
後
の
院
友
を

は
、
三
十
歳
前
後
の
院
友
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
「
働
く
こ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
「
働
く
こ

と
の
意
義
」「
働
き
方
の
価

と
の
意
義
」「
働
き
方
の
価

値
観
の
変
化
」
を
テ
ー
マ
に

値
観
の
変
化
」
を
テ
ー
マ
に

設
定
し
て
い
る
。
院
友
の
森

設
定
し
て
い
る
。
院
友
の
森

構
成
さ
れ
、
五
月
末
開
催
の

構
成
さ
れ
、
五
月
末
開
催
の

総
会
と
、
十
月
発
行
の
雑

総
会
と
、
十
月
発
行
の
雑

誌
、
一
月
開
催
の
公
開
講
座

誌
、
一
月
開
催
の
公
開
講
座

を
活
動
の
三
つ
の
柱
と
し
て

を
活
動
の
三
つ
の
柱
と
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
の
総
会

お
り
ま
す
。
今
年
度
の
総
会

に
お
け
る
研
究
発
表
は
、
春

に
お
け
る
研
究
発
表
は
、
春

日
神
社
・
國
學
院
大
學
大
学

日
神
社
・
國
學
院
大
學
大
学

院
特
別
研
究
員
の
竹
内
雅
之

院
特
別
研
究
員
の
竹
内
雅
之

氏
に
よ
る
「
神
社
祭
式
の
研

氏
に
よ
る
「
神
社
祭
式
の
研

究
」
で
し
た
。

究
」
で
し
た
。

　

ま
た
、
雑
誌
『
新
國
學
』

　

ま
た
、
雑
誌
『
新
國
學
』

の
最
新
号
（
復
刊
第
十
一

の
最
新
号
（
復
刊
第
十
一

号
）
に
は
、
論
文
と
し
て
、

号
）
に
は
、
論
文
と
し
て
、

菅
野
雅
雄
「『
古
事
記
』
の

菅
野
雅
雄
「『
古
事
記
』
の

宇
遅
能
和
紀
郎
子
」、
中
澤

宇
遅
能
和
紀
郎
子
」、
中
澤

伸
弘
（

伸
弘
（
9393
文
）「
幕
末
・
維

文
）「
幕
末
・
維

新
時
の
村
上
忠
順
（
四
）
│

新
時
の
村
上
忠
順
（
四
）
│

忠
順
の
日
記
『
年
中
日
次

忠
順
の
日
記
『
年
中
日
次

記
』（
明
治
十
・
十
四
年
）

記
』（
明
治
十
・
十
四
年
）

か
ら
│
附
翻
刻
」、
岡
田
誠

か
ら
│
附
翻
刻
」、
岡
田
誠

（
107107
博
前
文
・

博
前
文
・
122122
博
後
文
）

博
後
文
）

「
岡
倉
由
三
郎
の
国
語

「
岡
倉
由
三
郎
の
国
語

学
」、
松
田
稔
（

学
」、
松
田
稔
（
6464
文
）
文
）

　院友会報第372号（残暑見舞号）
に誤りがございました。正しくは下記
のとおりです。
■ 14ページ・「支部自慢・山形県支
部」のお名前

（正）先代宮司　鬼海瑞光氏・98神
（誤）鬼海倶盈氏・67神
　会員の皆さま、ならびに関係各位に
ご迷惑をおかけしましたことをお詫び
するとともに、訂正させて頂きます。

お詫びと訂正

院友学術振興会令和元年度総会院友学術振興会令和元年度総会

◎
支
部
長
…
中
村
陽（
な

か
む
ら
・
あ
き
ら
／
76

神
専
攻
）

◎
事
務
局
…
京
都
市
伏
見

区
深
草
薮
之
内
町
六
八

　

伏
見
稲
荷
大
社

　

井
上
了（
88
神
）

☎
〇
七
五
―
六
四
一
―

七
九
九
一 京都府

支部

新
年
の
ご
挨
拶
と

感
謝
の
想
い

　

令
和
二
年
の
新
た
な
年
を

　

令
和
二
年
の
新
た
な
年
を

迎
え
、
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ

迎
え
、
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
健
や
か
に
新
春
を

ま
し
て
は
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
謹
ん
で
お

お
迎
え
の
こ
と
と
謹
ん
で
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
平
素
よ
り
、
大
学
並

　

ま
た
平
素
よ
り
、
大
学
並

び
に
神
道
界
の
皆
さ
ま
に
は

び
に
神
道
界
の
皆
さ
ま
に
は

格
別
の
ご
高
配
を
た
ま
わ
り

格
別
の
ご
高
配
を
た
ま
わ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
御
代
替
り
の
大
き

　

昨
年
は
御
代
替
り
の
大
き

な
節
目
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
節
目
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
が
所
属
し
ま
す
井
筒
装
束

私
が
所
属
し
ま
す
井
筒
装
束

店
で
も
、
御
大
礼
に
ま
つ
わ

店
で
も
、
御
大
礼
に
ま
つ
わ

る
数
多
く
の
御
用
を
た
ま
わ

る
数
多
く
の
御
用
を
た
ま
わ

り
、
幾
度
も
皇
居
へ
伺
い
打

り
、
幾
度
も
皇
居
へ
伺
い
打

合
せ
し
納
品
し
た
次
第
で

合
せ
し
納
品
し
た
次
第
で

す
。
す
。

　

先
に
行
わ
れ
ま
し
た
即
位

　

先
に
行
わ
れ
ま
し
た
即
位

礼
正
殿
の
儀
で
は
、
皇
居
に

礼
正
殿
の
儀
で
は
、
皇
居
に

於
い
て
程
よ
い
雨
の
中
に
晴

於
い
て
程
よ
い
雨
の
中
に
晴

れ
間
が
の
ぞ
く
、
ま
さ
し
く

れ
間
が
の
ぞ
く
、
ま
さ
し
く

恵
み
の
雨
と
言
え
る
状
況
の

恵
み
の
雨
と
言
え
る
状
況
の

下
で
、
宣
明
の
お
言
葉
に
耳

下
で
、
宣
明
の
お
言
葉
に
耳

を
傾
け
礼
砲
の
音
と
振
動
を

を
傾
け
礼
砲
の
音
と
振
動
を

体
感
し
実
に
感
無
量
の
思
い

体
感
し
実
に
感
無
量
の
思
い

で
あ
り
ま
し
た
。

で
あ
り
ま
し
た
。

　

大
嘗
祭
に
お
き
ま
し
て

　

大
嘗
祭
に
お
き
ま
し
て

も
、
皇
居
へ
参
り
衣
紋
方
と

も
、
皇
居
へ
参
り
衣
紋
方
と

し
て
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ

し
て
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ

き
万
感
の
思
い
が
こ
み
上
げ

き
万
感
の
思
い
が
こ
み
上
げ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
卒
業
後

て
ま
い
り
ま
し
た
。
卒
業
後

三
十
三
十
年
が
経
つ
こ
の
タ
イ
ミ

年
が
経
つ
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
令
和
の
御
大
礼
に
深

ン
グ
で
令
和
の
御
大
礼
に
深

く
携
わ
れ
た
事
は
、
私
に
と

く
携
わ
れ
た
事
は
、
私
に
と

り
ま
し
て
誠
に
光
栄
か
つ
貴

り
ま
し
て
誠
に
光
栄
か
つ
貴

佐織鉄郎さん佐織鉄郎さん

　

院
友
の
皆
さ
ま
か
ら
、
い

　

院
友
の
皆
さ
ま
か
ら
、
い

つ
も
多
く
の
著
書
を
ご
寄
贈

つ
も
多
く
の
著
書
を
ご
寄
贈

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
心

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
平
成
三
十
年
七
月

　

今
回
は
平
成
三
十
年
七
月

か
ら
の
分
を
掲
載
さ
せ
て
い

か
ら
の
分
を
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
以
降

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
以
降

に
頂
戴
し
た
も
の
は
、
次
号

に
頂
戴
し
た
も
の
は
、
次
号

以
降
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

以
降
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆ 
書
名
／
①
著
者
・
編
集
者

書
名
／
①
著
者
・
編
集
者

名
（
卒
期
・
敬
称
略
）
②

名
（
卒
期
・
敬
称
略
）
②

出
版
社
・
発
行
所
③
刊
行

出
版
社
・
発
行
所
③
刊
行

年
月
④
定
価
（
税
抜
）

年
月
④
定
価
（
税
抜
）

◆ 

一
所
懸
命　

ラ
グ
ビ
ー
は

一
所
懸
命　

ラ
グ
ビ
ー
は

教
育
だ
！

教
育
だ
！
／
①
中
村
誠
②

／
①
中
村
誠
②

㈱
鉄
筆
③
平
成
三
十
年
四

㈱
鉄
筆
③
平
成
三
十
年
四

月
④
二
千
円

月
④
二
千
円

◆ 

國
學
院
大
學
第
二
大
橋
寮

國
學
院
大
學
第
二
大
橋
寮

同
窓
会
機
関
紙　

燓
火　

同
窓
会
機
関
紙　

燓
火　

最
終
刊
号
第
四
十
七
号

最
終
刊
号
第
四
十
七
号
／

①
長
尾
和
彦
（

①
長
尾
和
彦
（
7575
文
）
③

文
）
③

平
成
三
十
一
年
一
月
④
非

平
成
三
十
一
年
一
月
④
非

売
品
売
品

◆ 

入
り
婿
侍
商
い
帖　

凶
作

入
り
婿
侍
商
い
帖　

凶
作

年
の
騒
乱
（
三
）

年
の
騒
乱
（
三
） 

／
①
千

／
①
千

野
隆
司
（

野
隆
司
（
8282
文
）
②
㈱
Ｋ

文
）
②
㈱
Ｋ

Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
③
平
成

Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
③
平
成

三
十
一
年
二
月
④
六
百
八

三
十
一
年
二
月
④
六
百
八

十
円
十
円

◆ 

お
れ
は
一
万
石　

囲
米
の

お
れ
は
一
万
石　

囲
米
の

罠
／
①
千
野
隆
司
（

／
①
千
野
隆
司
（
8282

贈

　

鎌
倉
幕
府
の
歴
史
は
、
正
史
『
吾
妻
鏡
』
に
い
か
に
叙

　

鎌
倉
幕
府
の
歴
史
は
、
正
史
『
吾
妻
鏡
』
に
い
か
に
叙

述
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
源
平
合
戦
、
御
家
人
の

述
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
源
平
合
戦
、
御
家
人
の

抗
争
、
北
条
氏
の
権
力
確
立
な
ど
を
年
代
順
に
辿
り
、『
吾

抗
争
、
北
条
氏
の
権
力
確
立
な
ど
を
年
代
順
に
辿
り
、『
吾

妻
鏡
』
の
記
述
と
京
都
の
公
家
・
寺
院
の
記
録
を
比
較
検

妻
鏡
』
の
記
述
と
京
都
の
公
家
・
寺
院
の
記
録
を
比
較
検

証
。
何
が
事
実
で
あ
っ
た
か
を
読
み
解
き
ま
す
。

証
。
何
が
事
実
で
あ
っ
た
か
を
読
み
解
き
ま
す
。

　

著
者
の
永
井
晋
先
生
は
、
昭
和

　

著
者
の
永
井
晋
先
生
は
、
昭
和
三
十
四

三
十
四
年
群
馬
県
生
ま

年
群
馬
県
生
ま

れ
。
昭
和
六
十
一
年
、
國
學
院
大
學
大
学
院
博
士
課
程
後

れ
。
昭
和
六
十
一
年
、
國
學
院
大
學
大
学
院
博
士
課
程
後

期
中
退
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
主
任
学
芸
員
、
神
奈
川

期
中
退
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
主
任
学
芸
員
、
神
奈
川

県
立
博
物
館
企
画
普
及
課
長
を
経
て
、
現
在
、
関
東
学
院

県
立
博
物
館
企
画
普
及
課
長
を
経
て
、
現
在
、
関
東
学
院

大
学
客
員
教
授
。
國
學
院
大
學
博
士
（
歴
史
学
）
で
す
。

大
学
客
員
教
授
。
國
學
院
大
學
博
士
（
歴
史
学
）
で
す
。

（
発
行
㈱
吉
川
弘
文
館
／
価
格
：
二
、
二
〇
〇
円
：
税
別
）

（
発
行
㈱
吉
川
弘
文
館
／
価
格
：
二
、
二
〇
〇
円
：
税
別
）

 

久
我
貴
英
（
100100
史
）
記

　

「
神
様
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
」
と
思
っ
た
時
、
素

　

「
神
様
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
」
と
思
っ
た
時
、
素

朴
な
疑
問
に
答
え
て
く
れ
る
神
様
の
入
門
書
。
神
々
の
略
系

朴
な
疑
問
に
答
え
て
く
れ
る
神
様
の
入
門
書
。
神
々
の
略
系

図
も
分
か
り
や
す
く
、
イ
ラ
ス
ト
が
個
性
的
で
可
愛
く
描
か

図
も
分
か
り
や
す
く
、
イ
ラ
ス
ト
が
個
性
的
で
可
愛
く
描
か

れ
て
い
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

れ
て
い
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

著
者
は
会
社
員
を
経
て
「
日
本
の
神
様
カ
ー
ド
」
シ
リ
ー

　

著
者
は
会
社
員
を
経
て
「
日
本
の
神
様
カ
ー
ド
」
シ
リ
ー

ズ
を
は
じ
め
、
過
去
に
五
十
作
以
上
の
カ
ー
ド
出
版
を
手
掛

ズ
を
は
じ
め
、
過
去
に
五
十
作
以
上
の
カ
ー
ド
出
版
を
手
掛

け
、
数
々
の
講
座
の
講
師
も
務
め
る
企
業
家
で
学
者
ま
た
宗

け
、
数
々
の
講
座
の
講
師
も
務
め
る
企
業
家
で
学
者
ま
た
宗

教
家
と
は
違
っ
た
視
点
か
ら
神
様
を
捉
え
て
い
ま
す
。
神
様

教
家
と
は
違
っ
た
視
点
か
ら
神
様
を
捉
え
て
い
ま
す
。
神
様

を
知
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
古
事
記
」「
祝
詞
」
に

を
知
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
古
事
記
」「
祝
詞
」
に

も
触
れ
て
い
て
、
読
み
終
え
た
時
に
は
神
様
が
身
近
な
存
在

も
触
れ
て
い
て
、
読
み
終
え
た
時
に
は
神
様
が
身
近
な
存
在

に
感
じ
ら
れ
、
神
様
の
ト
リ
コ
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

に
感
じ
ら
れ
、
神
様
の
ト
リ
コ
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

大
人
は
勿
論
子
供
や
外
国
の
方
ま
で
多
く
の
方
に
お
薦
め
の

大
人
は
勿
論
子
供
や
外
国
の
方
ま
で
多
く
の
方
に
お
薦
め
の

一
冊
で
す
。
本
書
を
読
ん
で
神
様
の
偉
大
な
力
を
い
た
だ

一
冊
で
す
。
本
書
を
読
ん
で
神
様
の
偉
大
な
力
を
い
た
だ

き
、
色
々
な
神
社
へ
お
参
り
に
出
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

き
、
色
々
な
神
社
へ
お
参
り
に
出
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
発
行
㈱
新
星
出
版
／
価
格
：
一
、
二
〇
〇
円
：
税
別
）

（
発
行
㈱
新
星
出
版
／
価
格
：
一
、
二
〇
〇
円
：
税
別
）

 

蔵
重
命
弘
（
世
田
谷
八
幡
宮
・
100100
神
）
記

著
書

紹
介

「
鎌
倉
幕
府
の
転
換
点

『
吾
妻
鏡
』を
読
み
な
お
す
」

永
井
晋
（
90
史
・
92
博
前
史
）
著

「
神
様
と
仲
よ
く
な
れ
る
！

日
本
の
神
様
図
鑑
」

大
塚
和
彦
（
101
史
）
著

文
）
②
㈱
双
葉
社
③
平
成

文
）
②
㈱
双
葉
社
③
平
成

三
十
一
年
三
月
④
六
百
十

三
十
一
年
三
月
④
六
百
十

一
円
一
円

◆ 

東
京
ミ
ス
テ
リ
ー
〜
縄
文

東
京
ミ
ス
テ
リ
ー
〜
縄
文

か
ら
現
代
ま
で
の
謎
解
き

か
ら
現
代
ま
で
の
謎
解
き

１
万
年
史
〜

１
万
年
史
〜
／
①
戸
矢
学

／
①
戸
矢
学

（
9191
神
）
②
㈱
か
ざ
ひ
の

神
）
②
㈱
か
ざ
ひ
の

文
庫
③
平
成
三
十
一
年
四

文
庫
③
平
成
三
十
一
年
四

月
④
千
六
百
円

月
④
千
六
百
円

◆ 

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト　

渋
谷
学

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト　

渋
谷
学

0101
／
①
國
學
院
大
學
研
究

／
①
國
學
院
大
學
研
究

開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
渋
谷

開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
渋
谷

学
研
究
会
②
國
學
院
大
學

学
研
究
会
②
國
學
院
大
學

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

③
平
成
三
十
一
年
二
月
④

③
平
成
三
十
一
年
二
月
④

非
売
品

非
売
品

◆ 

ヤ
ニ
ス
・
リ
ッ
ツ
ォ
ス
詩

ヤ
ニ
ス
・
リ
ッ
ツ
ォ
ス
詩

集
／
①
東
千
尋
（

／
①
東
千
尋
（
6767
哲
）
哲
）

編
訳
②
土
曜
美
術
社
出
版

編
訳
②
土
曜
美
術
社
出
版

販
売
③
平
成
三
十
一
年
三

販
売
③
平
成
三
十
一
年
三

月
④
三
千
円

月
④
三
千
円

◆ 

三
島
由
紀
夫　

心
を
燃
や

三
島
由
紀
夫　

心
を
燃
や

し
て
し
て
／
①
山
田
重
夫
（

／
①
山
田
重
夫
（
5757

専
）
②
㈱
青
林
堂
③
平
成

専
）
②
㈱
青
林
堂
③
平
成

三
十
年
四
月
④
千
四
百
円

三
十
年
四
月
④
千
四
百
円

◆ 

さ
や
ま　

第
二
十
三
号

さ
や
ま　

第
二
十
三
号
／

①
「
さ
や
ま
」
編
集
委
員

①
「
さ
や
ま
」
編
集
委
員

会
②
狭
山
市
立
中
央
図
書

会
②
狭
山
市
立
中
央
図
書

館
③
平
成
三
十
一
年
三
月

館
③
平
成
三
十
一
年
三
月

④
四
百
円
※
鎗
野
目
晃
士

④
四
百
円
※
鎗
野
目
晃
士

（
106106
法
）
寄
贈

法
）
寄
贈

◆ 

「
國
學
院
大
學

「
國
學
院
大
學 

人
間
開
発

人
間
開
発

学
研
究
」
第
十
号

学
研
究
」
第
十
号
／
①
／
①

「
國
學
院
大
學

「
國
學
院
大
學 

人
間
開

人
間
開

発
学
研
究
」
編
集
委
員
会

発
学
研
究
」
編
集
委
員
会

②
國
學
院
大
學
人
間
開
発

②
國
學
院
大
學
人
間
開
発

学
会
・
國
學
院
大
學
人
間

学
会
・
國
學
院
大
學
人
間

開
発
学
部
③
平
成
三
十
一

開
発
学
部
③
平
成
三
十
一

年
二
月
④
非
売
品

年
二
月
④
非
売
品

◆ 

万
葉
の
ひ
び
き

万
葉
の
ひ
び
き
／
①
鈴
木

／
①
鈴
木

久
美
子
（

久
美
子
（
7878
文
）
②
本
阿

文
）
②
本
阿

弥
書
店
③
平
成
三
十
年
九

弥
書
店
③
平
成
三
十
年
九

月
④
二
千
七
百
円

月
④
二
千
七
百
円

◆ 

芭
蕉
俳
諧
に
表
現
さ
れ
た

芭
蕉
俳
諧
に
表
現
さ
れ
た

漢
詩
文
の
研
究

漢
詩
文
の
研
究
／
①
塚
越

①
塚
越

義
幸
（

義
幸
（
9292
文
・
文
・
9494
博
前
文

博
前
文

・
9797
博
後
文
）
②
㈱
お
う

博
後
文
）
②
㈱
お
う

ふ
う
③
平
成
三
十
一
年
三

ふ
う
③
平
成
三
十
一
年
三

月
④
一
万
六
千
円

月
④
一
万
六
千
円

◆ 

栃
木
市
史
料
叢
書
第
一
集

栃
木
市
史
料
叢
書
第
一
集

「
栃
木
の
在
村
記
録　

幕

「
栃
木
の
在
村
記
録　

幕

末
維
新
期
の
胎
動
と
展

末
維
新
期
の
胎
動
と
展

開
」　

第
四
巻　

畠
山
氏

開
」　

第
四
巻　

畠
山
氏

陣
屋
役
所
日
記
㈡　

岡
田

陣
屋
役
所
日
記
㈡　

岡
田

親
之
江
戸
日
記
（
三
）　

親
之
江
戸
日
記
（
三
）　

肥
料
訴
訟
関
係
文
書
と
記

肥
料
訴
訟
関
係
文
書
と
記

録
／
①
田
中
正
弘
（

／
①
田
中
正
弘
（
7676
史

・
7979
修
史
・

修
史
・
8282
博
史
）
②

博
史
）
②

栃
木
市
教
育
委
員
会
③
平

栃
木
市
教
育
委
員
会
③
平

成
三
十
一
年
三
月

成
三
十
一
年
三
月

◆ 

國
學
院
大
學
紀
要
第
五
十

國
學
院
大
學
紀
要
第
五
十

七
巻
七
巻
／
①
②
國
學
院
大
學

／
①
②
國
學
院
大
學

③
平
成
三
十
一
年
一
月
④

③
平
成
三
十
一
年
一
月
④

非
売
品

非
売
品

◆ 

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期

大
学
部
紀
要　

第
三
十
六

大
学
部
紀
要　

第
三
十
六

巻
／
①
②
國
學
院
大
學
北

／
①
②
國
學
院
大
學
北

海
道
短
期
大
学
部
③
平
成

海
道
短
期
大
学
部
③
平
成

三
十
一
年
三
月
④
非
売
品

三
十
一
年
三
月
④
非
売
品

◆ 

鬼
と
は
な
に
か　

ま
つ
ろ

鬼
と
は
な
に
か　

ま
つ
ろ

わ
ぬ
民
か
、
縄
文
の
神
か

わ
ぬ
民
か
、
縄
文
の
神
か

／
①
戸
矢
学
（

／
①
戸
矢
学
（
9191
神
）
②

神
）
②

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

今
思
い
返
し
ま
す
と
、
幸
い

今
思
い
返
し
ま
す
と
、
幸
い

に
も
大
学
で
の
学
び
や
経
験

に
も
大
学
で
の
学
び
や
経
験

に
よ
り
装
束
業
界
へ
と
導
か

に
よ
り
装
束
業
界
へ
と
導
か

れ
、
そ
の
経
験
を
活
か
せ
た

れ
、
そ
の
経
験
を
活
か
せ
た

事
で
こ
の
度
の
体
験
に
成
り

事
で
こ
の
度
の
体
験
に
成
り

得
た
と
確
信
し
て
お
り
ま

得
た
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ま
方
か
ら
ご

　

今
後
も
皆
さ
ま
方
か
ら
ご

指
導
を
た
ま
わ
り
な
が
ら
一

指
導
を
た
ま
わ
り
な
が
ら
一

層
精
進
し
て
参
る
所
存
で
ご

層
精
進
し
て
参
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
令
和
の
時
代
の
安

　

結
び
に
令
和
の
時
代
の
安

寧
と
弥
栄
、
院
友
の
皆
さ
ま

寧
と
弥
栄
、
院
友
の
皆
さ
ま

方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
私

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
私

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

き
ま
す
。

 

◆ 

㈱
井
筒
装
束
店

京
都
市
南
区
吉
祥
院
観
音

堂
南
町
七
番
地
一

　

☎
〇
七
五
―
六
九
二
―
一
〇

〇
〇

ほhttp://shouzokuten.
izutsu.co.jp/

 

佐
織
鉄
郎
（
98
神
・

㈱
井
筒
装
束
店
代
表

取
締
役
社
長
）
記

崇
氏
（

崇
氏
（
114114
経
）
と
長
永
陽
介

経
）
と
長
永
陽
介

氏
（
氏
（
118118
経
営
）
に
よ
る
講
演

経
営
）
に
よ
る
講
演

の
ほ
か
、
院
友
・
在
学
生
が

の
ほ
か
、
院
友
・
在
学
生
が

講
演
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

講
演
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

・
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い

・
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い

て
意
見
交
換
す
る
場
を
設
け

て
意
見
交
換
す
る
場
を
設
け

た
。
一
般
的
な
セ
ミ
ナ
ー
で

た
。
一
般
的
な
セ
ミ
ナ
ー
で

あ
れ
ば
著
名
人
の
華
々
し
い

あ
れ
ば
著
名
人
の
華
々
し
い

キ
ャ
リ
ア
を
聞
い
て
、
ど
こ

キ
ャ
リ
ア
を
聞
い
て
、
ど
こ

か
自
分
に
は
縁
遠
い
世
界
の

か
自
分
に
は
縁
遠
い
世
界
の

話
と
感
じ
て
し
ま
う
だ
ろ

話
と
感
じ
て
し
ま
う
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
同
じ
院
友
ま

う
。
し
か
し
、
同
じ
院
友
ま

た
、
身
近
な
先
輩
か
ら
リ
ア

た
、
身
近
な
先
輩
か
ら
リ
ア

ル
な
話
を
聞
く
こ
と
で
自
身

ル
な
話
を
聞
く
こ
と
で
自
身

の
キ
ャ
リ
ア
を
イ
メ
ー
ジ
し

の
キ
ャ
リ
ア
を
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
い
。
さ
ら
に
、
考
え
を

や
す
い
。
さ
ら
に
、
考
え
を

周
囲
と
共
有
す
る
グ
ル
ー
プ

周
囲
と
共
有
す
る
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
こ
と

ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
こ
と

で
、
他
人
事
で
は
な
い
自
ら

で
、
他
人
事
で
は
な
い
自
ら

の
将
来
を
見
つ
め
な
お
す
機

の
将
来
を
見
つ
め
な
お
す
機

会
と
な
っ
た
。

会
と
な
っ
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
塾
の
参
加
者
に

　

ビ
ジ
ネ
ス
塾
の
参
加
者
に

は
院
友
・
経
済
学
部
生
の

は
院
友
・
経
済
学
部
生
の

他
、
就
職
活
動
に
活
か
し
た

他
、
就
職
活
動
に
活
か
し
た

い
と
い
う
他
学
部
生
の
参
加

い
と
い
う
他
学
部
生
の
参
加

希
望
も
あ
り
、
ニ
ー
ズ
は
高

希
望
も
あ
り
、
ニ
ー
ズ
は
高

い
。
実
施
会
ご
と
に
タ
ー
ゲ

い
。
実
施
会
ご
と
に
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
設
定
し
、
キ
ャ
リ
ア

ッ
ト
を
設
定
し
、
キ
ャ
リ
ア

の
ヒ
ン
ト
を
発
見
す
る
場
を

の
ヒ
ン
ト
を
発
見
す
る
場
を

提
供
し
て
い
る
こ
と
も
魅
力

提
供
し
て
い
る
こ
と
も
魅
力

の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
今

の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
今

後
、
開
催
予
定
の
第
三
回
ビ

後
、
開
催
予
定
の
第
三
回
ビ

ジ
ネ
ス
塾
に
も
期
待
で
あ

ジ
ネ
ス
塾
に
も
期
待
で
あ

る
。
る
。

 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
で

イ
ベ
ン
ト
の
お

知
ら
せ
を
し
て

い
ま
す

 　
　

会
田
優
介
（
127127
経
・
國
學

　
　

院
大
學
教
学
事
務
部
教
務

　
　

課
勤
務
）
記

㈱
河
出
書
房
新
社
③
令
和

㈱
河
出
書
房
新
社
③
令
和

元
年
五
月
④
千
八
百
五
十

元
年
五
月
④
千
八
百
五
十

円
◆ 

三
井
美
術
文
化
史
論
集　

三
井
美
術
文
化
史
論
集　

第
十
二
号

第
十
二
号
／
①
②
公
益
財

／
①
②
公
益
財

団
法
人
三
井
文
庫
三
井
記

団
法
人
三
井
文
庫
三
井
記

念
美
術
館
③
平
成
三
十
一

念
美
術
館
③
平
成
三
十
一

年
三
月
④
千
五
百
円

年
三
月
④
千
五
百
円

◆ 

特
別
展　

鎌
倉
禅
林
の
美

特
別
展　

鎌
倉
禅
林
の
美

円
覚
寺
の
至
宝

円
覚
寺
の
至
宝
／
①
②
公

／
①
②
公

益
財
団
法
人
三
井
文
庫
三

益
財
団
法
人
三
井
文
庫
三

井
記
念
美
術
館
③
平
成
三

井
記
念
美
術
館
③
平
成
三

十
一
年
四
月
④
二
千
三
百

十
一
年
四
月
④
二
千
三
百

円
◆ 

い
つ
か
金
色
の
馬
車
に
乗

い
つ
か
金
色
の
馬
車
に
乗

っ
て
っ
て
／
①
三
澤
章
子
（

／
①
三
澤
章
子
（
6969

文
）
②
㈱
文
芸
社
③
令
和

文
）
②
㈱
文
芸
社
③
令
和

元
年
六
月
④
千
二
百
円

元
年
六
月
④
千
二
百
円

◆ 

入
り
婿
侍
商
い
帖　

外
伝

入
り
婿
侍
商
い
帖　

外
伝

青
葉
の
季
節

青
葉
の
季
節
／
①
千
野
隆

／
①
千
野
隆

司
（
司
（
8282
文
）
②
㈱
Ｋ
Ａ
Ｄ

文
）
②
㈱
Ｋ
Ａ
Ｄ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
③
令
和
元
年

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
③
令
和
元
年

五
月
④
六
百
八
十
円

五
月
④
六
百
八
十
円

◆ 

献
上
の
祝
酒　

下
り
酒
一

献
上
の
祝
酒　

下
り
酒
一

番
（
三
）

番
（
三
）
／
①
千
野
隆
司

／
①
千
野
隆
司

（
8282
文
）
②
㈱
講
談
社
③

文
）
②
㈱
講
談
社
③

令
和
元
年
六
月
④
六
百
四

令
和
元
年
六
月
④
六
百
四

十
円
十
円

◆ 

関
城
文
芸　

第
九
十
号

関
城
文
芸　

第
九
十
号
／

①
植
木
正
明
（

①
植
木
正
明
（
6464
政
）
②

政
）
②

関
城
文
芸

関
城
文
芸
③
平
成
三
十
一

③
平
成
三
十
一

年
一
月
④
千
円

年
一
月
④
千
円

◆ 

平
成
か
ら
令
和
へ　

改
元

平
成
か
ら
令
和
へ　

改
元

の
記
録

の
記
録
／
①
②
㈱
産
業
経

／
①
②
㈱
産
業
経

済
新
聞
社
③
令
和
元
年
六

済
新
聞
社
③
令
和
元
年
六

月
④
二
千
円
（
税
込
）

月
④
二
千
円
（
税
込
）

ビ
ジ
ネ
ス
塾
の
様
子

ビ
ジ
ネ
ス
塾
の
様
子
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令
和
元
年
六
月
八
日（
土
）、

令
和
元
年
六
月
八
日（
土
）、

母
校
院
友
会
館
に
て
本
年
度

母
校
院
友
会
館
に
て
本
年
度

國
學
院
大
學
体
育
連
合
会
レ

國
學
院
大
學
体
育
連
合
会
レ

ス
リ
ン
グ
部
Ｏ
Ｂ
総
会
が
開

ス
リ
ン
グ
部
Ｏ
Ｂ
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

催
さ
れ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
富
岡
実

　

開
会
に
先
立
ち
、
富
岡
実

（
8080
法
）
会
長
よ
り
母
校
レ

法
）
会
長
よ
り
母
校
レ

ス
リ
ン
グ
部
の
一
時
休
部
の

ス
リ
ン
グ
部
の
一
時
休
部
の

報
告
が
あ
り
、
部
再
開
の
た

報
告
が
あ
り
、
部
再
開
の
た

め
Ｏ
Ｂ
が
部
員
勧
誘
の
協
力

め
Ｏ
Ｂ
が
部
員
勧
誘
の
協
力

を
行
う
旨
が
確
認
さ
れ
た
。

を
行
う
旨
が
確
認
さ
れ
た
。

続
く
審
議
に
お
い
て
は
、
平

続
く
審
議
に
お
い
て
は
、
平

成
三
十
年
度
事
業
報
告
、
令

成
三
十
年
度
事
業
報
告
、
令

和
元
年
度
事
業
計
画
な
ど
に

和
元
年
度
事
業
計
画
な
ど
に

つ
い
て
熱
心
に
審
議
さ
れ
た

つ
い
て
熱
心
に
審
議
さ
れ
た

後
、
用
意
さ
れ
た
議
題
は
す

後
、
用
意
さ
れ
た
議
題
は
す

べ
て
満
場
一
致
で
決
議
さ
れ

べ
て
満
場
一
致
で
決
議
さ
れ

た
。
た
。

　

懇
親
会
で
は
、梶
原
友
雄

　

懇
親
会
で
は
、梶
原
友
雄

氏（氏（
8787
法
２
）が
千
葉
県
印
西

法
２
）が
千
葉
県
印
西

市
の
市
議
選
挙
に
平
成
三
十

市
の
市
議
選
挙
に
平
成
三
十

一
年
四
月
当
選
し
、Ｏ
Ｂ
会

一
年
四
月
当
選
し
、Ｏ
Ｂ
会

初
の
政
治
家
誕
生
、さ
ら
に

初
の
政
治
家
誕
生
、さ
ら
に

は
小
高
健
志
氏（

は
小
高
健
志
氏（
9393
文
）が
千

文
）が
千

葉
県
立
大
原
高
等
学
校
の
校

葉
県
立
大
原
高
等
学
校
の
校

長
に
就
任
な
ど
、Ｏ
Ｂ
の
活

長
に
就
任
な
ど
、Ｏ
Ｂ
の
活

躍
が
報
告
さ
れ
た
。ま
た
、二

躍
が
報
告
さ
れ
た
。ま
た
、二

　

國
學
院
大
學
の
ク
ラ
ブ
・

　

國
學
院
大
學
の
ク
ラ
ブ
・

瑞
玉
會
の
「
創
立
七
十
周
年

瑞
玉
會
の
「
創
立
七
十
周
年

記
念
誌
」
が
令
和
元
年
六
月

記
念
誌
」
が
令
和
元
年
六
月

に
刊
行
さ
れ
た
。
瑞
玉
会
は

に
刊
行
さ
れ
た
。
瑞
玉
会
は

昭
和
二
十
二
年
十
月
十
四
日

昭
和
二
十
二
年
十
月
十
四
日

に
創
立
。
平
成
二
十
九
年
、

に
創
立
。
平
成
二
十
九
年
、

七
十
周
年
を
迎
へ
た
の
を
機

七
十
周
年
を
迎
へ
た
の
を
機

に
瑞
玉
Ｏ
Ｂ
会
が
編
集
し

に
瑞
玉
Ｏ
Ｂ
会
が
編
集
し

た
。
た
。

　

終
戦
直
後
の
発
会
で
当
時

　

終
戦
直
後
の
発
会
で
当
時

の
記
録
は
殆
ん
ど
な
く
、
当

の
記
録
は
殆
ん
ど
な
く
、
当

時
の
在
籍
し
て
い
た
学
生
の

時
の
在
籍
し
て
い
た
学
生
の

生
存
者
が
少
な
い
中
で
の
編

生
存
者
が
少
な
い
中
で
の
編

集
と
な
っ
た
。
特
に
発
会
時

集
と
な
っ
た
。
特
に
発
会
時

の
記
録
を
今
の
う
ち
に
纏
め

の
記
録
を
今
の
う
ち
に
纏
め

て
置
か
ね
ば
、
散
逸
し
て
不

て
置
か
ね
ば
、
散
逸
し
て
不

明
に
な
る
と
の
使
命
感
か
ら

明
に
な
る
と
の
使
命
感
か
ら

発
会
時
の
昭
和
二
十
二
・
三

発
会
時
の
昭
和
二
十
二
・
三

年
の
大
学
の
資
料
を
中
心
に

年
の
大
学
の
資
料
を
中
心
に

記
録
を
丹
念
に
調
べ
た
。

記
録
を
丹
念
に
調
べ
た
。

　

終
戦
直
後
、
國
學
院
大
學

　

終
戦
直
後
、
國
學
院
大
學

　

國
學
院
大
學
硬
式
庭
球
同

　

國
學
院
大
學
硬
式
庭
球
同

好
会
「
ブ
レ
リ
オ
」
は
昭
和

好
会
「
ブ
レ
リ
オ
」
は
昭
和

四
十
二
年
創
部
、
今
年
で
五

四
十
二
年
創
部
、
今
年
で
五

十
三
年
目
を
迎
え
る
歴
史
あ

十
三
年
目
を
迎
え
る
歴
史
あ

る
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
で
す
。

る
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

今
回
、
第
１
期
（
昭
和

今
回
、
第
１
期
（
昭
和
4545

年
卒
）
〜
第

年
卒
）
〜
第
1111
期
（
昭
和

期
（
昭
和
5555

年
卒
）
の
有
志
に
よ
る
「
ミ

年
卒
）
の
有
志
に
よ
る
「
ミ

ニ
Ｏ
Ｂ
会
」
が
令
和
元
年
六

ニ
Ｏ
Ｂ
会
」
が
令
和
元
年
六

月
一
日
（
土
）
に
母
校
の
院

月
一
日
（
土
）
に
母
校
の
院

友
会
館
大
会
議
室
に
て
行
わ

友
会
館
大
会
議
室
に
て
行
わ

れ
、
三
十
余
名
の
参
加
の
も

れ
、
三
十
余
名
の
参
加
の
も

と
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

と
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

今
回
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

　

小
生
は
長
い
歴
史
の
あ
る

　

小
生
は
長
い
歴
史
の
あ
る

軟
式
庭
球
部
の

軟
式
庭
球
部
の
7272
期
卒
業

期
卒
業

で
、
す
で
に
五
十
年
を
過
ぎ

で
、
す
で
に
五
十
年
を
過
ぎ

て
お
り
ま
す
。
我
々
も

て
お
り
ま
す
。
我
々
も
8080
才

に
入
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
お

に
入
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
お

り
ま
す
が
、
四
年
間
の
在
学

り
ま
す
が
、
四
年
間
の
在
学

中
に
築
き
上
げ
ら

中
に
築
き
上
げ
ら

れ
た
関
係
は
ま
だ

れ
た
関
係
は
ま
だ

ま
だ
心
強
く
続
い

ま
だ
心
強
く
続
い

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

　

集
ま
る
方
々
は

　

集
ま
る
方
々
は

年
々
少
な
く
な
っ

年
々
少
な
く
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、

て
お
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
、
年
に
一

皆
さ
ん
、
年
に
一

度
五
月
に
院
友
会

度
五
月
に
院
友
会

館
で
開
催
す
る
会

館
で
開
催
す
る
会

に
遠
く
は
青
森
県

に
遠
く
は
青
森
県

八
戸
、
南
は
山
口

八
戸
、
南
は
山
口

県
か
ら
ご
夫
婦
で

県
か
ら
ご
夫
婦
で

新
婚
気
分
を
胸
に

新
婚
気
分
を
胸
に

参
加
さ
れ
て
お
り

参
加
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
酒
を
飲
み

ま
す
。
酒
を
飲
み

な
が
ら
現
役
時
代

な
が
ら
現
役
時
代

の
若
き
頃
の
テ
ニ

の
若
き
頃
の
テ
ニ

　

7070
期
文
学
科
一
組
の
ク
ラ

期
文
学
科
一
組
の
ク
ラ

ス
会
を
行
っ
た
。
六
年
前
に

ス
会
を
行
っ
た
。
六
年
前
に

も
開
催
し
た
の
だ
が
、
こ
れ

も
開
催
し
た
の
だ
が
、
こ
れ

が
最
後
に
な
る
か
も
し
れ
な

が
最
後
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
か
ら
、
も
う
一
度
や
ろ
う

い
か
ら
、
も
う
一
度
や
ろ
う

か
と
な
り
、
平
成
三
十
一
年

か
と
な
り
、
平
成
三
十
一
年

四
月
十
八
日
、
院
友
会
館
で

四
月
十
八
日
、
院
友
会
館
で

催
し
た
次
第
で
あ
る
。

催
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

出
席
者
は
十
二
名
、
写
真

　

出
席
者
は
十
二
名
、
写
真

前
列
左
か
ら
、
田
中
宣
一
、

前
列
左
か
ら
、
田
中
宣
一
、

岩
附
（
安
藤
）
裕
子
、
石
田

岩
附
（
安
藤
）
裕
子
、
石
田

久
子
、
石
黒
道
子
、
井
上

久
子
、
石
黒
道
子
、
井
上

（
宮
崎
）
紘
子
。

（
宮
崎
）
紘
子
。

　

後
列
左
か
ら
、
落
合
（
斎

　

後
列
左
か
ら
、
落
合
（
斎

藤
）
正
男
、
大
野
薫
、
羽
田

藤
）
正
男
、
大
野
薫
、
羽
田

昶
、
高
野
良
知
、
小
山
里
佳

昶
、
高
野
良
知
、
小
山
里
佳

子
（
立
屋
照
子
）、
垳
田
欣

子
（
立
屋
照
子
）、
垳
田
欣

一
、
斎
藤
（
大
久
保
）
光

一
、
斎
藤
（
大
久
保
）
光

子
。（
敬
称
略
。
カ
ッ
コ
内

子
。（
敬
称
略
。
カ
ッ
コ
内

は
旧
姓
）

は
旧
姓
）

　

み
ん
な
七
十
九
歳
（
年
度

　

み
ん
な
七
十
九
歳
（
年
度

内
に
満
八
十
歳
に
な
る
）
以

内
に
満
八
十
歳
に
な
る
）
以

上
。
よ
く
見
れ
ば
（
よ
く
見

上
。
よ
く
見
れ
ば
（
よ
く
見

な
く
て
も
？
）
そ
う
い
う
年

な
く
て
も
？
）
そ
う
い
う
年

輪
を
刻
ん
で
い
る
け
れ
ど

輪
を
刻
ん
で
い
る
け
れ
ど

も
、
相
対
し
て
い
る
時
、
そ

も
、
相
対
し
て
い
る
時
、
そ

ん
な
自
覚
は
毛
頭
な
く
、
二

ん
な
自
覚
は
毛
頭
な
く
、
二

十
歳
前
後
の
つ
も
り
で
歓
談

十
歳
前
後
の
つ
も
り
で
歓
談

し
た
の
で
あ
る
。

し
た
の
で
あ
る
。

　

二
次
会
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス

　

二
次
会
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
学
生
た
ち
が
集
う
「
カ

内
の
学
生
た
ち
が
集
う
「
カ

フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
若
木
が
丘
」

フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
若
木
が
丘
」

で
過
ご
し
た
。

で
過
ご
し
た
。

羽
田　

昶
（
70
文
）
記　

落
合
正
男
（
70
文
）
写
真

ス
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
現

ス
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
現

役
に
戻
っ
た
つ
も
り
で
話
に

役
に
戻
っ
た
つ
も
り
で
話
に

花
を
咲
か
せ
ま
す
。

花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

我
々
の
時
代
は
学
校
に
テ

　

我
々
の
時
代
は
学
校
に
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
が
無
く
、
近
く

ニ
ス
コ
ー
ト
が
無
く
、
近
く

の
日
赤
病
院
の
コ
ー
ト
、
多

の
日
赤
病
院
の
コ
ー
ト
、
多

摩
川
の
川
沿
い
の
コ
ー
ト
等

摩
川
の
川
沿
い
の
コ
ー
ト
等

を
借
用
し
練
習
に
励
む
こ
と

を
借
用
し
練
習
に
励
む
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
コ
ー
ト
借

が
出
来
ま
し
た
。
コ
ー
ト
借

用
に
奮
闘
し
た
歴
代
の
主
務

用
に
奮
闘
し
た
歴
代
の
主
務

の
方
々
に
心
か
ら
御
礼
申
し

の
方
々
に
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

上
げ
ま
す
。

　

今
回
、
縁
あ
っ
て
ク
ラ
ス

　

今
回
、
縁
あ
っ
て
ク
ラ
ス

会
の
幹
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

会
の
幹
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
卒
業
し
て
二
十

き
ま
し
た
。
卒
業
し
て
二
十

年
以
上
、
か
な
り
ご
無
沙
汰

年
以
上
、
か
な
り
ご
無
沙
汰

し
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
の

し
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
の

開
催
に
あ
た
り
、
実
は
二
度

開
催
に
あ
た
り
、
実
は
二
度

も
延
期
し
て
し
ま
い
、
三
度

も
延
期
し
て
し
ま
い
、
三
度

目
の
正
直
と
し
て
何
と
か
開

目
の
正
直
と
し
て
何
と
か
開

催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

前
回
か
ら
引
き
継
い
だ
名

　

前
回
か
ら
引
き
継
い
だ
名

　

梅
雨
明
け
前
の
令
和
元
年

　

梅
雨
明
け
前
の
令
和
元
年

七
月
六
日
、
大
阪
ガ
ー
デ
ン

七
月
六
日
、
大
阪
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
で
、
令
和
最
初
の
第

パ
レ
ス
で
、
令
和
最
初
の
第

二
回
立
野
会
総
会
（
立
野
寮

二
回
立
野
会
総
会
（
立
野
寮

Ｏ
Ｂ
会
）
を
開
催
し
ま
し

Ｏ
Ｂ
会
）
を
開
催
し
ま
し

た
。
た
。

　

前
回
の
臨
時
総
会
を
含
め

　

前
回
の
臨
時
総
会
を
含
め

て
、
母
校
を
は
じ
め
、
東
京

て
、
母
校
を
は
じ
め
、
東
京

で
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

で
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

地
方
で
開
催
す
る
も
の
も
い

地
方
で
開
催
す
る
も
の
も
い

い
の
で
は
な
い
か
？
と
の
声

い
の
で
は
な
い
か
？
と
の
声

が
あ
り
、
今
回
は
東
京
以
外

が
あ
り
、
今
回
は
東
京
以
外

で
は
初
め
て
、
大
阪
で
開
催

で
は
初
め
て
、
大
阪
で
開
催

を
い
た
し
ま
し
た
。

を
い
た
し
ま
し
た
。

　

諸
事
情
に
よ
り
、
今
回
は

　

諸
事
情
に
よ
り
、
今
回
は

出
席
者
が
例
年
よ
り
は
少
な

出
席
者
が
例
年
よ
り
は
少
な

い
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
総

い
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
総

会
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

会
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
で
も
北
は
岩
手
県

し
、
そ
れ
で
も
北
は
岩
手
県

か
ら
南
は
鹿
児
島
県
ま
で
全

か
ら
南
は
鹿
児
島
県
ま
で
全

国
各
地
か
ら
、
会
員
十
八
名

国
各
地
か
ら
、
会
員
十
八
名

　

令
和
と
改
元
が
な
り
、
祝

　

令
和
と
改
元
が
な
り
、
祝

賀
気
分
も
冷
め
や
ら
ぬ
六
月

賀
気
分
も
冷
め
や
ら
ぬ
六
月

二
十
一
日
、
大
橋
寮
第
八
回

二
十
一
日
、
大
橋
寮
第
八
回

寮
友
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

寮
友
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
浜
松
町
世
界
貿
易
セ
ン

た
。
浜
松
町
世
界
貿
易
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

タ
ー
ビ
ル
3939
階
、
東
京
会
館

階
、
東
京
会
館

に
九
州
か
ら
北
海
道
ま
で
の

に
九
州
か
ら
北
海
道
ま
で
の

寮
友
三
十
六
名
が
集
う
盛
大

寮
友
三
十
六
名
が
集
う
盛
大

な
会
と
な
り
ま
し
た
。
開
会

な
会
と
な
り
ま
し
た
。
開
会

前
に
は
元
寮
監
の
蒲
池
廉
一

前
に
は
元
寮
監
の
蒲
池
廉
一

郎
（
郎
（
7070
文
）
先
生
が
体
調
不

文
）
先
生
が
体
調
不

良
を
押
し
て
顔
を
見
せ
て
い

良
を
押
し
て
顔
を
見
せ
て
い

た
だ
き
、
一
同
大
感
激
で
し

た
だ
き
、
一
同
大
感
激
で
し

た
。
た
。

　

恒
例
の
記
念
写
真
撮
影
の

　

恒
例
の
記
念
写
真
撮
影
の

後
、
大
野
武
信
（

後
、
大
野
武
信
（
7979
史
）
さ

史
）
さ

ん
の
名
司
会
で
開
宴
し
、
新

ん
の
名
司
会
で
開
宴
し
、
新

会
長
の
清
家
貞
宏
（

会
長
の
清
家
貞
宏
（
7878
神
）
神
）

氏
の
ご
挨
拶
、
三
名
の
物
故

氏
の
ご
挨
拶
、
三
名
の
物
故

者
へ
の
黙
祷
と
進
行
し
、
鳥

者
へ
の
黙
祷
と
進
行
し
、
鳥

塚
明
氏
の
ご
発
声
で
乾
杯

塚
明
氏
の
ご
発
声
で
乾
杯

し
、
楽
し
い
会
は
始
ま
り
ま

し
、
楽
し
い
会
は
始
ま
り
ま

し
た
。

し
た
。

　

美
味
し
い
料
理
と
旨
い

　

美
味
し
い
料
理
と
旨
い

酒
、
そ
し
て
同
じ
釜
の
飯
を

酒
、
そ
し
て
同
じ
釜
の
飯
を

食
っ
た
仲
間
、
思
い
出
話
に

食
っ
た
仲
間
、
思
い
出
話
に

登
場
す
る
の
は
懐
か
し
い
寮

登
場
す
る
の
は
懐
か
し
い
寮

監
先
生
や
食
堂
の
ご
夫
妻
、

監
先
生
や
食
堂
の
ご
夫
妻
、

馴
染
み
の
飲
み
屋
の
マ
マ
さ

馴
染
み
の
飲
み
屋
の
マ
マ
さ

ん
な
ど
、
よ
み
が
え
る
あ
の

ん
な
ど
、
よ
み
が
え
る
あ
の

顔
こ
の
顔
…
。
昨
年
亡
く
な

顔
こ
の
顔
…
。
昨
年
亡
く
な

っ
た
木
之
内
秀
久
（

っ
た
木
之
内
秀
久
（
7979
法
）
法
）

さ
ん
を
偲
び
、
し
ん
み
り
す

さ
ん
を
偲
び
、
し
ん
み
り
す

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
趣
味
や
旅
行
の

　

ま
た
、
趣
味
や
旅
行
の

話
、「
○
○
が
痛
い
」
な
ど

話
、「
○
○
が
痛
い
」
な
ど

病
気
自
慢
も
飛
び
出
す
中
、

病
気
自
慢
も
飛
び
出
す
中
、

紅
一
点
の
清
家
新
会
長
の
奥

紅
一
点
の
清
家
新
会
長
の
奥

様
も
会
話
に
加
わ
っ
て
い
た

様
も
会
話
に
加
わ
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

だ
き
ま
し
た
。

　

初
参
加
者
の
ス
ピ
ー
チ
で

　

初
参
加
者
の
ス
ピ
ー
チ
で

は
母
校
國
學
院
の
講
師
で
も

は
母
校
國
學
院
の
講
師
で
も

あ
る
村
元
督
（

あ
る
村
元
督
（
8181
文
）
さ
ん

文
）
さ
ん

と
元
寮
監
の
岩
田
百
郎
（

と
元
寮
監
の
岩
田
百
郎
（
7777

文
）
先
生
を
囲
む
「
チ
ー
ム

文
）
先
生
を
囲
む
「
チ
ー
ム

岩
田
」
の
幹
事
、
大
竹
和
宏

岩
田
」
の
幹
事
、
大
竹
和
宏

（
8989
法
）
さ
ん
で
し
た
。

法
）
さ
ん
で
し
た
。

　

最
後
に
村
上
英
司
（

　

最
後
に
村
上
英
司
（
7979

経
）
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
校
歌

経
）
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
校
歌

斉
唱
、
岩
田
先
生
の
三
本
締

斉
唱
、
岩
田
先
生
の
三
本
締

め
で
お
開
き
と
な
り
ま
し

め
で
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。
た
。

　

次
回
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

　

次
回
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
関
係
で
、
令
和
三
年
の

ク
の
関
係
で
、
令
和
三
年
の

開
催
で
す
が
、「
チ
ー
ム
岩

開
催
で
す
が
、「
チ
ー
ム
岩

田
」
と
の
合
同
開
催
も
予
定

田
」
と
の
合
同
開
催
も
予
定

さ
れ
、
ま
す
ま
す
楽
し
み
な

さ
れ
、
ま
す
ま
す
楽
し
み
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

 

吉
沢
安
嗣
（
81
史
）
記

会
を
行
う
こ
と
が
出
来
、
新

会
を
行
う
こ
と
が
出
来
、
新

し
く
な
っ
た
大
学
博
物
館
、

し
く
な
っ
た
大
学
博
物
館
、

図
書
館
な
ど
案
内
い
た
だ
き

図
書
館
な
ど
案
内
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
四
十
年
前
の
記

ま
し
た
が
、
四
十
年
前
の
記

憶
に
あ
る
学
内
施
設
と
比
べ

憶
に
あ
る
学
内
施
設
と
比
べ

る
と
、
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し

る
と
、
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し

く
な
っ
た
の
か
と
、
た
だ
た

く
な
っ
た
の
か
と
、
た
だ
た

だ
驚
く
ば
か
り
の
見
学
会
と

だ
驚
く
ば
か
り
の
見
学
会
と

な
り
ま
し
た
。

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
、
遠
く
佐

　

ま
た
、
今
回
は
、
遠
く
佐

賀
県
か
ら
の
参
加
者
も
い
ま

賀
県
か
ら
の
参
加
者
も
い
ま

し
た
。
中
に
は
四
十
年
ぶ
り

し
た
。
中
に
は
四
十
年
ぶ
り

に
再
会
し
た
と
い
う
方
も
多

に
再
会
し
た
と
い
う
方
も
多

く
、
当
時
の
懐
か
し
い
話
に

く
、
当
時
の
懐
か
し
い
話
に

盛
り
上
が
り
、
青
春
時
代
に

盛
り
上
が
り
、
青
春
時
代
に

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し
た
よ

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し
た
よ

う
な
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す

う
な
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
是
非
、

　

参
加
者
か
ら
は
、
是
非
、

ま
た
こ
の
よ
う
な
Ｏ
Ｂ
会
を

ま
た
こ
の
よ
う
な
Ｏ
Ｂ
会
を

母
校
で
や
り
た
い
と
の
要
望

母
校
で
や
り
た
い
と
の
要
望

が
多
数
聞
か
れ
ま
し
た
の

が
多
数
聞
か
れ
ま
し
た
の

で
、
次
回
も
院
友
会
館
を
お

で
、
次
回
も
院
友
会
館
を
お

借
り
し
「

借
り
し
「
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
」
を
開
催

会
」
を
開
催

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

吉
田
雅
明
（
85
法
）
記

年
振
り
に
鳥
取
県
か
ら
三
朝

年
振
り
に
鳥
取
県
か
ら
三
朝

温
泉
観
光
協
会
・
中
村
恭
久

温
泉
観
光
協
会
・
中
村
恭
久

氏（氏（
8181
法
）が
駆
け
付
け
、院

法
）が
駆
け
付
け
、院

友
の
三
朝
温
泉
へ
の
旅
行
を

友
の
三
朝
温
泉
へ
の
旅
行
を

ア
ピ
ー
ル
。懐
か
し
い
中
村

ア
ピ
ー
ル
。懐
か
し
い
中
村

節
が
さ
く
裂
し
、会
は
大
い

節
が
さ
く
裂
し
、会
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。会
場
に

に
盛
り
上
が
っ
た
。会
場
に

は
懐
か
し
い
写
真
も
展
示
さ

は
懐
か
し
い
写
真
も
展
示
さ

れ
、久
し
ぶ
り
の
思
い
出
話

れ
、久
し
ぶ
り
の
思
い
出
話

に
花
が
咲
い
た
。

に
花
が
咲
い
た
。

　

出
席
者
の
高
齢
化
が
顕
著

　

出
席
者
の
高
齢
化
が
顕
著

に
な
っ
た
会
で
は
あ
っ
た

に
な
っ
た
会
で
は
あ
っ
た

が
、「
元
気
で
、次
年
度
必
ず

が
、「
元
気
で
、次
年
度
必
ず

再
会
し
よ
う
」と
約
束
し
て

再
会
し
よ
う
」と
約
束
し
て

盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。

盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。

佐
藤
誠
博
（
88
経
）
記

令
和
元
年
度
Ｏ
Ｂ
総
会
開

催
〜
國
學
院
大
學
体
育

連
合
会
レ
ス
リ
ン
グ
部

六
年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
開

催
〜
70
期
文
学
科
一
組

第
四
回
？
神
道
学
科

104
期
ク
ラ
ス
会
を
開
催

第
八
回
大
橋
寮
・

寮
友
会
を
開
催

國
學
院
大
學
瑞
玉
會
が

創
立
七
十
周
年
記
念
誌

を
刊
行

立
野
寮
総
会
を
開
催

第
１
期
〜
第
11
期
有
志
に

よ
る
ミ
ニ
O
B
会
を
開
催

〜
硬
式
庭
球
同
好
会

「
ブ
レ
リ
オ
」

軟
式
庭
球
部
Ｏ
Ｂ
会

若
木
会
を
開
催

が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
た
。

　

総
会
は
、
校
歌
斉
唱
後
、

　

総
会
は
、
校
歌
斉
唱
後
、

板
宮
成
悦
（

板
宮
成
悦
（
7979
文
）
会
長
の

文
）
会
長
の

挨
拶
。
そ
し
て
阪
本
健
也

挨
拶
。
そ
し
て
阪
本
健
也

（
6464
文
）
元
寮
監
な
ど
寮
関

文
）
元
寮
監
な
ど
寮
関

係
者
五
名
と
、
残
念
な
が
ら

係
者
五
名
と
、
残
念
な
が
ら

昨
年
の
平
成
三
十
一
年
一
月

昨
年
の
平
成
三
十
一
年
一
月

に
逝
去
さ
れ
た
会
員
を
含
め

に
逝
去
さ
れ
た
会
員
を
含
め

て
、
物
故
会
員
十
六
名
に
対

て
、
物
故
会
員
十
六
名
に
対

し
て
黙
祷
。
上
垣
内
清
人

し
て
黙
祷
。
上
垣
内
清
人

（
8181
法
）
会
員
の
乾
杯
に

法
）
会
員
の
乾
杯
に

て
、
終
始
な
ご
や
か
な
会
と

て
、
終
始
な
ご
や
か
な
会
と

な
り
ま
し
た
。
人
数
が
少
な

な
り
ま
し
た
。
人
数
が
少
な

か
っ
た
事
も
あ
り
、
自
己
紹

か
っ
た
事
も
あ
り
、
自
己
紹

介
な
ど
で
、
知
ら
な
い
先
輩

介
な
ど
で
、
知
ら
な
い
先
輩

後
輩
間
の
会
話
が
進
ん
だ
事

後
輩
間
の
会
話
が
進
ん
だ
事

は
大
変
良
か
っ
た
と
思
っ
て

は
大
変
良
か
っ
た
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
寮
歌
を
斉
唱
後
、

　

最
後
に
寮
歌
を
斉
唱
後
、

北
島
孝
昭
（

北
島
孝
昭
（
8282
神
）
幹
事
長

神
）
幹
事
長

の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
終

の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
終

了
。
来
年
、
令
和
三
年
に
東

了
。
来
年
、
令
和
三
年
に
東

京
で
ま
た
参
集
す
る
こ
と
を

京
で
ま
た
参
集
す
る
こ
と
を

誓
っ
て
、
会
員
各
々
が
二
次

誓
っ
て
、
会
員
各
々
が
二
次

会
等
へ
と
消
え
て
行
き
ま
し

会
等
へ
と
消
え
て
行
き
ま
し

た
。
た
。

 

岳
一
隆
（
95
神
）
記

簿
を
元
に
連
絡
を
取
り
ま
し

簿
を
元
に
連
絡
を
取
り
ま
し

た
が
、
音
信
不
通
の
人
が
多

た
が
、
音
信
不
通
の
人
が
多

く
、
全
員
に
ご
案
内
で
き
な

く
、
全
員
に
ご
案
内
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
ま

か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
ま

す
。
す
。

　

そ
れ
で
も
平
日
夜
の
開
催

　

そ
れ
で
も
平
日
夜
の
開
催

で
都
内
を
中
心
に
関
東
エ
リ

で
都
内
を
中
心
に
関
東
エ
リ

ア
か
ら
お
集
ま
り
下
さ
り
、

ア
か
ら
お
集
ま
り
下
さ
り
、

本
当
に
有
難
か
っ
た
で
す
。

本
当
に
有
難
か
っ
た
で
す
。

た
だ
顔
と
名
前
が
一
致
し
な

た
だ
顔
と
名
前
が
一
致
し
な

い
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
で

い
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
で

す
が
。

す
が
。

　

二
次
会
、
三
次
会
か
ら
参

　

二
次
会
、
三
次
会
か
ら
参

加
す
る
人
も
あ
り
、
楽
し
い

加
す
る
人
も
あ
り
、
楽
し
い

夜
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

夜
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ

し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
令
和
三
年
八
月

　

次
回
は
、
令
和
三
年
八
月

下
旬
の
週
末
に
開
催
し
た
い

下
旬
の
週
末
に
開
催
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

同
期
の
皆
様
、
是
非
ご
予
定

同
期
の
皆
様
、
是
非
ご
予
定

お
き
下
さ
い
。

お
き
下
さ
い
。

　

結
び
に
今
回
連
絡
な
か
っ

　

結
び
に
今
回
連
絡
な
か
っ

た
同
期
の
皆
様
、
小
生
ま
で

た
同
期
の
皆
様
、
小
生
ま
で

ご
一
報
願
い
ま
す
。

ご
一
報
願
い
ま
す
。

清
家
貞
文
（
104
神
）
記

◎
連
絡
先

八
幡
浜
市
清
水
町
一
一
四
二

八
幡
浜
市
清
水
町
一
一
四
二

 

清
家
貞
文

清
家
貞
文
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訃　
　

報

中
川
貴
好
氏
（
な
か
が

（
な
か
が

わ
・
き
よ
し
＝
前
愛
媛

わ
・
き
よ
し
＝
前
愛
媛

県
支
部
長
／

県
支
部
長
／
5353
専
）
令

専
）
令

和
元
年
八
月
八
日
逝

和
元
年
八
月
八
日
逝

去
。
去
。

菅
谷　

茂
氏
（
す
が
た

（
す
が
た

に
・
し
げ
る
＝
前
和
歌

に
・
し
げ
る
＝
前
和
歌

山
県
支
部
長
／

山
県
支
部
長
／
5959
文
）
文
）

令
和
元
年
十
月

令
和
元
年
十
月
二
十
二

二
十
二

日
逝
去
。

日
逝
去
。

東　

千
尋
氏
（
ひ
が
し

（
ひ
が
し

・
ち
ひ
ろ
＝
母
校
名
誉

・
ち
ひ
ろ
＝
母
校
名
誉

教
授
〔
文
学
部
〕
／

教
授
〔
文
学
部
〕
／
6767

哲
）
令
和
元
年
七
月
二

哲
）
令
和
元
年
七
月
二

十
九
日
逝
去
。

十
九
日
逝
去
。

弘
田
嘉
男
氏
（
ひ
ろ
た

（
ひ
ろ
た

・
よ
し
お
＝
母
校
名
誉

・
よ
し
お
＝
母
校
名
誉

教
授
〔
経
済
学
部
〕・

教
授
〔
経
済
学
部
〕・

本
会
正
会
員
）
令
和
元

本
会
正
会
員
）
令
和
元

年
八
月
二
十
七
日
逝

年
八
月
二
十
七
日
逝

去
。
去
。

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
ご
生
前
の
本

と
も
に
、
ご
生
前
の
本

会
へ
の
ご
尽
力
に
感
謝

会
へ
の
ご
尽
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
ま
す
。

が
厳
し
い
占
領
軍
の
指
令
下

が
厳
し
い
占
領
軍
の
指
令
下

に
あ
っ
て
、
教
職
員
と
神
道

に
あ
っ
て
、
教
職
員
と
神
道

科
学
生
た
ち
が
瑞
玉
會
を
組

科
学
生
た
ち
が
瑞
玉
會
を
組

織
し
、
戦
後
の
斯
界
興
隆
に

織
し
、
戦
後
の
斯
界
興
隆
に

奮
闘
し
て
い
た
様
子
が
克
明

奮
闘
し
て
い
た
様
子
が
克
明

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
に
発
会
当
初
か
ら
の
年

だ
け
に
発
会
当
初
か
ら
の
年

表
は
大
学
の
関
係
事
項
と
の

表
は
大
学
の
関
係
事
項
と
の

対
比
で
記
述
さ
れ
、
國
大
の

対
比
で
記
述
さ
れ
、
國
大
の

戦
後
史
と
も
云
え
る
。

戦
後
史
と
も
云
え
る
。

　

学
生
運
動
の
さ
な
か
母
校

　

学
生
運
動
の
さ
な
か
母
校

の
神
殿
防
護
や
発
会
以
来
一

の
神
殿
防
護
や
発
会
以
来
一

貫
し
て
余
念
の
な
い
祭
式
作

貫
し
て
余
念
の
な
い
祭
式
作

法
の
研
讃
と
大
学
祭
事
・
行

法
の
研
讃
と
大
学
祭
事
・
行

事
へ
の
奉
仕
の
こ
と
な
ど
、

事
へ
の
奉
仕
の
こ
と
な
ど
、

戦
後
の
斯
界
と
神
職
養
成
の

戦
後
の
斯
界
と
神
職
養
成
の

歩
み
も
読
み
取
る
こ
と
が
出

歩
み
も
読
み
取
る
こ
と
が
出

来
る
。

来
る
。

 

大
森
利
憲
（
70
神
）
記

後
輩
の
初
優
勝
で

後
輩
の
初
優
勝
で

笑
顔
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

笑
顔
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

学
生
時
代
に
戻
り
懐
か
し
い
話
題
に

学
生
時
代
に
戻
り
懐
か
し
い
話
題
に

盛
り
上
が
っ
た
ブ
レ
リ
オ
の
一
同

盛
り
上
が
っ
た
ブ
レ
リ
オ
の
一
同

久
し
ぶ
り
に
集
っ
た

久
し
ぶ
り
に
集
っ
た

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち

同
じ

の
飯
を
食
べ
た
仲
間
た
ち

同
じ

の
飯
を
食
べ
た
仲
間
た
ち

各
界
で
活
躍
し
て
い
る
レ

各
界
で
活
躍
し
て
い
る
レ

ス
リ
ン
グ
部
の
Ｏ
Ｂ
た
ち

ス
リ
ン
グ
部
の
Ｏ
Ｂ
た
ち

６年ぶりの再会。皆元気です！６年ぶりの再会。皆元気です！

大阪に集った立野会の面々大阪に集った立野会の面々

　

軟
式
庭
球
部
の
名
称
も
数

　

軟
式
庭
球
部
の
名
称
も
数

年
前
に
「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

年
前
に
「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
」
と
改
め
ら
れ
、
力
強
い

部
」
と
改
め
ら
れ
、
力
強
い

練
習
の
た
ま
物
で
令
和
元
年

練
習
の
た
ま
物
で
令
和
元
年

五
月
に
関
東
学
生
リ
ー
グ
戦

五
月
に
関
東
学
生
リ
ー
グ
戦

で
我
々
の
時
代
に
考
え
も
し

で
我
々
の
時
代
に
考
え
も
し

な
か
っ
た
、
１
部
で
強
敵
校

な
か
っ
た
、
１
部
で
強
敵
校

を
な
ぎ
倒
し
、
部
設
立
以

を
な
ぎ
倒
し
、
部
設
立
以

来
、
初
め
て
の
快
挙
、
最
高

来
、
初
め
て
の
快
挙
、
最
高

の
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し

の
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

げ
ま
す
。

 

渡
辺
重
之
（
72
政
）
記
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平塚
中継所

鶴見
中継所戸塚

中継所

箱根
芦ノ湖

芦ノ湖
小田原
中継所

大手町

青木　祐人
（経ネ４年）
愛知県
愛知高校

臼井　健太
（健体３年）
鳥取県
鳥取城北高校

森　　秀翔
（史３年）
千葉県
八千代松陰高校

藤木　宏太
（神文２年）
北海道
北海道栄高校

浦野　雄平
（経営４年）
富山県
富山商業高校

河東　寛大
（神文３年）
鹿児島県
樟南高校

石川　航平
（健体２年）
千葉県
日体大柏高校

川﨑　康生
（経営１年）
静岡県
浜松工業高校

土方　英和
（健体４年）
埼玉県
埼玉栄高校

田川　良昌
（経３年）
千葉県
八千代松陰高校

島﨑　慎愛
（経営２年）
群馬県
藤岡中央高校

中西　唯翔
（健体１年）
石川県
金沢龍谷高校

稲毛　暉斗
（法４年）
東京都
東京実業高校

河上　雄哉
（経ネ３年）
富山県
富山商業高校

柳田　大輔
（法３年）
埼玉県
浦和実業高校

伊野　一輝
（法１年）
東京都
拓大第一高校

田中　義己
（経４年）
千葉県
日体大柏高校

高嶌　凌也
（法３年）
千葉県
日体大柏高校

木付　　琳
（経２年）
大分県
大分東明高校

坂本　健悟
（経１年）
神奈川県
藤沢翔陵高校

茂原　大悟
（史４年）
群馬県
高崎高校

藤村　遼河
（経営３年）
東京都
東京実業高校

殿地　琢朗
（健体２年）
岐阜県
益田清風高校

中西　大翔
（健体１年）
石川県
金沢龍谷高校

第96回箱根駅伝 エントリー候補選手一覧

　院友の皆さまにはいつも多大なる、ご支援、ご声援をいただき、誠にありがとうござ　院友の皆さまにはいつも多大なる、ご支援、ご声援をいただき、誠にありがとうござ
います。います。
　今年度は出雲駅伝で初優勝、全日本大学駅伝では７位でシード権を獲得することがで　今年度は出雲駅伝で初優勝、全日本大学駅伝では７位でシード権を獲得することがで
きました。箱根駅伝本戦では、選手、スタッフそして応援してくださる方々の想いを襷きました。箱根駅伝本戦では、選手、スタッフそして応援してくださる方々の想いを襷
で繋ぎ、「歴史を変える挑戦」の実現のために一丸となって頑張ります。で繋ぎ、「歴史を変える挑戦」の実現のために一丸となって頑張ります。
　１月２日・３日は、応援のほどよろしくお願いいたします。　１月２日・３日は、応援のほどよろしくお願いいたします。

「歴史を変える挑戦～強さを証明し、更なる高み～」
陸上競技部 主将　土方英和

つなげましょう、熱い思いを
駅伝応援の会 会長　坂本眞佐人

（一般財団法人國學院大學院友会理事・81経）
　陸上競技部は令和初の大学　陸上競技部は令和初の大学
駅伝である第31回出雲駅伝に駅伝である第31回出雲駅伝に
おいて見事初優勝。大きな感おいて見事初優勝。大きな感
動を届けてくれました。皆さ動を届けてくれました。皆さ
まの力強い応援によるものまの力強い応援によるもの
と、厚く御礼申しあげます。と、厚く御礼申しあげます。
　11月の第51回全日本大学駅伝ではシード権　11月の第51回全日本大学駅伝ではシード権
を確保しましたが、前田監督はチーム目標のを確保しましたが、前田監督はチーム目標の
実現に向けて、新年の箱根駅伝における巻き実現に向けて、新年の箱根駅伝における巻き
返しを強く宣言されました。陸上競技部を応返しを強く宣言されました。陸上競技部を応
援する仲間が「オール國學院」として一丸と援する仲間が「オール國學院」として一丸と
なり、熱い思いを選手たちにつなげましょなり、熱い思いを選手たちにつなげましょ
う。これからもご協力、ご支援のほど、心よう。これからもご協力、ご支援のほど、心よ
りお願い申しあげます。りお願い申しあげます。

　院友の皆さまには、日頃より陸上競技部に温かいご声援及び多大なる　院友の皆さまには、日頃より陸上競技部に温かいご声援及び多大なる
ご支援をいただき、誠にありがとうございます。ご支援をいただき、誠にありがとうございます。
　４年連続13回目の出場となる第96回箱根駅伝では、ＡＬＬ國學院で過去最高順位を目　４年連続13回目の出場となる第96回箱根駅伝では、ＡＬＬ國學院で過去最高順位を目
指し選手と共に戦って参ります。ご声援の程よろしくお願いいたします。指し選手と共に戦って参ります。ご声援の程よろしくお願いいたします。

「ＡＬＬ國學院で過去最高順位を！」
陸上競技部 監督　前田康弘 　今回の國學院大學は一味違います。『往路優勝・総

合３位』という目標に向けて選手が思う存分活躍で
きますように、そしてその応援を十二分にできます
ように、皆さまのお力添えをお願い申し上げます。
　オール國學院の力で、“初優勝”を目指しましょ
う‼

箱根駅伝支援金のお願い箱根駅伝支援金のお願い

※上記の専用口座での取り扱いとさせていただきます。
※ ご協賛いただきました支援金は、陸上競技部の支援と応援に関
すること（応援準備・応援グッズ作製・他）に使用させていた
だきます。

※ ご協力いただきました際は、皆さまの卒業期・氏名･応援メッ
セージ等を、紙面やホームページに掲載させていただくことが
あります。

※ １月３日のゴール後、大手町ファーストスクエア（千代田区大手町１-５-１）で、報告会が行われる予定です。（13：45～14：45予定）
※５区・６区の応援ポイントは、交通機関等の状況により一部変更になる場合もあります。

國學院大學駅伝応援の会 会長　坂本眞佐人

● 金融機関　ゆうちょ銀行
●郵便振替口座　００１６０-２ -３２４４５４
●加入者名　國學院大學駅伝応援の会
● 払込用紙記載時のお願い　通信欄に、整理番号（封
筒のお名前の下の数字）を必ずご記載ください。
● その他　指定の払込用紙がお手元に無い場合は、お
手数ですが各郵便局備え付けの用紙をご利用くださ
い。通信欄をご利用の上、ぜひ応援メッセージもお
寄せください。

　下記のとおり、禁止事項や注意事項があります。マナーを守
って応援しましょう！詳細は、本会のホームページをご覧くだ
さい。
● ガードレールや橋など、沿道公共物への横幕、旗、幟等のく
くりつけは、道路交通法違反行為です。
● 道路上での応援は危険です。必ず歩道から応援してください。
● ペットをお連れの方は道路に出ないよう、ご配慮ください。
● 選手は歩道寄りギリギリを走ってきますので、歩道から手や
身体を乗り出しての応援は危険です。

第96回箱根駅伝応援に関する注意事項
（関東学生陸上競技連盟から一部抜粋）

【備　考】
　ご出席の際は、1月18日（土）必着 で、同封の出席ハガキ(切手不要)か、FAX
・Eメールでお知らせください。当日は、恒例の福引大会も開催いたします。また、例年
どおり出席者名簿（卒業期･お名前･勤務先を記載）を配らせていただきます。

【お願い】
　今回も、福引の賞品のご協賛をお願いいたしております。皆さまのご協力、宜しくお願
い申し上げます。

國學院大學院友会
☎03-3400-7781　ふ03-3400-7996　め inyuukai@kokugakuin.or.jp

お申し込み・お問い合わせ先

往路１月２日（木）
（箱根芦ノ湖 ➡大手町）

復路１月３日（金）
（箱根芦ノ湖➡大手町）

１区

２区

５区

４区 ３区

７区

８区

９区

10区

４区 小田原⬅平塚
①ＪＲ二宮駅前（横浜銀行二宮支店前）
11：00集合 11：30頃通過予定

②ＪＲ国府津駅前
11：15集合 11：45頃通過予定

③小田原市民会館前交差点側 さがみ信用金庫本店前
11：30集合 12：00頃通過予定

５区 箱根⬅小田原
①箱根登山鉄道大平台駅前
12：05集合 12：35頃通過予定

②箱根登山鉄道宮ノ下駅入口
12：15集合 12：45頃通過予定

③小涌谷踏切側　箱根ガス石油㈱前
12：20集合 12：50頃通過予定

ゴール付近　 箱根駅伝記念碑前駐車場（箱根町箱
根81）

12：25集合 13：25頃ゴール予定

１区
スタート付近　 ＤＮタワー21前（千代田区有楽町

1-13-1）
７：00集合 ８：00スタート

①ＪＲ・京浜急行品川駅前
７：50集合 ８：20頃通過予定

②京浜急行大森海岸駅前
８：00集合 ８：30頃通過予定

③六郷橋入口（東京都側）
８：20集合 ８：50頃通過予定

鶴見⬅大手町２区
①京浜急行新子安駅前
８：45集合 ９：15頃通過予定

②保土ヶ谷橋交差点
９：10集合 ９：40頃通過予定

戸塚⬅鶴見

３区
②国道134号線　茅ヶ崎公園野球場前交差点
10：25集合 10：55頃通過予定

平塚⬅戸塚

　『往路優勝・総合３位』が目標の選手達には、皆さまの声援が“一番の力”です。各応援ポイントで、係が「幟」を持ってお待ちしておりますの
で、ぜひお近くの応援ポイントにお集まりください。そして、選手に熱い声援を送りましょう。この応援ポイントの他にも、沿道で地元の方々が幟
を掲げてくれております。皆さまの応援、宜しくお願いいたします。

６区

10区
①京浜急行蒲田駅前
12：00集合 12：30頃通過予定

②京浜急行大森海岸駅前
12：10集合 12：40頃通過予定

③ＪＲ・京浜急行品川駅前
12：25集合 12：55頃通過予定

ゴール付近　 ＤＮタワー21前（千代田区有楽町
1-13-1）

12：25集合 13：25頃ゴール予定

鶴見➡大手町

９区
①保土ヶ谷橋交差点
11：10集合 11：40頃通過予定

②洲崎大神参道入口及び金光教神奈川教会前
11：20集合 11：50頃通過予定

③京浜急行新子安駅前
11：35集合 12：05頃通過予定

戸塚➡鶴見

８区
①国道134号線　茅ヶ崎公園野球場前交差点
９：40集合 10：10頃通過予定

平塚➡戸塚

７区
①ＪＲ国府津駅前
８：55集合 ９：25頃通過予定

②ＪＲ二宮駅前
９：05集合 ９：35頃通過予定

小田原➡平塚

６区
スタート付近　 箱根駅伝記念碑前駐車場（箱根町

箱根81）
７：00集合 ８：00スタート

①箱根登山鉄道大平台駅前
８：05集合 ８：35頃通過予定

②箱根登山鉄道箱根湯本駅前
８：20集合 ８：50頃通過予定

箱根➡小田原

　応援用の「のぼり」をお貸しいたします。
皆さまの応援、宜しくお願い申し上げます。

※ 準備の都合上、
お申込は12月
22日㈰で締め
切らせていただ
きます。

※幟を持って
応援してくだ
さる場合は、
①氏名（卒期
・学科）②送
付先（郵便番
号・ご住所・
お電話番号）
③幟（必要本
数）を、國學
院大學院友会
まで電話・フ
ァックスでご
連絡をお願い
いたします。
☎03-3400-
7781
ふ03-3400-
7996

沿道を國學院の幟で沿道を國學院の幟で
埋め尽くしましょう！埋め尽くしましょう！

新年院友交歓会のご案内令和２年
　活躍する 陸上競技部・柔道部・硬式野球部・ソフトテニス部・スキー部・卓球部の後輩たちも参加予定!!
皆さまのご参加をお待ちしております!!! 

第96回箱根駅伝 初優勝をオール國學院の力で！！

令和２年1月25日土午後5時開会
（午後4時から受付開始）

日　時

國學院大學渋谷キャンパス 若木タワー18階國學院大學渋谷キャンパス 若木タワー18階
「有栖川宮記念ホール」「有栖川宮記念ホール」会　場

6,000円（恐縮ですが、なるべく同封の振込用紙で事前にお振込みください。）
※ ご家族の同伴も大歓迎です（何名様でも無料ご招待）。お土産も用意いたしており
ます。

会　費

詳細はホームページで
ご確認ください。

院 友 会 報新年号 令和２年１月１日（水）　No.373 16
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